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中チューの下ゲ！


ランク４.下の下に落ちぶれたオレ





長岡マキ子
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ごまえ




ＣＯＮＴＥＮＴＳ









プロローグ　下げの下に落ちぶれたオレ


第一章　のぞき魔まに落ちぶれたオレ


第二章　ドンカン野や郎ろうに落ちぶれたオレ


第三章　疑ぎ心しん暗あん鬼きに落ちぶれたオレ


第四章　嫌きらわれ男に落ちぶれたオレ


エピローグ　……に落ちぶれたオレ


あとがき
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　プロローグ　下げの下に落ちぶれたオレ





　もし、絽ろ美みがヴィーナスじゃなかったら。





　もし、莉れい子こサマがヴィーナスだったら。





　そして、もし、妹せ尾おがヴィーナスだったら。





　運命の投票日、オレは誰だれの名を書けばいいんだろう。





　　　　　☆





「で、修学旅行はどうするのよ？」


　文化祭から一週間が経過した十月初めのある日、休み時間になって廊ろう下かに出ると、オレはなぜか待ち伏ぶせしていた莉子サマに詰つめ寄られた。


「えっ、どうするって、何が……？」


「グループ分けよ。アンタ、どうするつもり？」


「グ、グループ分け……？」


　たじたじと後じさりしていると、彼女は呆あきれたようにため息をつく。


「そうよ。もう一ヶ月後よ？　グループメンバーの提出は来週まで。それからグループで話し合いを行って自由行動の予定を決めて、行動計画を一週間前までに提出。時間はあまりないわ」


「はあ……？」


「ちょっと、なんなのよ、その煮にえ切らない態度は！　アンタ、ほんとにヴィーナス賞を獲とる気あるわけ!?　修学旅行の最終日には、クリスマス・デートの希望相手を指名する、いわばカップル試験の予備投票があるのよ!?」


「ちょ、ちょっと待ってくれ」


　次から次へと情報を流し込まれ、オレの脳みそはパニック寸前になる。


「なんなんだよ、その話は！」


「アンタこそ、何言ってるのよ。この前まであんなに必死だったっていうのに、どうしちゃったの？」


　莉子サマは呆れるのを通り越こして、徐じよ々じよに心配そうな顔つきになってくる。それを見ながら、オレは「あれ？」と思った。


「……っていうか、莉子サマさ。もしかして、オレと一いつ緒しよのグループになってくれる気、あるのか……？」


「えっ、なっ、何言ってるのよ」


　途と端たんに、彼女はオレから目を逸そらして声をうわずらせる。


「アンタこそ、ワタシと一緒になって欲しいわけ……？」


「えっ……」


　オレは文化祭のときのことを思い出していた。


　――ワタシはアンタのことなんて、これっぽっちも好きじゃないんだからっ！


　そう言って走り去ったのは、そっちなのに。


「いや、そりゃオレは……莉子サマさえよければ、また一緒のグループになりたいけど」


「えっ!?　ちょっと、なっ、何よ、それ」


　すると、莉子サマの顔が真っ赤になった。


「どういう意味か、説明しなさいよッ……！」


「ど、どういうって……」


　え？　なんだ、この反応は……？


「あ、瀬せ木き」


　そのとき隣となりの教室の入口から、黒くろ川かわが鞄かばんを持って出てきた。


「よっ、よう、黒川。教室移動か」


「ああ。瀬木は、恵え比び寿すさんと修学旅行のグループの相談でもしているのかい？」


　それで、オレの思考は一気に修学旅行へ持っていかれた。


「そうだ、それどういうことだよ!?　なんでみんな修学旅行の話を知ってるんだ？」


「ああ、そうだ。その節は、すまないことをしたね」


「へ？」


　オレはぽかんとした。莉子サマも黒川を不思議そうに見ている。


「先週の天文部の観測会のあと、君は風邪かぜを引いて学校を休んだだろう？　その日に、理事長から修学旅行についての説明会があったんだ。申し訳ないから僕からメールしようと思ったのだけど、石いし田だくんが説明しておくと言ってくれてね。まだ聞いていないのかい？」


「よぉ、成なる道みち、黒川！　なんの話だぁ？」


「石田……！」


　そのタイミングで後ろから声が聞こえてきて、オレは鬼き神しんのような形ぎよう相そうで振ふり返った。


「石田！　修学旅行！　グループ分け！　なんでオレに！」


　言葉もうまく繫つなげなくなるくらい、オレは怒いかりに震ふるえていた。


「ああ～～、はいはい……」


　それで通じたらしく、石田はギクッとした表情になる。


「悪わりぃ、ちょっと忘れててよ……。ま、いいじゃねぇか。どうせ臨海学校んときと同じメンツだろ？　今回は五人から十人までなら何人でもいいみてぇだし。最低でも男女二人ずつ入ってなきゃいけねぇっていう条件だけど、それもクリアしてるし、な？」


「『な？』って、オマエ……」


「僕はそのつもりだったよ。瀬木はどうだい？」


「いや、オレもそれでいいんだけど……」


　石田に頭を抱かかえつつ、黒川にそう答える。すると、男たちの視線は莉子サマに向いた。


「……ワ、ワタシもいいわよ、別に」


　オレをちらちら見ながら、彼女が答えた。


「じゃあ決まりだね。班長はまた瀬木にやってもらってもいいかな？」


「あ、うん……」


「他ほかの女子はどうなってんだぁ？」


「どうなってるって、オレが知るわけねーだろ！」


　オマエの不ふ手て際ぎわのせいで、今さっきまでグループ分けの話すら知らなかったんだぞ……！


「でも、クリスマス・デートの相手が決まるかもしれない予備投票じゃあ、修学旅行で同じグループになった女子の名前しか書けねぇんだぜ。いくらおまえが『下の下』でも、ヴィーナス賞狙ねらうなら、ヴィーナス候補者と同じグループになりてぇんじゃねぇの」


「お、オマエ……！　よくもそんな大事なことを知っていながらっ……！」


「……ワタシ、あの二人を誘さそっといてあげてもいいわよ？」


　石田への怒りを再燃させるオレに、莉子サマがそっと申し出た。


「えっ、マジで？」


　それで、オレは幾いく分ぶん落ち着きを取り戻もどした。彼女が絽美と妹尾に声を掛かけてくれるなら、本当に助かる。


　――私の成道くんへの気持ちも、もう一度よく考え直してみる。


　絽美には観測会の日にあんなことを言われてしまったし、妹尾とは文化祭のときに色々あって気まずい。先月から始めた週に一度のグループランチは続いているものの、さっき莉子サマが来てくれるまで、オレはこの一週間、三人のうちの誰とも個人的に口を利きいていなかった。


「別にいいわよ。ワタシもあの子たちと一緒がいいし」


「そうか。じゃあ頼たのんだよ」


「……それに、そうじゃないとフェアじゃないもの」


「え？」


　よく聞き取れなかったので尋たずね返したが、彼女は答えずにオレをにらみつけた。


「……アンタ、カップル試験でヴィーナス賞を獲るために、この学園に来たのよね？」


「えっ、ああ、うん」


「誰がヴィーナスであっても、それは変わらないのよね？」


「……うん」


　そのつもり、だったんだ。


　でも、実際に入学してみたら絽美に一ひと目め惚ぼれして、他にヴィーナスが考えられなくなるほど、彼女がカンペキな女の子で……。


　――この先、もし暫ざん定ていヴィーナスが莉子ちゃんや雪ゆき菜なちゃんに替かわっても、投票日に私の名前を書いてくれる？


　そんなこと、考えもせずにここまで来てしまったのだ。


「だったら、話はシンプルだわ」


　何を考えているのか、莉子サマは不敵に微ほほ笑えむとＣ組の教室に入っていった。そのまま妹尾の机へ向かい、席に着いて本を読んでいる彼女に話しかける。


　妹尾は顔を上げて莉子サマの話を聞いていたが、話が進むと、ふと二人一緒にこちらへ顔を向けた。


「や、やあ……」


　聞こえるはずのない小声で呟つぶやき、オレはゆがんだ笑え顔がおを浮うかべる。そんなオレに、妹尾は小さく微笑んでくれた。


「……一緒でいいって」


　こちらへ戻ってきた莉子サマは、やれやれというように言った。


「あとはあの子だけね」


「……絽美……か」


　あれから一週間。文化祭休みで部活がないこともあって、絽美とは顔を合わせる機会が少なかった。正直言って、会いづらい。だって、オレはまだあの言葉に対する返事を用意できていないんだから。


　でも……。


「なあ、莉子サマ」


　覚かく悟ごを決めて、オレは言った。


「やっぱり、絽美にはオレから話しておくよ」





　　　　　☆





　今の偽いつわらざる気持ちを述べれば、オレは絽美が好きだ。初めて見たときからそうだったし、手芸部に入って知り合ってからは、元気で明るくて、たった一人の男子部員として女子から邪じや険けんに扱あつかわれていたオレに対しても、親切に接してくれる性格の良さも好きになった。頑がん張ばり屋やで、夢のために好成績をキープし続けているところもすごいと思う。


　こんな娘こを好きにならずにいられる男なんて、この世にいるんだろうか。事実、一かず晶あきなんかフラれてもなお絽美にメロメロだし、その他にも密ひそかに絽美に憧あこがれているヤツは多い。黒川みたいによっぽど美的感覚がとち狂くるってるとかじゃない限り、彼女の近くにいる男は、みんな彼女を好きになってしまうだろう。それくらい、オレは絽美を魅み力りよく的な女の子だと確信している。


　翌日の部活動日、オレは早めに部室へ行った。


「……成道くん」


　一人で待っていると、ドアを開けて絽美が現れた。責任感の強い彼女は、部長として、いつも活動時間の少し前にここへやってくる。クラス委員も兼けん任にんしているのだから、色々と仕事があって大変なはずなのに。


「早いね、今日」


　そう言って、絽美は微笑んだ。気まずげな様子が、ちょっとだけ滲にじみ出ている。


「あの、絽美、修学旅行のことなんだけど……」


「成道くん、私、今回は離はなれたい」


　オレが言い終わる前に、絽美は目を伏ふせて言った。


「もし、グループに誘ってくれるつもりだったなら、ごめんね」


「絽美……」


　茫ぼう然ぜんとするオレと、彼女は目を合わせようともしない。


「でもさ、あの、オレ……」


　食い下がろうと口を開きかけたとき、部室のドアがガチャッと開いた。


「……あれ？　ひょっとして、おトリコミ中？」


　現れたのは、興きよう味み津しん々しんな顔の副部長だった。





「それで諦あきらめたっていうの!?　だらしないわね」


　次の日、その顚てん末まつを報告したオレは、案の定莉子サマからどやされた。


「いや、諦めたっていうか、もう取りつく島がなくてさ……」


　今は修学旅行のための学年全体ロングホームルームの時間で、グループの決まった人から班長のクラスに集まり、グループ分け報告書を作っている。Ｃ組の教室内に、絽美の姿はない。


「もういいわ、ワタシが行ってくる！」


　そう言い放はなって出ていった莉子サマは、十分後、浮かない顔をして戻ってきた。


「……ダメだわ、あの子」


「えっ？」


「アンタ、一体何をしたわけ？」


　責めるようにオレを見る彼女は、しかし、明らかに先ほどまでの元気をなくしていた。


「えっと……」


「やっぱりいいわ。聞きたくない」


　そう言って嘆たん息そくする莉子サマを見て、オレ以外のメンバーが顔を見合わせた。


「……でもよぉ、グループメンバーの提出期限は来週だから、何も今日焦あせらなくてもいいんじゃねぇの」


「そうだね。今日のところは自由行動の話を進めて、瑞みず本もとさんのことは時間をかけて説得すればいいんじゃないかな」


「でも、どうやって説得すんだぁ？」


「そうだね……」


　石田と黒川には、文化祭の間の女子たちとの出来事を簡単に報告していた。オレのために頭を悩なやませてくれるその姿はありがたいが、いい案は一向に出てこない。それはオレも同様だ。


　つまり、オレたちは悲しいくらい恋れん愛あい初心者だった。三人寄れば文もん殊じゆの知ち恵えとはよく言ったものだが、こと恋愛に関しては、オレたちのような未熟者が三人集まっても、できあがるのはファンタスティックな長編エロ妄もう想そうくらいだ。


　全員が完全に沈ちん黙もくして、もはやぐうの音ねも出ないでいるときのことだった。


「……わたしが、説得します」


　今まで黙だまっていた妹尾が、静かにそう言って微笑んだ。


「大だい丈じよう夫ぶです、きっとまた六人で同じグループになれますよ」





　　　　　☆





　そして一週間後の提出期限の日、絽美は本当にオレたちのグループに入ってきた。


「……またよろしくね、成道くん」


　絽美は相変わらず気まずげな様子で、言葉少なだったけれども。


「お、おう」





　こうして、とりあえずは臨海学校と同じメンバーで修学旅行が始まった。






　第一章　のぞき魔まに落ちぶれたオレ





　朝早く羽はね田だに集合し、飛行機に乗って約一時間後、オレたちは新しん千ち歳とせ空港に到とう着ちやくした。


「うわっ、寒っ……！」


　飛行機から降りるなり、十一月上じよう旬じゆんの東京では考えられなかった真冬の冷え込みに震ふるえ上がる。しかし。


「ふっふっふ……」


　こんなこともあろうかと、オレは通路を歩きながら、膨ふくれ上がった手持ち鞄かばんから真冬用のコートを取り出した。そう、秋の山で辛しん酸さんをなめたオレは、今回こそ防寒対策を怠おこたらなかったのだ。ヒトは、学習するからこそ人間になれるのである。


　すぐ調子に乗る悪い癖くせで、オレはこんなことで鬼おにの首でも取ったかのような気分だった。


「どっからでもかかってこい、北の大地よ――っ！」


　すっかりホカホカになって元気を取り戻し、今なら川に入って素す手でで鮭さけをつかむこともやぶさかではないと思っていたとき、オレの視界を横切るシケた面つらに目が留まった。


　オシャレＴシャツに学ランで腰こしパンといういつものスカした着こなしに身を包み、ぶるぶる震えている一かず晶あきだ。


「よう、一晶」


　オレはここぞとばかりに余よ裕ゆうの表情を作って話しかけた。


「な、ナルミチ……」


　そう呟く唇くちびるは、紫むらさき色いろになって細かく震えている。そこに、いつものチャラ男おの面おも影かげはなかった。


「おーっと、一晶か。オレはてっきりゴキブリかと思ったよ。アイツら、寒さに弱いから北海道には生息してないんだぜ。知ってたか？　まるで今のオマエだなー！　先生があんなに『北海道は寒いです』って言ってたの、聞いてなかったのかよー！」


「こ、コノヤロー……」


　一晶は悔くやしげな様子でオレをにらむが、さすがに今はそれ以上のことをする気力はないらしい。


「覚えてろよ、ナルミチーッ！　あとで仕返ししてやるからなあ――っ！」


　そう言って走り去るときも、腿もも上あげダッシュで少しでも体を温めようとしている。その涙なみだぐましい努力を見届けて、オレはほくそ笑えんだ。


「……もう、成なる道みちくんってば」


　その声に、驚おどろいて後ろを振ふり返る。


「佐さ々さくんのこと、わざわざ挑ちよう発はつするようなこと言わなくてもいいのに」


　そう言って微ほほ笑えんだのは、セーターの上からマフラーをぐるぐる巻きにした絽ろ美みだった。


「……お、おう」


　狼ろう狽ばいしてしまって、まともに反応ができない。挙動不ふ審しんなオレに、彼女はちょっと眉まゆを下げた。


「文化祭のときは、ごめんね。もう普ふ通つうにするから、この旅行ではみんなと一いつ緒しよに楽しも？」


「あ、ああ」


　こうやって絽美とまともに会話するのは久しぶりだった。同じグループになることが決まってからも、自由行動の話し合いなどでは二人になる機会がなかったし、その上、変に意識してしまって目すら合わせられない状態だったのだ。


「……聖☆ジュウ生、荷物を取ったら出口に集合よ！」


　呆ほうけていると、向こうの方で真ま弓ゆみ先生の声がした。オレたちは今、預けた手荷物の引取所まで歩いてきている。言われた通り荷物を取って先へ進むと、外へつながる玄げん関かん口ぐちの手前のスペースに生徒が集まっていた。


「……全員そろったわね。それでは、これから本日の行動予定について説明します」


　そんなの、今さら言わなくても知ってるのに。旅のしおりによれば、空港を出たら昼食で、午後は時計台などの札さつ幌ぽろ市内観光をしてホテルへ向かう。ちょうどお腹なかも空すいてきたところだし、早くバスに乗って移動したい。詳くわしい説明は昼食会場でいいんじゃないか。


　そう思って担任の先生たちが交代で話す説明を聞き流していたオレは、最後の真弓先生の言葉に虚きよを衝つかれた。


「それでは、解散！　ホテルまで、くれぐれも迷わぬよういらっしゃいね」


「えっ!?」


　な、なんだその放置プレイ！


「どうしたの、成道くん。早く行こうよ」


　絽美に言われて気がつくと、オレの周りにはグループのみんなが集まってきていた。


「何をボサッと突つっ立ってるのよ。早くあそこに鞄を置いて、市内へ出発しましょ」


　莉れい子こサマが指さしたのは、ドアの向こうだ。外には大きな観光バスが停とまっていて、その脇わきに生徒たちが大きな手荷物を置いて立ち去っていく。


「……え？　今からあのバスに乗って移動なんじゃないのか……？」


「なに寝ねぼけたこと言ってるのよ。それでも班長？」


「いや、瀬せ木きは全体説明の日に休んでいたんだ。まだ要領を把は握あくしていないのはそのせいかもしれない」


「そんなの言い訳にもならないわ。しおりをきちんと読めば書いてあるのに」


　黒くろ川かわが入れてくれたフォローにも莉子サマは納なつ得とくせず、オレはただただ身を縮めるばかりだ。


「いい？　これから六日間、ワタシたちはグループごとに観光するの。あらかじめ旅のしおりに書いてあった観光地は、ワタシたちが必ず行かなければならない場所。そこにはそれぞれ、確かに行きました、っていう印があって、ワタシたちはそれを集めてホテルへ帰らなければならないわけ」


「つまり……オリエンテーリングみたいなもんか」


「そうよ。ただし、最終的な集合時間までに宿しゆく泊はく場所に着くことが重要で、回る速さは問われないの。指定されたポイントすべての印を集められなかった場合だけ、集められなかった分の点数を、カップル試験のポイントから減点。文化祭が加点式のイベントだったのとは逆に、修学旅行は減点式のイベントね」


「なるほど……。よくわかりました」


　丁てい寧ねいな説明に恐きよう縮しゆくしていると、莉子サマはそこで一段と胸を張った。


「で、最終日にあるのが、クリスマス・デートをしたい相手を書いて提出する、カップル試験の予備投票」


　その言葉に、心もちグループの空気が張はり詰つめる。


「書くことができるのは、グループメンバーになった異性のうちの一人。ワタシたち三人の中から、一人を選んで書くのね」


　気のせいか莉子サマも落ち着かない様子で視線を泳がせ、オレは目の端はしで絽美の様子をうかがおうとする。そして、ふとあることに気がついた。


「おい、オマエら！」


　そう呼びかけ、黒川と石いし田だを隅すみっこへ引っ張った。


「どうしだんだい？」


「なんだよ、成道」


　訝いぶかしげな様子の二人に、オレは言った。


「オレ、自分のことでいっぱいいっぱいで気が回らなかったんだけどさ」


「んなこたぁ、いつものことじゃねぇか」


「そんなに改まって、本当にどうしたんだい」


「……オマエら、うちの女子でいいのか」


　そうなんだ。コイツらにも当然カップル試験は関係があって、黒川に至ってはカップル試験のためにこの学園を選んだのだ。だが、この女子メンバーはそもそも、臨海学校のグループ分けのときに、ヴィーナス狙ねらいのオレが声を掛かけた二人に、オレに物申すため飛び入り参加した莉子サマを加えた顔かお触ぶれだ。


　ところが、黒川はあっけらかんと頷うなずいた。


「かまわないよ。このメンバーなら、ある程度気き心ごころが知れているしね」


「でも、カップル試験のためだったら、もっと鬼おに瓦がわらみたいな娘このいるところのが……」


「いや、いいんだよ。前にも言ったように、僕は自分を知っている。試験にかけた望みは本当にささやかなものだったし、現実に叶かなえられるとは思っていないよ。それよりも、瀬木やみんなと楽しく過ごせたらうれしいんだ」


「黒川……」


　こんないいヤツが幸せになれない世の中って、絶対に間ま違ちがっている。とはいえ、今のオレにできることなんて、天体観測中にでも落下してきた小隕いん石せきが黒川の後頭部にヒットし、コイツの絶望的な美的感覚が奇き跡せき的に治るのを祈いのることくらいだ。


「ありがとうな。……ちなみに、オマエもいいのか、石田」


「おうよ。つうか、知らねぇのか、成道。俺たち、野や郎ろう共から相当羨うらやましがられてるぜ？　こんだけ学年の超ちようキレイどころ独どく占せんしてて、不満なヤツがいるわけねぇだろ」


「ふへぇ……」


　改めて言われれば、本当にそうである。オレたちみたいなただのドーテーにはもったいない、女め神がみのような顔ぶれだ。っていうか、こんな風に考えられるようになったなんて、オレのナルシストという病やまいもだいぶ快方に向かっていると思っていいだろう。


「ちょっと、何やってるのよ」


　そのとき女子たちの中で、しびれを切らした様子の莉子サマが声を上げた。


「早く移動しましょ、日が暮れるわよ」


「あ、ああ」


　それで、オレたちは指定の昼食会場へと向かうことにした。とりあえず電車に乗って札幌駅へ行き、地下鉄に乗り換かえ、目的地の名を冠かんした円まる山やま公園駅で降りる。


「……でも、昼食会場が公園って、一体どんなもんが出るんだろうなあ」


　広々とした道を歩きながら、心は早くもランチのメニューに向かう。


　なんといっても、ここはあの北海道だ。漁業も農業も酪らく農のうもやり放題、百貨店で郷土展をやれば必ず主婦が大挙して押しかける、日本一のグルメ地帯である。


「アンタ、ほんとにしおり読んでないのね」


　珍めずらしく性的な妄もう想そう以外でニヤついているオレに、莉子サマが言った。その口調はもう、呆あきれているというよりは感心している調子に近い。


「……と、おっしゃいますと？」


「昼食はこれよ」


　そう言って彼女が見せたのは、手に持ったサブバッグだった。こんな大きな荷物をどうしてバスに預けてこなかったのだろうと、さっきから不思議に思っていたものだ。


「あっ、莉子ちゃん、持つよ！　さっきから持たせちゃっててごめんね」


「わたしも、気づかなくてすいません」


「いいわよ、別に」


　慌あわてる絽美と妹せ尾おに莉子サマが答え、オレは目をぱちくりさせる。


「おぉ、それが手作り弁当か！」


　バッグを見た石田が、一人歓かん声せいを上げた。


「ええっ!?」


　オレはうろたえながらしおりを取り出し、一日目のページを開いて隅すみ々ずみまで目を通す。





　※グループの女子で弁当を作って持参すること（別べつ途と説明）。





　タイムテーブルの「昼食」の脇には米印がつき、欄らん外がいにそう説明されていた。


「これのせいでワタシたち今朝けさは三時起きよ。感謝して食べなさい」


「でも、楽しかったね！　みんなで莉子ちゃんちに集まって。すっごい広いの！　お城みたいなんだよ！」


「普ふ段だん使えないような食材がたくさんあるから、舞まい上がってしまいました」


　妹尾までもが頰ほおを上気させ、興奮気味にそう語る。


　なんだか安心した。絽美のことがあってから、ずっと修学旅行が不安だった。言い訳するわけじゃないけど、オレがしおりをよく見なかったのだって、とても旅行を心待ちにするような心境じゃなかったからで、こんな風に臨海学校のときと変わらず和気あいあいとできるとは思っていなかった。


　それにしても、妹尾は一体どんな魔ま法ほうを使って絽美をグループに誘さそったのだろう。オレも莉子サマもお手上げだったことを、えらくあっさり成し遂とげたようだけれども。


「……どうしましたか？」


　振り向いた妹尾と目が合って、オレは自分が彼女を見つめていたことに気がついた。


「あ、いや」


　前の様子をうかがえば、絽美は莉子サマと楽しげに話をしている。


「……よかったよ、絽美のこと。ありがとうな」


「いいえ。これくらい、なんでもないです」


　小声で言ったオレに、妹尾も囁ささやくように答えて微ほほ笑えんだ。





　円山公園は、緑の多い開放的なところだった。ちょうど紅こう葉ようの時期とあって、人出はそれなりに多い。けれども、身の引き締しまるようなぴりりと冷たい空気の下もと、広々とした芝しば生ふ広場でレジャーシートを敷しいているのは聖☆ジュウの制服を着たグループがほとんどだった。


「でも、思ったよりみんな来てないな」


「来る時間が決められているわけではないからね。一応しおりのタイムテーブルに書いてあるのが推すい奨しようルートだけど、混雑を考えて、札幌駅で降りて先に時計台や赤れんが庁舎に行っているグループもあると思うよ」


「もしかして、空港で解散したのもそれが理由なのか？」


「そうだね。自由度の高い修学旅行なんだよ」


「ふうん。聖☆ジュウらしいな」


　黒川の説明で、オレはようやく納得した。


「そんなことより、早くメシ食おうぜ」


　石田が急せかしたのを合図に、オレたちはいそいそとビニールシートを敷き、その上に車座になった。


「いただきまーす！」


　全員で声をハモらせてから、重箱のように重なった弁当箱をバラし、蓋ふたに手をかける。


　女の子の手料理を食べるのなんて、当然ながら臨海学校ぶりだ。こんなかわいい娘こたちが、オレたちのために早起きして作ってくれた弁当なんて、考えただけでテンションが上がる。


「おおっ……！」


　オレが開けた段は、おかずのコーナーだった。フランス料理のオードブルのような（そんなもん食べたことないけど想像で）美しい品々が、整然と並んでいる。


「これは鴨かも肉にくのコンフィよ。その隣となりが真ま鯛だいのテリーヌ。こっちの容器に入ってるウニのソースをかけて召めし上がれ」


「コン……？　テリー……？　ソー……ス？」


「ソースはわかるだろ」


　未知の料理名の前にすべてがゲシュタルト崩ほう壊かいしていると、すでにムシャムシャやっている石田にツッコまれた。


「おっ、これは卵焼きだな」


　とりあえず、隅っこに発見したお馴な染じみの一品に箸はしを伸のばす。ところが、口に入れてみると、舌の上には今まで経験したことのない風味が広がった。


「中に、削けずったトリュフとモッツァレラチーズが入ってるの。どう？」


「こ、こんなの初めて……」


「おいしい？」


「はい、すごく……」


　鼻を内側から押おし上げる芳かんばしい香かおりに、意識が天に昇のぼりかける。


「……こういうの、期待してたんでしょ？」


　惜おしみつつも卵焼きを飲み込むと、莉子サマが急に控ひかえめな口調で尋たずねた。上目づかいでオレを見る顔が、ほんのり恥はじらって見える。


「料理長のポールのレシピだけど、練習して、ちゃんと自分で作ったわよ。……ね？」


「うん。莉子ちゃん、すっごく手て際ぎわよかったー！」


　そんなにすごい技わざを見せられたのか、絽美が感かん嘆たんの声を上げる。そこで、オレは気がついた。


「そういえば、絽美はどれを作ったんだ……？」


　臨海学校で発覚したことだが、彼女は料理オンチなのだった。見たところ、どの段にもおかしなものは入っていなさそうだが……？


「私？　私は、これ！」


　じゃーん、と言って彼女が差し出したのは、白と黒の物体がぎっしり詰つまった段だった。


「おにぎり！　男の子は三個、女の子は二個ずつあるから、好きなの取って食べてね」


「おお……」


　よく見れば、それはなんの変へん哲てつもないおにぎりだ。きれいな俵形に握にぎられ、周りには帯のように海苔のりがきちんと巻かれている。


　そうか。絽美は器用だから、こういう体てい裁さいさえ整えればいいものなら、ちゃんとできるんだな。女子たちもよく考えたもんだ。


　……と、思っていた時期が、私にもありました。


「……ぶわはっ！　しょっぺえ！」


　第一の被ひ害がい者しやは、臨海学校のときと同様、食べるのが早い石田だった。


「信じらんねぇ。あの女、おまえを殺す気だぞ。俺たちを巻き込まねぇで、これはおまえが責任を持って全部食え」


「ど、どうしたんだよ……」


　オレに小声で文句を言う石田は、血走った目でおにぎりの断面を見せてきた。


「えっ!?　なんだこれ……」


「あっ、それは高級焼きタラコだね！」


　オレの横から首を伸ばした絽美が、無む邪じや気きに笑って説明する。


「ええっ……？」


　タラコにしては、色が異様にくすんでいる。戸と惑まどうオレと石田に、莉子サマが青ざめながら告げた。


「違ちがうわ、それは……カラスミね」


「か、カラスミ……？」


「珍ちん味みよ、珍味」


「ちんみ……」


「少なくとも、おにぎりの具にはふさわしくないわね。しかも、ただでさえ味が濃こいのに、そんなに大量に入れたら……」


　それでオレたちは、石田の反応を理解した。


「ウソ！　ごっ、ごめんね、石田くん……」


「いや、気にするな、絽美。コイツは殺しても死なない男だ」


「莉子ちゃんちの厨ちゆう房ぼうにあるものがすごく豪ごう華かだったから、私、よくわからないものも高級品なんだからおいしいはずと思って入れちゃって……」


「えーっ!?」





　こうして、オレたちの昼食は、おにぎりロシアンルーレット大会になった。





「……あっ、こっちは普ふ通つうのタラコです」


「僕のはキャビアだ。意外だけど、おいしいよ」


　勝ち組たちの反応を尻しり目めに、オレはしずしずと弁当箱へ手を伸ばす。


　神様、どうかまともな中身でありますように……！


「……うぉえぇっ！」


　スウィート！　ジューシィ！　フルーティ！


　白いご飯に死ぬほど合わないこの味は……！


「み、水……っ！」


「えっ!?　それ、たくあんだよ、成道くんっ!?」


「違うわ。ドライマンゴーよ……」


　悶もん絶ぜつするオレに慌あわてる絽美の発言を、莉子サマはそっと訂正するのだった。





　　　　　☆





　スリリングな昼食を終えたあとは、普通の観光が始まった。札幌駅の方へ歩いて北海道庁旧本庁舎に行き、内部の展示室を見学してから、有名な時計台へ向かう。


「お疲つかれ様さま。カードは持ってる？」


　中から出てくると、出口に立っていた真弓先生に声を掛かけられた。オレは旧本庁舎で鬼おに沢さわから受け取ったカードを出す。カードには罫けい線せんが引いてあって、観光地の名前が書かれたそれぞれの欄に、そのスポットでスタンプを押してもらう仕組みになっていた。


「最後はテレビ塔とうね。いってらっしゃい」


　先生に送り出され、歩き始めようとしたときだ。


「そうだわ、瀬木君」


「はい？」


「ホテルに着いたら、私の部屋にいらっしゃい。渡わたしたいものがあるの」


「……え～……？」


　オレはあからさまに疑いのまなざしを向けた。誰だれもいない教室で真弓先生から誘ゆう惑わくされたのは、この前の文化祭の日のことだ。あれ以来、オレは大人の女が信じられない。


　そんなオレを見て、先生は艶つやっぽく微び笑しようした。


「勘かん違ちがいしないでちょうだい。貴方あなたを誘惑したのは私の意思によるものじゃないのよ。貴方のおじいさんが、こんなに失しつ墜ついしきった貴方の評判をこれ以上落とそうと思うかしら？　同じ妨ぼう害がいするにしても、もうちょっと直接的な妨害をすると思わない？」


「うっ……」


　痛いところを衝つかれ、思わずうめいた。


　今のオレの☆スターランクは、学年最下位の「下の下」。学力試験は二学期末までないし、容姿も特に変わった自覚はないから、評価が落ちたのは「性格」しかない。それだけで一気に最下位になれるほど、オレの性格についての評価は地に落ちているのだ。


　それを裏付けるかのように、あれ以来オレのあだ名はずっと「人間触しよく手しゆ」である。「フェミ男お」やせいぜい「ラブＪジエイ」などと呼ばれていた頃ころが懐なつかしい。


「そういうわけだから、ちゃんといらっしゃいね。私の部屋は二〇六よ」


「……はい……」


　ガックリと肩かたを落とし、オレはグループの仲間と共に時計台を去った。


「……元気出してください、瀬木くん」


　妹尾に声を掛けられて、はっと我に返った。いつの間にか、オレたちはもうテレビ塔のすぐ目の前に来ていた。


「瀬木くん、頑がん張ばってるじゃないですか。修学旅行では評価が上がりますよ」


「だといいんだけど……」


「それに、最近は授業中も熱心にノートを取ってますし、期末試験では、きっと成績も上がると思うんです」


「ああ……。ありがとう」


　確かに、オレは近ごろ勉強を頑張っていた。と言っても授業をちゃんと聞くようにして、とりあえず予習と復習をするようになっただけなのだが、そんなところまで見てくれているのかと思うとありがたい。


　――わたし、まだ、瀬木くんに恋こいしていませんよ。


　あの言葉が本当でも噓うそでも、今のオレにはどうすることもできない。絽美のことすら、どうしていいかわからないのだ。


　オレ、絽美にどう答えればよかったんだろう。


「妹尾、オレさ……」


　つい、そんな弱音を吐はきそうになったときのことだった。


「イクスキューズ・ミー？」


　振ふり向くと、金きん髪ぱつの白人女性が目の前に立っていた。


「は、はい？」


　冷ひや汗あせをかきながら答えると、彼女は流りゆう暢ちような英語で何かを尋ねてくる。


「パ、パードン？」


　尋ね返すと、再び物もの凄すごい速さで質問を浴びせかけられる。隣となりの妹尾を見ると、彼女もぶるぶると首を振った。


「助けてくれ、絽美ー……！」


　相手が美人なので余計テンパり、オレは前方にいた絽美を呼んだ。


「どうしたの、成道くん」


「この人、たぶん道聞いてるんだと思うんだけど、オレよくわかんなくて……。絽美、英語得意だろ？」


「そっか、わかった」


　頼たのもしく答えると、彼女は外国人女性に向かって笑え顔がおを向けた。


「ハロー！」


「ハロー」


　金髪美女も笑顔で応じる。そして、またしても早口で何かを言った。それを注意深く聞いていた絽美は、途と中ちゆうで顔をぱっと明るくした。


「わかった。時計台にどうやって行けばいいか聞いてるんだよ」


「なるほど」


　やっぱり、さすがは絽美だ。


「プリーズ、ゴーストレイト、アンド……あっ」


　すらすらと喋しやべり出した彼女は、何かに気づいた様子で言葉を止めた。


「どうしたんだ、絽美」


「時計台って、入館五時までじゃなかった？」


「え？」


「そういえば、そうですね」


　鞄かばんから時計台のリーフレットを取り出し、妹尾が頷うなずく。


「もし中に入りたいなら、急いだ方がいいって言ってあげた方がいいよね？」


「うん、そうだな」


　というのも、辺あたりはもうだいぶ暗くなってきており、テレビ塔のデジタル時計は四時五十一分を指しているのだった。時計台からここまでは五分ほどしかかからなかったと思うが、もたもたしていると遅おそくなってしまうかもしれない。


「えーっと……『入館』ってなんて言うんだろう……」


「……？」


　外国人女性は不思議そうな顔で絽美を見ている。こうしている間にも時間がなくなるので、早く教えてあげなければとオレたちは焦あせる。


　すると、一いつ緒しよにいたメンバーのうち、莉子サマが前に進み出た。


「Would you like to see the inside of the clock tower?（時計台の中を見学したいですか）」


　ネイティブのような、なめらかな発音だった。ちょっと迷った様子のあと、金髪美女は頷いた。


「Yes, if I can.」


「So…」


　そこから先はもう聞きとれなかった。莉子サマが言い終わると、彼女は「オウ！」と叫さけび、礼を言いながら走っていった。


「……すごいな、莉子サマ」


　オレが感かん嘆たんの声を漏もらすと、莉子サマはちらとこちらを見て、少しくすぐったげな顔をする。


「別にすごくないわ。あの人、英語のネイティブじゃないみたいだし」


「えっ、そうなのか」


「そうよ。それに、ワタシは慣れてるだけ。うちのママ、イギリス出身だから」


「ええっ!?」


　その発言に、男連中が驚おどろいた。


「じゃあ、莉子サマって、もしかしてハーフなのか!?」


「そうだよ。莉子ちゃんのお母さん、すっごくキレイなの」


「今朝けさ、お宅でお会いしたんですよ」


　絽美と妹尾が興奮気味に言い、オレは目をしばたたかせるばかりだ。


「知らなかったよ、オレ……」


　そう言われてみれば、莉子サマは髪かみもきれいな金茶色だし、顔立ちだってはっきりしている。でも、髪はブリーチかと思っていたし、彫ほりの深い純日本人だって、最近は結構よく見かけるじゃないか。


「知らなかったから、なんだって言うのよ。アンタ、ワタシがおひつじ座だってこと知っても、そんなに驚くわけ？」


　オレがいつまでも感じ入っていると、莉子サマはちょっと怒おこったそぶりになった。


「へ？　だって、それとこれとは……」


「同じことよ。ワタシにとってはね」


　突き放すように言われ、その話はそれきりになった。





　　　　　☆





　そうして一日目の見学は終しゆう了りようした。オレたちは暗くなってからホテルに到とう着ちやくし、宴えん会かい場のようなところでグループごとに夕飯を食べた。


「じゃあ、また明日あしたなー！」


　食事が終わって皆みなで帰るとき、男子部屋の前で女子たちに挨あい拶さつした。すると、妹尾が何かに気づいたようにオレを見た。


「瀬木くん、真弓先生のところ、行きました？」


「あっ！」


　それで、オレも思い出した。


「そうだ。呼ばれてたんだった……」


「それに、スタンプを集めたカードの提出もですよね」


「あ、そうだ。忘れてた」


　まずはそっちかー、と呟つぶやき、真弓先生の部屋を訪ねることを考えて二にの足あしを踏ふむ。


「……僕も一緒に行こうか？」


　エロかしこい真弓先生を回想して悶もん々もんとしていると、黒川がそう言ってくれた。


「しゃあねぇな。俺も行ってやるよ、成道」


「ああ、うん、助かる……」


　これで、もうあの日のようなヘンなことにはならないだろう。準備万ばん端たんの態勢になったオレは、まず部屋からスタンプカードを取ってきた。カードは食事会場で先生たちが回収しているのだが、夕飯前に部屋を出るとき持っていき忘れたのだ。


　無事にカードを提出してから真弓先生のところへ向かったオレは、オレたちの目の前で二〇六号室から出てきた人物を見てぎょっとした。


「お、鬼沢……？」


「せっ、瀬木！」


　なんと、真弓先生の部屋から出てきたのは、体育教師の鬼沢（三十五歳・独身）だった。


「え、あ、あれ？　鬼沢……先生も、この部屋なんですか……？」


「んなわけねぇだろ」


　動どう揺ようして訳のわからないことを言うオレに、石田がツッコむ。


「ど、どうした、瀬木」


「どうしたって……先生こそ、どうしたんですか」


「い、いや、ちょっと真弓先生のところに資料を取りにきてな……」


　と言って、何かを背後に隠かくす。


「……あやしいな」


　石田に囁ささやかれるまでもなく、オレだって鬼沢を信じていない。


「資料ってなんですか。見せてくださいよ」


「だっ、ダメだ。生徒には見せられな……」


　そう言って、「資料」を背中の辺りに隠そうとしたときだった。


「あっ！」


　鬼沢の手から、それが落ちた。


「パ……パンティ！」


　床ゆかに横たわるそれは、どう見ても女性が下半身に身に着けるべき下着だった。全体を覆おおう黒いレースが大人の女性の色いろ香かを醸かもし出し、サイドに結ばれた純白のリボンが少女のあどけなさを添そえる、心こころ憎にくい逸いつ品ぴんである。


「……なんの『資料』なんですか、これ」


　今やオレたちは皆、おぼろげながら事情を把は握あくし始めていた。あの黒川までもが、憐れん憫びんのまなざしを鬼沢に向けている。


「……すまんっ！　許してくれ！」


　突とつ然ぜん、鬼沢がガバッと床に平へい伏ふくした。


「ほんの出来心だったんだ。出来心で、つい……」


「パンティを、盗ぬすんじゃったんですか」


「頼む！　見み逃のがしてくれ！　この通りだ……！」


　と、床に額を擦こすりつけるヤツの姿は、なかなかの見ものだった。


「そんなことしなくても、真弓先生ならたぶん、五万も積めば売ってくれるんじゃないんですかね」


「そういう問題じゃない！　パンティが欲しいなんて言ったら、真弓先生に嫌きらわれてしまうだろうが……！」


「え？」


　そこで、オレたちは顔を見合わせた。


「もしかして鬼沢先生、真弓先生のこと、好きなんですか……？」


　よりによって、なんであんな金の亡もう者じやを……。


　しかし、それがどうやら事実らしいことは、恋こいする乙女おとめさながらに赤面した鬼沢のキモチワルイ反応が証明している。


「お願いだ、このことは他ほかの誰だれにも秘密にしてくれ」


「と、言われましても……」


　だってこれ、立派な犯罪じゃねーか……。


　最初はひたすら呆あきれていたオレだったが、そのうちに段々と頭が働くようになった。


「……さすがに、タダじゃ承うけたまわれませんねぇ」


「おっ、おまえ……！　教師を強請ゆするのか!?」


「いや、お金じゃなくていいんですが」


　本当は死ぬほどお金が欲ほしいけれども、そこはぐっと我が慢まんした。


「先生、オレの味方になってくれませんか？」


　オレが尋たずねると、これ以上ないほど取り乱していた鬼沢は、ぴたっと動きを止めた。


「……味方、だと？」


「はい。オレ、じーちゃんと敵対してて、担任の真弓先生はじーちゃんに買収されてるんです。この修学旅行でも何があるかわからないから、先生がオレの味方になってくれたらすごくありがたいんですけど」


「……ふむ」


　鬼沢は床から立ち上がり、思案顔になる。っていうか、今のアンタに選せん択たくの余地なんかあるのか……と言いたい衝しよう動どうをこらえて返事を待った。


「わかった。おまえの味方になろう」


「やった！」


　思えば、臨海学校でも文化祭でも、フェアプレイ第一でスポーツマンシップの塊かたまりみたいなこの人のせいで、オレは散々窮きゆう地ちに立たされてきた。


　鬼沢の弱みを握にぎり、味方につける。そんなことができるなんて、偶ぐう然ぜんの成り行きにしては相当ラッキーだ。


「……じゃっ、じゃあ、くれぐれも頼たのんだぞ」


　これは返しておくからな、とドア止めで開けていた真弓先生の部屋に、鬼沢が入る。それを見て、あれ、と思った。


「そういえば鬼沢先生、真弓先生は？　部屋にいないんですか」


　元の位置にパンティを置いてきたらしい鬼沢は、頭かぶりを振ふってオレに答えた。


「いや、どうも入浴中らしいんだ。バスルームからシャワーの音がしている」


「じゃあ、どうやって中に入ったんですか？　ここってオートロックじゃ？」


「部屋の前を通ったら、こうやってドア止めがされていてな。だから、ついフラッと……」


「パンティを盗みに入った、と」


「違ちがう！　最初は部屋にいらっしゃると思ったから、ちょっと声を掛かけるつもりで……」


　本当に初めはそれだけのつもりだったらしく、鬼沢の反論の声が大きくなった。すると……。


「さっきから誰？　瀬木君なの？」


　部屋の中から、真弓先生の声がした。


「やべっ……！　逃にげて、鬼沢先生」


「お、おう。すまんな」


　それで鬼沢は逃げるようにその場を立ち去り、オレはドアを開ける。生徒たちの部屋は和室だったが、先生の部屋は洋室だった。セミダブルのベッドが置かれた一人部屋に、先生の姿はない。


「真弓先生……？」


「ああ、やっぱり瀬木君なのね。私はバスルームよ。まだちょっと出られないから、そこの机にある封ふう筒とうを持っていってちょうだい」


「え……はい」


　入口近くのドアの中から聞こえる声に従い、ベッドの横にあるテーブルを見た。一通の封筒が、そこに置かれていた。


「この封筒、なんなんですか」


「貴方あなたのおじい様から、貴方に渡わたすよう言われたものよ。用事はそれだけ」


「はあ」


「ドア、閉めておいてね」


　わかりましたーと答えて、オレは部屋を出た。待っていてくれた黒川と石田に礼を言い、ドア止めを戻もどしてドアを閉める。


「……さて、これがじーちゃんからの手紙なわけだが……」


　廊ろう下かに立ちつくしたオレは、緊きん張ちようして呟いた。


「開けてみろよ」


「も、もちろん」
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　石田にせっつかれ、封筒に手をかける。中から出てきた二つ折りの紙を開くと、定規を使って筆ひつ跡せきをごまかしたような手書きで、次のように書かれていた。





　おまえのグループに一人、裏切り者がいる。


　その者を明らかにしなければ、旅行は無事に終わらない。





「えっ……!?」


　オレたちは声をそろえて驚おどろいた。


「う、裏切り者……？」


　なんだそれ……。


　つい余計な想像が働き、傍そばにいる二人から不自然に目を逸そらしてしまう。


「えっ、俺じゃねぇよ、成道」


　石田が慌あわてたように言う。


「僕のつもりもないけど、一体どういうことだろうね」


「裏切り者……」


　オレを裏切る者。協力するふりをして、オレの計画を邪じや魔まする者……？　うちのグループに、そんなメンバーはいない。そもそも、じーちゃんがオレのためになるような忠告をしてくれるはずはないのだから、この言葉自体が罠わなである可能性も考えられる。


　それでも、この手紙はオレの中に引っかかりを生んだ。





　　　　　☆





　そうして、二日目が始まった。


　今日はまず全員バスに乗り込んで旭あさひ川かわへ移動し、昼食後に旭あさひ山やま動物園で解散、グループ行動のあとで再びバスに乗り込み、近くのホテルに到とう着ちやくという行程だった。


　朝食のあとでチェックアウトを済ませ、バスに乗る段階でオレは気づいた。


「あれ、妹尾は？」


　メンバーの中で、妹尾だけがバスの前に集まっていない。


「あら？　その辺にいない？」


「下まで一いつ緒しよに来たんだよー？」


　莉子サマと絽美がキョロキョロするが、彼女の姿はどこにも見当たらなかった。そのうち前の方のバスに生徒が乗り込み始めて、リーダーのオレは焦あせる。


「みんな、先乗っててくれ。オレ、捜さがしてくる！」


「瀬木」


　ホテルの玄げん関かんへ走り出そうとしたとき、黒川に呼び止められた。


「ん？　なんだ？」


　オレが振り返ると、他のみんなも黒川に注目する。


「ちょっといいかい」


　ヤツはそう言って、オレをバスの陰かげへ連れていった。


「……妹尾さんは、バスに乗れないんだ」


「え？」


　言っている意味がわからず、益ます々ますぽかんとする。


「それって、乗のり物もの酔よいがひどいってことか……？」


　オレの問いに、黒川は頭を振った。


「お母さんを亡なくした事故のとき、彼女はバスに乗っていたんだ。それ以来、バスに乗ると脳のう貧ひん血けつに似たような症しよう状じようの発作が出るようになって、中学の修学旅行も一人だけ自費でタクシー移動だったんだよ」


「そんな……」


　そんなことって、本当にあるんだ。


　文化祭の日、誰だれもいない教室で見せてもらった彼女の脚あしの傷を思い出した。


　確かに、あんなひどい傷が残るくらいの事故だったんだもんな。心にも傷ができていたって、おかしくない。


「……じゃあ、どうすればいいんだ？」


　オレが聞くと、黒川は不思議そうな顔をした。


「どうすればって……？」


「だって、せっかくみんなで移動なのに、一人だけ別行動なんてイヤだろ。なんかこう、どっかのツボを押おせば大だい丈じよう夫ぶとか、羊を数えてれば平気とか、そういう裏うら技わざで……」


　ヤツが黙だまって目を伏ふせるので、オレは言葉を止めた。


「……それとも、妹尾は一生バスに乗れないのか？」


　そのとき、横から強い視線を感じた。黒川とほぼ同時にそちらを振り向くと、そこには妹尾が立っていた。


「……瀬木くん」


　わずかに口元をほころばせて、彼女は言った。


「ありがとうございます。わたしのこと、気にしてくださって」





　そうして、妹尾は一人、タクシーで観光地へ向かった。





　　　　　☆





　バスの中でわいわいしていると、旭川へ着くのはあっという間だった。妹尾も合流してお昼にジンギスカンを食べ、再び旭山動物園へ向かう。


　黒川以外のメンバーには、妹尾はバスと相あい性しようが悪いのでタクシー移動だと適当にごまかしてあった。たぶんみんなが想像したのはバス酔いだとかそういう方向の事情だったと思うけれども、ともかくそれ以上の疑問を持つ者はいない様子だった。


　ほどなくして、バスは動物園に到着した。


　今日のオリエンテーリングのスタンプは、動物園の中で集めることになっていた。早さつ速そく、オレたちは指定の動物を求めて園内を回る。


「げーっ！　アザラシ並びすぎだろー！」


　人にん気きのない動物からスタンプを集めていったオレたちは、残すところあと一時間弱でようやく現実と向き合った。


　チューブ型の水すい槽そうで水中での様子が見られるアザラシ館は、園内でも一、二を争う混雑スポットだ。冬期の平日とあって予想していたより園内は空すいていたけれども、人気の動物の館内見学にはやはり長ちよう蛇だの列ができている。


「でも、もうあとこれとホッキョクグマ館しか残ってないよ」


　配布された園内マップとスタンプ配置図を見比べて、絽美が難しい顔をする。


「ホッキョクグマか……。あっちも混んでたよな。っていうか、両方なんて回れるのか？」


「もっとサクサク回ればよかったね」


　絽美が反省気味に言うのももっともで、オレたちは園内の各地点で引っかかり、とても効率よくスタンプを集めているとは言いがたかった。


「まぁ、リーダーに計画性がねぇから仕方ねぇよな」


「オマエが言うな、石田……！」


　というのも、ムダに時間を取った原因の大半は石田とオレにあり、特にサルのコーナーでは「発情期のメスのお尻しりは真っ赤に腫はれ上がる」という説明を読んでなぜか大興奮し、そのようなサルはいないかと二人でお猿さるさんというお猿さんのお尻を目で追いかけ回した。冷静になってみれば、そんなオレたちの知能こそサル並だった。


「じゃあ、手分けすればいいじゃない」


　オレが頭を抱かかえていると、莉子サマがそう提案をした。


「ワタシが向こうに並んでるから、アザラシが終わったらアンタたちがカードを持ってホッキョクグマに来ればいいのよ。万が一ホッキョクグマの方が先に見られそうなら、ケータイで連れん絡らくするから、アンタだけこっちに来ればいいわ」


「えっ、でも、莉子サマはアザラシ見られなくていいのか？」


「いいわよ。とりあえず、外からはもう見たんだし。それに、その気になればこんな動物園、ワタシが一日貸し切ったっていいんだから」


「さ、さすが……」


　相変わらずの太っ腹発言に、もうだいぶ慣れてきているはずのオレたちも目を丸くしてしまう。


「でも、あれ？　そういえば、病院の方は大丈夫なのか、莉子サマ」


「何がよ？」


「昔より経営が苦しいとかなんとか、この前……」


　と文化祭のときのことを思い出して尋たずねる。もしかしてみんなの前で言うべき話ではなかったかなと思って声を小さくしていると、彼女は「なんだそんなことか」とでもいうように肩かたをそびやかした。


「昔に比べれば、よ。確かに病院の収益は少し減ってるけど、お父様の場合、その他から入るお金の方が多いから何も心配いらないわ。金庫の四億円も、盗ぬすまれてたわけじゃなかったんだし」


「な、なるほど……」


　さすがじーちゃんと親しいだけはあるぞ、「お父様」。恵え比び寿す家の底知れなさにおののいていると、莉子サマは優ゆう雅がに身を翻ひるがえした。


「そういうわけだから、じゃあ行ってくるわね」


「あっ、わたしも一緒に並びます」


「別にいいわよ」


「でも、一人だと何かあったとき不便だと思うので」


　妹尾の申し出に莉子サマも納なつ得とくし、それで二人はホッキョクグマ館の方へ向かった。残った四人で、アザラシの列の最さい後こう尾びに並ぶことにする。


　列が少し進み出したとき、絽美が呟つぶやいた。


「……私、ちゃんとアザラシ見られるかなぁ」


「え、どうして」


「背、低いから。前に大きい人がいると心配」


「大丈夫だろー。なんならオレが肩かた車ぐるまするし！」


　小学生の頃ころ、組体操で上に乗られただけで肩を外した悲ひ惨さんな思い出は記き憶おくの底に葬ほうむり、オレは頼たよりがいのある男を演じた。


「ほんと？　えへへ、よかった」


　コートの上にマフラーをぐるぐる巻きにした絽美は、口元まで来たマフラーを手で押おさえて甘あまく笑った。絽美は寒がりで、真夏以外はいつも制服の上にセーターを着ているほどだ。今日は耳当てまで装備して、雪ん子のようなモコモコぶりが一段と愛らしい。


「……黒川、便所行こうぜ」


「うん？……ああ、いいよ」


　気を利きかせてくれたのか、石田が黒川を誘さそって列から離はなれた。


　二人きりになると、オレたちはしばらく無言になった。


「……気、遣つかわせちゃったかな？」


　先に口を開いたのは絽美だった。


「え？　ああ、いいんだって。アイツらは知ってるから」


「え、何を？　成道くんと私のこと？」


「う、うん」


　怒おこられるのかなと思ったが、それどころか、絽美はちょっぴりうれしそうだった。


「ふうん。男の子同士でも、そういう話ってするんだあ」


「まあ、別に大したことは話してないけど、あったことだけ」


「どんな反応だった？」


「え？　えっと……。石田はめちゃくちゃ悔くやしがってたな。チクショーって殴なぐられたよ」


「えっ、ウソ!?」


「いや、冗じよう談だんでだよ？　もちろん」


　絽美が本気で心配そうな顔をするので、急いで言い添そえた。


「黒川は別に普ふ通つうだったな。だってほら、オレと絽美、観測会のときの電話であんな感じになったから、あんまりノロケっぽい話にならなかったんだよ」


　言いながら、やっと決心がついた。


　あの電話のときから今日まで、ずっと悩なやんでいたことを、正直にぶつけてみよう。


「絽美。あの電話で聞かれたことの答えだけど……」


「……うん」


　少し硬かたくなった、絽美の声。


「オレ、入学式の日、絽美に一ひと目め惚ぼれしたんだ。まだヴィーナスのことやカップル試験のこととか真しん剣けんに考える前に、オレは絽美を好きになったんだよ。だから、この前聞かれたみたいなことは……今まで考えたことがなかったんだ」


「……じゃあ、今から考えてみてくれる？」


　そう言われて、オレは絽美を見る。彼女は唇くちびるをとがらせ、ちょっとすねたような顔をしていた。


「いや、だからその、ほんとに……。絽美がヴィーナスじゃなかったら困る、としか言いようがないんだ」


　偽いつわらざる気持ちを述べてしまうと、あとはもう口をつぐむしかない。そうしている間にも列は進み、オレたちは何度か無言で前に詰つめた。


「……成道くん、私ね」


　幾いく度ど目かに前へ進んだとき、絽美がぽつりと言った。


「不安なの。私、全然ヴィーナスにふさわしい女の子じゃないよ」


「えっ、そんなこと……」


「あるの。自分のことだから、自分が一番よく知ってる。私、本当はすごく性格の悪い人間なんだって」


「いや、そんな……」


　絽美の性格が悪かったら、この世の九割以上の人間が悪人だろう。


「成道くんのこと好きになるまでは、私も気づかなかったんだよ。でも、自覚しちゃったんだ。私、本当は悪あく魔まみたいな心の持ち主なの」


「何を言って……」


「じゃあ、成道くん。私のお願い、聞いてくれる？」


　ちょこんと首を傾かたむけて、彼女は上目づかいでオレを見る。その姿は少し小悪魔チックではあるものの、いつもと同じ純心無む垢くな絽美だった。


「うん、なんだ？」


「もう二度と、雪ゆき菜なちゃんや莉子ちゃんと、楽しそうに話さないで」


「……え？」


　どういう顔をしていいかわからず、薄うすら笑いのような表情で絽美を見つめる。彼女の顔つきは真剣そのものだった。


　が、次の瞬しゆん間かん。


「……なんて、ね」


　と絽美は笑った。


　泣き笑いのような表情だったけれども、オレはそれでほっとした。


「困らせてごめんね。でも、わかったでしょ？　私が心の中でどんなこと考えてるか。私、ひどい女の子なんだよ」


　自じ嘲ちよう気味に、そう言葉を吐はく。


「雪菜ちゃんも莉子ちゃんも、本当にいい子なんだよ。友達だし、大好きだよ。なのに、こんなこと考えちゃう自分がイヤなの。こんな私じゃ、ヴィーナスになれないよ」


「そんなこと、ないよ」


　オレが言うと、彼女は意外そうに目を見開いた。


「オレ、今ちょっとうれしかったよ」


　絽美は人気者で、男女分け隔へだてなく親切でフレンドリーで。考えてみれば、オレだって、彼女に対して似たような気持ちを抱いだいてきたんだ。


「……ほんと？」


　マフラーに顔を半分埋うずめ、絽美がうれしそうに笑った。


「ああ」


　あの観測会の日以来、ようやくオレたちの間に、打ち解けた空気が戻もどってきた。





　それからすぐに石田と黒川が帰ってきて、四人でアザラシを見たあと、莉子サマと妹尾と合流した。オレたちは無事にすべてのスタンプを集めた。


　二日目の観光も、こうして滞とどこおりなく終しゆう了りようした。





　　　　　☆





　その日、ホテルにチェックインして男子部屋に入ってから、オレたちはしばらく風ふ呂ろに向かわなかった。というのも、石田が荷物を置くなり畳たたみに寝ねっ転がり、ぐずぐずしてなかなか部屋を出ようとしなかったからだ。


「おい、石田。どうしたんだよ？　最近、風呂嫌ぎらいも治ってきてただろ」


「いや、入らないわけじゃねぇよ……って、もうこんな時間か。じゃ、そろそろいいな」


「何が」


　眉まゆ根ねを寄せるオレに、ようやく畳から身を起こしたヤツが言った。


「……よく聞けよ。ここのホテルの風呂、なんと露ろ天てん風ぶ呂ろがあるらしいぜ」


「えっ、露天風呂!?」


　それを聞いて、俄が然ぜんオレのテンションが上がる。とはいえ、別にオレは風呂好きじゃない。だが、露天風呂となれば話は別だ。


「そう、露天風呂だよ」


　石田は痴ち漢かんめいた笑えみを浮うかべていた。といっても、オレは痴漢を見たことがあるわけではない。もちろん、痴漢本人でもない。が、万が一痴漢をするとしたら、絶対にこんな顔をしてしまうだろう。そして、そんな石田の顔で、ヤツが次に何を言い出すかは予想できた。


「……女子風呂、のぞこうぜ」


「おおお……！」


　念のためもう一度言っておくが、オレは痴漢ではない。この十六年の人生で、およそ信号無視以外の犯罪行こう為いに手を染めたことはないし、一いつ糸しまとわぬ無防備な姿で温泉につかり、大自然の中でリラックスする乙女おとめたちの姿を、破は廉れん恥ちな下心をもってのぞき見ようなどという卑ひ劣れつな行為をよしとする人間ではない。


「うむむむ……」


　だから、オレは腕うで組ぐみして重々しく唸うなった。いや、実を言えば、部屋の隅すみで一人黙もく々もくと荷物を整理している黒川がいなければ、オレは石田と共にさっさと部屋から躍おどり出て、恥はずべき卑劣漢になり下がっていたかもしれない。まったく、朱しゆに交われば赤くなる、持つべきものは貞てい潔けつな親友だ。


「むむむむむ……」


　要するに、オレは女子風呂をのぞきたかった。しかし、どう考えてもオレたちに与くみするわけがない黒川に、このスケベ野や郎ろうがと軽けい蔑べつされたくなかった。それだけだ。


　そこで思いついたのが、この奇き策さくだった。


「うむ、やはりのぞきはよくないことだと思う」


　オレの言葉に、石田は「はあ？」という顔をした。


「何言ってんだ、おまえらしくもねぇ。別に鬼沢みてぇに下着盗ぬすんだりするわけでもねぇんだしよ」


「いや、間ま違ちがいなく悪である。しかし、女子風呂のぞきが男の夢であることは事実だ。このオレですら、その誘ゆう惑わくに抗あらがうには大変な努力がいる」


「おまえそんな大層なヤツじゃねぇだろ」


　石田の横よこ槍やりを無視して、オレは話を続ける。


「おそらく、これまで多くの男共がその誘惑に負け、堕だ落らくの道を歩んだことと思う。今こうしている瞬間にも、そんな憐あわれな男が現れるかもしれない。だから、だ」


　そして、とびきりのドヤ顔で言った。


「オレは、女子風呂のパトロールをしようと思う！」


　八畳じよう半はんの和室が、しーんと静まり返った。


「……そんなことしなくても大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。こういう大きなホテルでは、その辺りの対策はしっかりしていると思うし」


　荷物整理の手を止め、黒川がそう言った。オレをまったく疑っていないそのまなざしに、ちょっぴり心が痛む。


「い、いや、そうなんだけども……」


「まぁまぁ、そう言わねぇで、行こうぜ黒川も。とりあえずは風呂に入って考えようじゃねぇか」


「そ、そうだ、そうだ。とりあえず風呂に行こう」


　そこでムリヤリ押しきった石田に乗っかり、オレはなんとか黒川を連れて露天風呂に向かった。


　ここの露天風呂は地下一階にあり、片側が室内の大浴場とつながっていて、反対側は山に面した崖がけになっている。


　聖☆ジュウ生の入浴時間は夕飯前までと決められているが、男湯にはもう人が少なかった。男子は早く風呂を出て遊びたいので、最後の方になるとガラガラなのだ。


　オレと石田は、まず脱だつ衣い所じよで服を脱ぬぐふりをしながら周囲の様子をうかがい、誰だれもいなくなると、露天風呂の様子を見るようなそぶりで着衣のまま外に出た。それから人目を盗んで生いけ垣がきを乗り越こえ、崖と生垣の間の狭せまいスペースに下り立つ。


　だが信じられないことに、そこにはなんと先客がいた。


「かっ、一晶……！」


　あの一晶が、例によってサッカー部のチャラ男お二人を率いて、オレの先を歩いていたのだ。ヤツらは女湯との境界めがけて、狭い足場を団子になって前進している。


「気をつけろよ、おまえらーっ！　足を踏ふみ外すなよおー！」


「うわああ、こええよ～～！」


　一晶は、まだオレたちの存在に気づいていない。


「やっぱ危ないって……。やめようぜ、一晶」


「やめるもんかー！　だって今、ロミロミが入ってるんだぞーっ！」


「……！」


　それを聞いて、オレの目の色が変わった。


「な、なんだと……！」


　絽美の裸はだかなんて。そんなの。


「オレだって見たことねーのに……！」


「……瀬木の言った通りだね。見回りに来て正解だった」


　ぎりぎりと歯ぎしりするオレの後ろで、生垣から首だけ出した黒川が冷静に言った。


「先生か旅館の人を呼んでくるよ。あんなところにいたら危険だ」


「あ、ああ……」


　今からその危険地帯へ飛び込もうとしていたオレは、出鼻をくじかれると同時に、冷ひや汗あせを流す。


「……やるだろ、そこは。男ならよぉ」


　黒川が脱衣所へ戻っていくと、オレの後ろにいる石田が小声で囁ささやいた。


　一晶たちの歩いている崖はゴツゴツした岩でできており、急きゆう傾けい斜しやで二十メートルほど下の川へつながっている。足を踏み外したら最後、軽傷でも入院は免まぬかれまい。


　フグは食いたし、命は惜おしし。


　けれども、オレたちは最終的にフグを選んだ。


「押おすなよ、石田」


「押してねぇよ」


「いいか、押すなよ!?　絶対に押すなよぉーっ!?」


「……押して、いいのかよ？」


　露天風呂の崖側にある生垣には、外側に簀すの子こが立てられている。男湯と女湯の仕切りには岩が縦横数メートルに亘わたって積み上げられているが、崖側には女湯までの道のりを邪じや魔まするものはない。オレたちは生垣と急斜面の間にある数センチの岩場を、足を斜ななめに置きながら、簀子をつかんで進んでいるのだった。


　オレたちが歩き始めてすぐ、一晶たちが女湯の方に到とう着ちやくした。


「おおっ、すげー……っ！」


「危険を冒おかした甲か斐いがあった……！」


「ロミロミ、ロミロミはどこだー……？」


　ヤツらの反応を見て、うらやましさのあまり鼻水をたらしそうになるが、一晶が絽美を見つけられていない様子なので、とりあえず胸むねを撫なで下ろす。


　ヤツらは女湯のぞきに興奮しているため、オレたちの接近には気がついていないらしい。その背後一メートルに迫せまった辺りで、満を持して簀子に顔を近づけた。顔の高さを変えて思し考こう錯さく誤ごを繰くり返し、生垣の葉っぱの隙すき間まから、ようやくわずかな視界が確保できた。


「おおおおお……！」


　そこには、夢にまで見た光景が広がっていた。


　乱らん舞ぶする女によ体たい、女体、女体……。いつもはオレにニコリともしてくれないあの娘こもこの娘も、女の子同士キャハキャハと笑いながら、白い太ももにスポンジを滑すべらせたり、腰こしをかがめて無防備に洗い桶おけを拾ったり、おっぱいをプルプル揺ゆらして頭を洗ったりしていた。


「鼻血出そう……」


「俺も……」


　そう言い合う間にも、オレたちの視線は簀子の間に釘くぎづけだ。こんなものがタダで見られていいのかと感激に身を震ふるわせたとき、一晶が小さく叫さけんだ。


「ろ、ロミロミッ……！」


「えっ!?」


　思わず声を上げたオレは、それでこちらを向いた一晶と目が合ってしまった。


「なっ、なんだ!?　ナルミチ……!?」


「まあまあまあまあ」


　今騒さわがれると命の危険さえあるので、穏おん便びんに済まそうと引きつった笑顔を作った。


「それより、絽美、どこ？」


「うるせえーっ！　おまえ、昨日きのうは空港でよくも……！」


　一晶がわめきそうになったので、オレはヤツの顔を手で押さえつけ、簀子の向こうに目を凝こらした。


「おおおおおお……っ！」


　女湯の露天風呂では、絽美と莉子サマが、今まさに湯に入ろうとしているところだった。二人とも、胸から太ももにかけてを旅館の手ぬぐいで覆おおっているので、肝かん心じんな部分は見えなくてもどかしい。湯の中に入ると手ぬぐいは取り去られたが、今度は白はく濁だくしたお湯が神秘のベールになってしまった。


「うぅーん、気持ちいい～……」


　肩かたまで湯に浸つかった絽美が、目をつぶって天を仰あおいだ。ぽたぽたと雫しずくの垂れる濡ぬれた髪かみが、いつもと違ちがって非常に艶なまめかしい。


「たまにはこういうのも悪くないわね」


　そう言う莉子サマは、アップにした髪の毛からクリップ式の髪どめを取り、雅みやびな仕草でまとめ直した。全開になったすべすべの両りよう脇わきに、思わず見とれてしまう。


「あっ、雪菜ちゃん」


　そのとき、絽美が顔を上げて言った。「なんだと」と思いながら顔をずらすが、ちょうど生垣の葉っぱが邪魔で、やっと見えたのは妹尾の顔と足元だけだった。


「どうしたの、雪菜ちゃん」


「これ、忘れてましたよ」


「あっ、そうだ！　わざわざありがとうね」


　そう言って絽美が手を伸のばして受け取ったのは、なんと水みず鉄でつ砲ぽうだった。


「そう、これこれ。今日こそお風ふ呂ろの中でやろうと思ってたんだ。さっきお部屋で雪菜ちゃんに見せてたの」


「何よそれ。おもちゃじゃないの」


「温泉とかでやると、結構楽しいんだよ」


「まったく、子どもみたいねぇ」


「……どうせ子どもですよぉ」


「そっちのことは言ってないわよ」


　絽美が自分の胸むな元もとを押さえて頰ほおをふくらませ、莉子サマはやれやれというように言った。まだ体でも洗っている途と中ちゆうなのか、妹尾の足が静かに大浴場の方へ消えていく。


「……それにしても、莉子ちゃんってほんとスタイルいいよね」


　ふと、絽美がしみじみとした口調で呟つぶやいた。その視線は、白濁に浸かった莉子サマの胸元へ向いている。


「胸の形もすっごくキレイ。もっかい触さわらせて」


「イヤ。アンタ、変なとこ触るんだもの」


「え～、いいじゃん！　だって、莉子ちゃん敏びん感かんだからおもしろいんだもん」


　絽美がふざけて身を乗り出し、バシャバシャッと水しぶきが上がった。


「ほら、触らせてよ～う！」





[image: ]


「ちょ、ちょっと、やめなさいよ……！」


「触らせてくれないと、水鉄砲で狙ねらっちゃうよう！　ピュー！」


「アハハ、ちょっ、ヤダ！　くすぐった……ふふふ、やめ……やあんっ！」


「ほらほら、触らせて～」


「んっ……あんっ……」





　た　ま　ら　ん　……　！





　興奮度マックスでたまらず目を背そむけると、その場にいた野や郎ろう共全員がものすごい顔をしていた。


「離はなしやがれっ、ナルミチ……！」


　その隙すきを衝つかれ、オレの手を一晶が振ふり払はらう。


「おお、ロミロミ……！」


「ちょ、絽美を見るんじゃねーよ！」


「うるせえーっ！」


「うるせーのはオマエじゃ、ボケ！」


　そうやって互たがいを罵ば倒とうしながら揉もみ合っているときだった。


「何をやっている、おまえら！」


　鋭するどい男の声が飛んできて、オレたちは固まった。


「お、鬼沢……」


　後ろを振り返ると、男湯の方の生いけ垣がきから鬼沢が顔を出していた。一いつ瞬しゆん息を呑のんだものの、オレと目の合ったヤツがすくみ上がるのを見て、昨日の出来事を思い出した。


「先生！　こいつら、女子風呂をのぞいてたんです！」


　その隙に、一晶がオレを指してそんなことを言い出した。


「違います、先生！　のぞいていたのはコイツらです！　オレはそれを止めようと……」


「何言ってるんだよおーっ！　おまえの方がバッチリ見てただろぉーっ！」


「……うむ。わかった、瀬木」


　鬼沢は、重々しく言った。


「のぞいていたのはおまえたちだけだ、佐々」





　　　　　☆





「いやー、持つべきものは教師の味方だな」


　一晶とその友達たちが無事しょっぴかれてから、オレは晴れ晴れとした気分で露天風呂に浸かった。黒川が連れてきたのが鬼沢だったおかげで、オレたちの罪は不問になったし、恐おそれ多くも絽美のやわ肌はだを堪たん能のうしようとした一晶はこらしめられることになったし、こんなに喜ばしいことはない。


「風呂も気持ちよかったし、最高だな……！」


　そうして入浴を終えて脱衣所に戻り、部屋用の私服を着終わったときだった。荷物を入れていた籠かごを調べ、オレは首をひねった。


「そういや黒川、オレの持ってたスタンプカード、オマエが出してくれたのか？」


「ん？　いや、僕は何もしていないよ」


「えっ!?」


　それでオレは一気に焦あせり、周囲をきょろきょろ見回した。最後には床ゆかに這はいつくばってコンタクトレンズを捜さがすときのように捜してみたものの、目当ての物は発見されない。


「い、石田は？　オマエが出したのか」


「いつ出すんだよ。ずっとおまえといただろうがよ」


「や……」


　ヤバい……。


「落としたのかよ？　カード」


「いや、確かにここへは持ってきたんだって。脱衣籠に入れておいたんだけど……」


　時間的に、風呂に入ったらそのまま夕飯へ行くことになるだろうと思い、今日は部屋に取りに帰らないでも済むようここへ持ってきたのだ。それなのに……。


「いつから、ないんだい？」


「風呂に入るときには、もうなかったと思う……。でも、そのときはタオルの下にでもあるのかなと思って気にしなかったんだ」


「じゃあ、盗ぬすまれたんじゃねぇの？」


　石田の言葉に、オレはぎょっとする。


「そ、そ、そんなまさか……。貴重品でもないのに、一体誰だれに……？」


「知らねぇけど、だって、ねぇんだろ？　俺たちのグループのメンバーを陥おとしいれたいヤツとか、おまえに恨うらみがあるヤツとか」


「オレに、恨み……」


　――覚えてろよ、ナルミチーッ！　あとで仕返ししてやるからなあ――っ！


　思い出したのは、空港で悔くやしげな遠とお吠ぼえを残した一晶の姿だった。


「……いや、ムリだよな。オレたちより先に女子風呂のぞきに行ってて、帰りは鬼沢に連れられてったんだから……」


　と言ってから、再びはっと思いつく。


「鬼沢……」


　昨日、オレたちにうっかり真弓先生のパンティを盗む現場を目もく撃げきされたために、アイツはオレに味方せざるを得なくなった。そのせいで、正義感を大切にするアイツが信念を曲げさせられている。動機はあるだろう。けれども……。


「鬼沢先生は、僕が部屋から呼んできたんだよ。帰りに脱衣所を通るときには佐々くんたちを連れていたし、そんな隙があったかどうか……」


　そうなのだ。


「となると……」


　誰だ？


「念のため、先生に聞きにいった方がいいんじゃないかな。もしかしたら、その辺に落ちていたのを誰かが提出しておいてくれたのかもしれない」


「そ、そうだな、黒川。オマエいいこと言うな」


　ところが、そんな期待はすぐに潰ついえた。


「……届いてないわね」


　すでに食事会場にいた本日のカード回収係は、真弓先生だった。自分の手元の箱をのぞき、まだ数枚しか入っていないカードを確かく認にんして首を振る。


「本当に、どこにもないの？」


「はい……」


「持ってきてると思い込んでいただけで、部屋に置いてあるんじゃない？」


「そう思って、部屋も捜してきました。でも、ありませんでした……」


　もううなだれるしかないオレを、真弓先生がふと見つめる。


「……おじい様からの手紙、読んだわね？」


「え？」


「昨日きのう、貴方あなたに渡わたしたでしょう。書いてあったこと、覚えてるわよね」


「ああ……」


　ようやく、オレはあの手紙の内容を思い出した。


『おまえのグループに一人、裏切り者がいる。』


「気をつけなさい。これがその妨ぼう害がいかもしれないわ。私もまだ、理事長から詳くわしい内容は教えられていないの」


「え？　ああ、はい」


　そうか。その「裏切り者」は、じーちゃんの味方で、オレに妨害を仕し掛かけてくるってことなんだな？


「……なんでそんなこと、オレに忠告してくれるんですか？」


　不ふ審しんの目を向けたオレを見て、真弓先生はわかってないわねというように嘆たん息そくする。


「前にも言ったでしょう。私はお金の味方なの。貴方の応おう援えんをするわけにはいかなくなったけど、理事長の肩かたを持っているわけでもないわ」


「はあ……」


　しかし、先生の言う通り、たとえこれがじーちゃんの仕組んだ妨害だったとしても。オレからカードを盗んだヤツが、本当にうちのグループにいるのか？


　いるとしたら、どうして。じーちゃんに買収された？　それとも、弱みを握にぎられて？


　第一、どうやってだ？　だってあのとき、女の子たちは入浴中だったし、男メンバーは一いつ緒しよにいた。


「ともかく、もう一度よく捜してみなさい。今日の私の部屋は三○二だから、見つけたら届けにきなさいね。明日あしたの朝食時のカード返へん却きやくまでに見つからなかったら、確認できなかった今日の分のポイントは減点よ」


「はい……」


　とはいうものの、もう捜す当てはどこにもなかった。女の子たちにもこのことを報告して謝あやまったオレは、意い気き消しよう沈ちんして部屋に帰った。


「はあ……」


　修学旅行は六日間。一日分の減点くらいなら、まだ三学期までに挽ばん回かいする機会はあるだろう。だけど……。


「オレが風ふ呂ろ場ばになんか持ってかなきゃよかったんだよなあ……」


　これは女子風呂をのぞこうとしていたオレに対する神の制裁だろうか。いくら盗んだヤツが悪いとはいえ、リーダーとしての管理能力を問われたら、やっぱり、オレにも責任が少しはあると思う。


「瀬木は悪くないんだ。自分を責めるのはやめた方がいいよ」


　布ふ団とんに座ってため息をついていると、黒川が慰なぐさめの言葉をくれた。


「いや、でもさ……」


「そうだぜ、成道。ここは一つ、元気が出るようなことをしようじゃねぇの」


「え？」


　石田がやけに浮うかれた様子なので、思わず顔を上げた。するとヤツは満面の笑えみを浮かべ、一枚のカードを顔の前に掲かかげる。


「なんだそれ。うちのカードキーだろ」


「違ちげぇよ。うちの、じゃなくて『うちの女子部屋の』カードキーだぜ」


　それを聞いて、オレは天てん井じように頭をぶつけそうな気持ちで飛び上がった。


「なななななな、なんで!?　なんでオマエがそんなものを……っ!?」


「鬼沢だよ。『もしかして女子がスタンプカードを隠かくしてるかもしれないから内ない緒しよで部屋を調べたいんですー』とかなんとか言って、渋しぶってるあいつに『パンティ……』って囁ささやいたら一発よ。すぐにフロントに行って、ホテルの人に事情を話してスペア作ってもらえたぜ」


「お、オマエってヤツは……！」


　鬼沢は、オレ以上にとんでもないヤツに弱みを握られてしまったと思う。


「で、それを使って何をしようっていうんだよ。ヘタなことしたらカップル試験失格だぞ……？」


「別に大したことじゃねぇよ。寝ね起おきドッキリ、やろうぜ」


「寝起き……ドッキリ……？」


　それって、スケベ芸人が就しゆう寝しん中のアイドルの部屋に入って、使用済みのコップに口をつけたり、ハブラシくわえたりするヤツか……？


「楽しそうだろ？」


「オマエ……よくもまあそんな次々と変態的なことを……」


　半ば感心していたオレは、ふと隣となりの黒川の視線に気がついた。


「く、黒川も行くだろ!?　女子部屋のパトロール！」


「部屋まで……パトロールするのかい？」


「まぁ細けぇことはいいじゃねぇか、行こうぜ、行こうぜ！」


　またもや石田が強ごう引いんに仕切り、オレたちは女子部屋に寝起きドッキリを仕掛けることにして、起き床しよう時刻の二時間前に目覚ましをセットしたのだった。





　　　　　☆





「……オハヨーゴザイマス」


　そうして早朝四時、オレたち三人は人っ子一人見当たらない廊ろう下かに立った。カメラなんかどこにもないのに、雰ふん囲い気きを出そうとリポーターの真似まね事ごとをする。


　鬼沢を脅おどして手に入れたキーをカードリーダーに挿さすと、カチャッという音がして、緑色のランプが点ともった。


「……カギが、開きました」


　オレはドアノブを握り、そっと押おした。緊きん張ちようの一いつ瞬しゆんのあと、ドアは音もなく開く。


「潜せん入にゆう、成功です」


　中は真っ暗だったので、持っていた懐かい中ちゆう電灯で足元を照らす。


「よし、みんな音を立てるなよ……」


「……誰ですか？」


　そのとき、部屋の中から声がした。


「ゲッ！」


「せっ……妹尾!?」


　なんでだ!?　オレ、そんな大声で喋しやべってねーぞ！


「……瀬木くん！」


　パチッと電気のスイッチを入れる音がして、ドア付近の明かりが点つく。すると、部屋の入口にパジャマ姿の妹尾が立っているのが見えた。


「えっと……これはその、あー……」


「カギ、どうしたんですか」


　妹尾は心底驚おどろいた様子で、オレたちを見つめている。オレは後ろの二人に助けを求めるが、石田にはわざとらしく目を逸そらされ、黒川は本当にパトロールだと思っていたのか平然としていた。


「いや、その、これはなんというか、鬼沢からカギをもらって女子部屋のパトロールで……あの、決して夜よ這ばい的なアレでは……」


　そこで、妹尾はびくっと肩を震ふるわせた。オレたちから一歩下がり、パジャマの胸むな元もとを合わせる。


　しまった。逆に警けい戒かいさせてしまった。


「いや、あの、だからして……」


「ん……何よ、うるさいわね」


　すると、今度は部屋の中の方から莉子サマの声がする。暗がりでガサゴソと音がしたかと思うと、こちらへやってきた彼女はオレたちを見て顔を強こわ張ばらせた。


「きゃっ……！　なっ、何よ、アンタたち……！」


「いや、違ちがうんだって、莉子サマ！」


　慌あわてて彼女の元に駆かけ寄ると、ネグリジェ姿の莉子サマは床ゆかにへたり込み、いやいやをするように首を振ふった。


「きゃー……」


　その口を塞ふさいでかろうじて悲鳴を阻そ止しするが、そうなると彼女は半はん狂きよう乱らんでオレの手を振りほどいた。


「やめて、変態！　強ごう姦かん魔ま！」


「ちょ、違……っ！」


「じゃあなんなのよっ！」


「パトロールだよ」


　黒川の声で、オレたちは一いつ斉せいに黙だまった。振り返れば、ヤツは真面まじ目め第一みたいな顔を莉子サマに向けていた。


「さっきはスタンプカード泥どろ棒ぼうが出たし、夜も何かあったら大変だということで、リーダーの瀬木が見回りを決めたんだ」


「……そ……そう」


　莉子サマは拍ひよう子し抜ぬけしたような顔で答える。


　ともかく、オレたちはそれで窮きゆう地ちを乗りきった。


「……絽美は？　寝ねてるのか？」


　部屋の中は静まり返かえり、他ほかに人が動いている気配はない。この騒さわぎで目を覚まさないとは、なかなかの心臓だ。


「瑞みず本もとさん、昨日までよく寝られてなかったみたいなんです。臨海学校のときもそうでしたけど、家以外だと寝つきがよくないようで……」


「なるほど」


　それで、今日になってドカンと疲つかれが出たということか。


「……じゃ、じゃあ、失礼しました……」


「待ちなさいよ」


　言うことがなくなって回れ右しようとすると、莉子サマがオレを呼び止めた。


「勝手に押しかけてきて人のこと起こして、また勝手に帰る気？」


「いや、でも……」


「この子なら起きないわよ。消灯前から、テレビが点いた中でも寝てたんだから」


　そう言った彼女が見るのは部屋の中だ。懐中電灯を向けてみると、三つ並んだ布団の真ん中だけがこんもり盛りあがっている。


「こんなにしっかり起きちゃったら、もう寝られないわよ。起床時間まで、付き合ってくれるわよね？」


　莉子サマが言い、オレはゴクリと唾つばを飲み込む。





　それから、オレたちは朝までＵＮＯをした。


「……し、信じられん……」


　これがラストゲームかという起床時間十五分前、オレは自分の元に集まった十数枚のカードを見て茫ぼう然ぜんとした。他のみんなの手元にもうカードはない。


「はい、罰ばつゲームよ！」


「またかよー……」


　嬉き々きとしてマジックを持つ莉子サマに、オレはブザマな顔を差し出した。


　ゲームを始めるに当たって「何か罰がないとおもしろくない」と石田が言い出し、オレたちは羽子板の罰ゲームのように、負けた者の顔に落書きをすることに決めた。他の皆みなが片目にペケや丸を書かれただけなのに対して、オレの顔は今や、六時間目終しゆう了りよう後ごの黒板のような汚きたなさだ。


　絽美は本当に熟じゆく睡すいしていて、すぐ近くでわいわいゲームをしているにもかかわらず、布ふ団とんを頭からかぶって寝ね返がえりすらほとんど打たなかった。


　っていうか、その両りよう脇わきの布団には、妹尾と莉子サマが寝ていた形けい跡せきもあって、そんな部屋で寝ね巻まき姿の女子とゲームだなんて、オレにとってはかなり刺し激げき的な体験だ。


「……もう書くところがないわね」


　オレの顔にペンを走らせながら言う莉子サマは、未いまだ負けなしの美び肌はだを保っていた。


「ほんとに水性なんだろうな、それ……」


「そうよ。見てみなさいよ、ほら」


「ほんとだ……って、油性じゃねーか、これ！」


「うるさいわね、じゃあ負けなきゃいいでしょ！」


「大だい丈じよう夫ぶですよ、私たちが持ってるクレンジング剤ざいで落ちますから」


　ぎゃーぎゃー騒ぐオレたちに、妹尾が苦く笑しようして言う。


「もう一回！　なあ、もう一回だけやろう！　今度は負けないから！」


「でも、もうすぐ六時だよ。そろそろ帰らなくていいのかい」


「仕方ないわね、じゃあもう一回だけよ！」





　そうやって始まったオレの泣きの一回で、なんと奇き跡せきが起こった。


「……信じられないわ……」


　ドローフォー六枚を拾い上げ、莉子サマは唇くちびるをわなわなと震わせた。


「このワタシが……こんなこと……」


「やった！　やったぞ！」


　オレは最後のカードを捨てると諸もろ手てを上げて大喜びし、早さつ速そく油性マジックを手にする。


「さあ、莉子サマ！　顔を貸しな！」


「いっ、イヤよ……！」


　ところが、彼女は往おう生じよう際ぎわ悪く首を振る。


「……そういうことなら仕方ないな」


　オレはニヤリと笑った。


「よし、石田、黒川！　莉子サマを押おさえろ！」


「……お、おう」


「うん、約束は約束だからね」


　二人は頷うなずいて、暴れてジタバタする莉子サマの手足を押さえにかかる。


「やっ……やめなさい！　キャ───！」


「うるさい！」


　そのとき、両側の部屋からバンッ！　と壁かべを叩たたかれた。続いて、部屋の電話にモーニングコールもかかってくる。


「……んぅ？　みんな、どうしたの……？」


　そんな騒ぎの中で、絽美はようやく目を開けた。


「え……？」


「あ……」


　驚きよう愕がくする彼女の表情を見て、改めてこの状じよう況きようを振り返った。オレたちは男三人がかりで、抵てい抗こうして涙なみだ目めの莉子サマ（ネグリジェ姿）を布団の上にムリヤリ押さえつけているのだった。


「何やってるの、みんな……」


　起き上がって青ざめる絽美に対し、オレはその場で凍こおりつくしかなかった。





　　　　　☆





　そうして絽美の誤解を解くのにすったもんだしたあと、朝食会場で予期せぬことが起こった。


「……え？」


　オリエンテーリング用スタンプカードの返へん却きやく時だった。オレたちのテーブルに来た真弓先生が渡わたしてくれたのは、新しいカードではなく、昨日までの分のスタンプがすべて押されたカードだった。よく見れば「班長」の欄らんに書いてある「瀬木成道」の字はオレの筆ひつ跡せきで、それは間ま違ちがいなく、昨日紛ふん失しつしたはずのカードだった。


「……ど、どういうことですか」


「やっぱり、貴方あなたたちじゃなかったのね」


「……？」


　ぽかんとするオレに、真弓先生は説明した。


「今朝けさ、私が起きたら、ドアの下からこれが部屋に入れられていたのよ。貴方たちの誰だれかが見つけて提出にきたのかと思ったんだけど、じゃあ、拾った誰かが届けてくれたのね」


「ってことは……」


「理事長の妨ぼう害がいはこれではなかったみたいね。ともかく、減点はナシよ。よかったわね」


「よっ……しゃあ！」


　それを聞いて、オレは思わずガッツポーズをした。顔の落書きはまだ完全に消えずに残っていたけれども、そんなことももう問題じゃない。


「よかったね、成道くん」


　喜ぶオレに、絽美がそう言って微ほほ笑えんだ。それを見て、オレは彼女との仲がすっかり元通りになったのを確信する。


「うん、よかったよ、絽美！」






　第二章　ドンカン野や郎ろうに落ちぶれたオレ





　三日目は、早朝に富ふ良ら野のでラベンダー畑を見たあと、その近くのゲレンデで一日スキーだった。スキー用品は一式レンタルで、手ぶらで快適なスキーを楽しめるというわけだ。


　例によって、オレはスキーなんかできない。スキー板をはめて立っているのが精いっぱいで、滑すべる？　なにそれおいしいの？　状態だ。


　けれども、やるしかない。なぜなら、今日のオリエンテーリング用スタンプは、スキー場にある各コースのゴール地点にあるからだ。滑れません、では、なんのためにここにいるのかわからない。


　しかし、オレの実力はすぐに露ろ見けんした。


「うわあぁ～～っ！」


　みんなでリフトに移動する途と中ちゆう、ちょっと傾けい斜しやがついた道を、前を歩く絽ろ美みが軽々と滑った。それを真似まねしてみた結果、オレはほとんど平らなところで盛せい大だいに尻しりもちをついた。


「……大丈夫ですか？」


　後ろの妹せ尾おが、びっくりした様子で駆かけつけてきてくれる。


「大丈夫、これくらい……」


　とは言ったものの、結局、たかが数十メートルのリフト乗り場までの道のりで、オレは十回以上派手に転てん倒とうした。


「……まったく、だらしないわね」


　その様子を見て、莉れい子こサマがやってきた。


「いいわ、こっちのリフトに乗りなさい。ワタシが特訓してあげる」


　そう言って指すのは、オレたちが乗ろうとしていた中腹行きのリフトの隣となりの乗り場だ。


「はい……。よろしくお願いシマス」


　どんなしごきが待ち受けているのかは想像もつかないが、これで滑れるようになるのならと頭こうべを垂れる。


「頑がん張ばってくださいね、瀬せ木きくん」


「アンタたちも来る？」


　莉子サマに尋たずねられ、オレに声せい援えんを送ってくれた妹尾は苦笑した。


「わたしは、いいです。先にスタンプを集めて待ってます」


「私も」


　それに莉子ちゃんの特訓ってすごそうだもん、と絽美が笑う。


「生きて帰ってこいよー、成なる道みちー！」


「無事でまた会おうー！」


　石いし田だと黒くろ川かわからは、あたかも戦地に赴おもむく兵士のごとき見送りを受ける。


　そうして数分後、上じよう昇しよう中のリフトに座るオレは、早くも死を予感していた。


「……えっと、ここは一体……」


「頂上リフトよ」


　隣の莉子サマは、しれっと答えた。顔を上げれば、見えるのは青空と雪を頂いた山のてっぺん。足そつ下かには、うっかり板や靴くつを落とそうものなら二度と取りに行けないであろう急な坂道。


「お、オレ、ほんとに初心者なんですけど……」


「問題ないわ。こういうのは一発目のインパクトが肝かん心じんなの。これで慣れたらどこのコースでだって滑れるわよ」


「そりゃそうかもしれないけどさ……」


　それは極論というものではないだろうか。飛んでみろ、やればできる、と生身の人間を屋上から突つき落としても、彼は落下するだけである。莉子サマは鳥だ。だから、そのことをわかっていないのだ。


「さ、ここから滑り下りなさい」


　そんな彼女が連れていってくれたのは、やはりとんでもない場所だった。


　足元の急カーブのせいで、下がよく見えない。ここがどれくらい高いところなのか、それすら推おし量ることができず、まるで直下型のウォータースライダーのスタート地点にいる気分だ。


「お父様のワタシに対する教育はいつもこうだったわ。獅し子しは、自分の子どもを谷底へ突き落とすの。これがエリートを生み出す教育法なのよ」


「いや、でもそれは莉子サマにエリートの資質があったからこそ成功したのであって……」


　エリートでも獅子でも鳥でもない、ただの凡ぼん庸ような人の子であるオレは、なす術すべもなく谷底へ落ちてくたばるだけだ。そうは思うものの、寒さと恐きよう怖ふで歯の根も合わない今の状態では、もはや反論することもできなかった。


　ここはとりあえず、一回やってみるしかない……。


「もしできたら、キスしてあげてもいいわよ」


「えっ……!?」


　びっくりして、オレは莉子サマを見た。彼女はオレを見ず、まっすぐコースの方を向いている。寒さのせいか、その頰ほおは赤い。


「いい？　わかったら、早くやりなさい」


「は、はい……」


　どっ、どういうことだ？


　恐怖と混乱で、何も考えることができない。動どう揺ようで呼吸も整わないまま、オレは上級者コースへ飛び出した。


「う……うわあああああああああああ───────────っ！」


　そこは想像以上のヤバさだった。


　物もの凄すごいスピードでスキー板が滑り、その上に体を乗せているのがやっとだ。舞まい上がる雪がゴーグルにかかり、視界が全面真っ白になる。


「そう、その調子よ！」


　すぐに莉子サマもやってきて、華か麗れいな滑りでオレに並走する。


「ちょっと逸それてるわ、右に軌き道どう修正して」


「そ……」


　そんなこと、オレにできるか！


　しかし、あまりの速度に、もはや口を開けることすらできない。ともすれば体がのけぞり、もんどりうって転がりそうだ。


「ちょっと、速すぎよ！　減速！　エッジを立てて！　板をハの字に開いて！」


「な……」


　なんだそれ！　オレにはムリだ！


「危ないわ！　前！　ぶつかる！」


「え……？」


　真に迫せまった莉子サマの声で、オレは目をこらして雪まみれのレンズの向こうを見た。


「……！」


　なんと、オレの進行方向ど真ん中に、リフトの鉄柱がそびえたっていた。けれども、今のスピードで変にバランスを崩くずしたら、転倒して骨折の一つもしそうな気がする。


　いずれにしても、このままじゃ無傷で止まれない。


「ダメだ……！」


　心の中で激げき突とつのカウントダウンに入ったとき、目の前に人ひと影かげが飛び込んできた。


「莉子サマ……！」


　なんと、彼女はオレと鉄柱の間に体を入れ、自分が背中から柱にぶつかろうとしていた。


「ダメだ、危ないっ！」


　反射的に、オレは彼女を突き飛ばした。


　真正面から迫りくる柱の黄色と黒の縞しま模も様ようを見ながら、白色の雪景色の中で一番目立つ色ってなんなのだろう、と最後に思った。
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「……きて、起きてよ……！」


　なんだ……？


　おでこがズキズキする。女の子の声が聞こえる。


「ねえったら……！」


　ぺチペチ、と頰を叩たたかれ、ああ、前にもこんなことがあったな、と思った。あれは天文部の観測会で、オレを叩いたのは黒川だった。あのときよりは、ずっと優やさしい。


「起きてったらあ……！」


　少女の声に涙なみだが混じった。


　泣いてるのか……？　そんなことも、以前あった気がする。一学期の納のう涼りよう祭りのとき、着ぐるみを着て崖がけから落ちたオレが目覚めるのを、妹尾が涙を浮うかべて見守ってくれていた。


　妹尾……？　違ちがう、この声は……。


「莉、子……サマ……？」


　オレが呟つぶやくと、頰のぺチペチが止まった。


「……大だい丈じよう夫ぶ？　気がついたの？　自分の名前、わかる？」


「瀬木……成道……」


「よかった……！」


　その辺あたりで、オレはようやく完全に覚かく醒せいした。起き上がって見ると、莉子サマはゴーグルを額に上げ、目と鼻を真っ赤にしていた。長い下まつげが涙で肌はだにくっつき、いつもよりさらに濃こく長く見える。


「ええっと……オレ……？」


「軽い脳のう震しん盪とうね。念のため、東京に戻もどったらうちの病院で精密検査するわよ。吐はき気けはない？　手足は動く？」


　いきなり事務的な口調で聞かれ、オレは戸と惑まどいながらも頷うなずく。


「う、うん。デコは、すげー痛いけど……」


「だと思うわ。真正面からぶつかったんだもの。それでも、ワタシを突き飛ばしたときに、抵てい抗こうでちょっとはスピードが落ちたのよ」


　そう言うと、莉子サマは手て袋ぶくろをはめたままの手で、下した瞼まぶたに溜たまった涙を拭ぬぐった。


「……なんで、あんなことしたのよ」


「あんなことって……莉子サマを、突き飛ばしたこと……？」


　彼女は雪面に目を落としたきり、うんともすんとも答えない。


「……ワタシ、アンタにあんな無茶な練習をさせたのよ？　かばうことないじゃない……」


　しばらくしてから、沈しずんだ声こわ色いろでそう呟いた。


「いや、でも、キミはオレのために練習に付き合ってくれただけじゃんか。莉子サマこそ、オレの運動音おん痴ちのせいで痛い思いする必要ないと思って……」


「そうよ、バカ！」


　そこで、彼女は大声を上げた。


「こんなに運動神経の悪い人間がこの世にいるなんて、ワタシ、思ってもみなかったのよー……！」


　ごめんなさい、と叫さけびながら、彼女はわんわん泣き出した。


　それを見て、胸の奥おくがきゅっとなるのを感じる。


　いやらしい気持ちじゃなくて、純じゆん粋すいに、抱だきしめたい、と思った。そして、オレはそうした。


　オレの腕うでの中で、莉子サマはさらに激しく泣いた。死んじゃったかと思った、心配したんだから、と泣き声の間にセリフが入った。ごめん、ありがとう、とオレは言った。


　生まれて初めて、目の前で他人が泣いているのに、もらい泣きしなかった。きっと、彼女のオレを思ってくれた気持ちがうれしくて、そのことを温かく感じていたからだと思う。


「……キス、してあげるわ」


　少しして泣きやむと、彼女はおもむろに言った。


「えっ、なんで」


　驚おどろいて、オレは尋たずねた。


「オレ、スキーできてないよ？」


「わかってるわよ。だから、これ」


　そう言うと、莉子サマは素す早ばやくこちらへ顔を寄せた。


　ちゅっ、と音がして、冷たい頰に、同じく冷たい、でもやわらかいものを感じる。


「……お礼のキスよ。欧おう米べいでは当たり前なんだから」


　そう言った彼女は、目と鼻だけじゃなくて、顔中を真っ赤にしていた。
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「……うん、ありがとう」


　ちょっとはにかんで、オレは答えた。
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　オレたちが帰ると、オリエンテーリングのスタンプはもうみんなが集めてくれていた。


「大丈夫？　成道くん」


「ああ、うん」


　中腹のレストハウスで帽ぼう子しを取ったとき、絽美はオレの顔を見て目を見開いた。それも道理、オレの額には巨きよ大だいなたんこぶができているのだった。


「ふへぇ……」


　トイレに入り、鏡でしげしげとそれを観察する。あまりにデカいので、痛々しいというよりはいっそ、漫まん画がみたいでおもしろい。よくも出血しなかったもんだ。


「……瀬木くん」


　トイレを出ると、ドアのところで妹尾が待っていた。


「どうしたんだ？」


　尋ねたオレに対し、彼女はいつになく真しん剣けんな顔つきで俯うつむいた。


「……瀬木くんって、すごいですよね」


「えっ？」


　どう考えても今のオレの姿にはふさわしくない言葉だったので、思わずメガたんこぶを手で隠かくした。そして、あまりの痛さに飛び上がる。


「な……何が？」


　痛みで頰ほおを引きつらせながら聞くと、妹尾は静かに口を開いた。


「人って、なんでもできると思ってた小さい頃ころと違って、この歳としになると少しずつ自分のことがわかってきて、ちょっとでもムリそうなことには挑ちよう戦せんすらしなくなってくると思うんです。失敗すると、心や体が、痛かったり、苦しかったりするから。でも、瀬木くんは違いますよね」


「そ、そう……？」


「はい」


　ほんのり頰を赤らめて、彼女は頷いた。


「臨海学校のときの水泳も、今日のスキーも、苦手だって自分でわかってるのに、瀬木くんはやってみたじゃないですか。瀬木くんのそういうところが、わたしは、本当に……」


　そこで、何かを迷って言い淀よどむ。


「……尊敬、してます」


　まるで空気の上にそっと言葉を置くように、彼女はそう言った。


「あ……ありがとう」


　背中がムズムズするくらい照れくさくて、オレは落ち着きなく答えた。


「いやー、でもそれって無む謀ぼうだって言われるんだよねー。親とかさー。できないんだからやるなってさー」


「でも、どこかでやらなかったら、もう絶対、一生できないままなんですよね」


　何かの決意を込めたような口調にはっとして、オレは口をつぐんで彼女を見る。


「……わたし、バスに乗ってみようと思います」


　オレの目を見つめ、妹尾はそう言った。そして、女子トイレへ向かっていった。


「……成道くん、トイレのところで雪ゆき菜なちゃんと何話してたの？」


　メンバーの方に戻ると、絽美がそわそわした様子で尋ねてきた。


「え？　ああ、体調が良さそうだから、妹尾もオレたちと一いつ緒しよにバスに乗るってさ」


「ほんとに？　よかった！」


　そう言う絽美は本当にうれしそうで、オレはひとまず安あん堵どしたのだった。





　メガたんこぶをこしらえたオレと違って、妹尾は挑戦に失敗しなかった。


　帰りのバスで絽美の隣となりに座った彼女は、最初こそ緊きん張ちよう気味に唇くちびるを嚙かみしめていたものの、そのうち段々とリラックスしてきた様子で、スキーの疲つかれが出たのか、ホテルに着く直前には絽美と一緒に小さく船を漕こいでいた。


　通路を挟はさんで隣の座席に座ったオレは、そんな一部始終を見ながら、彼女の成功を心の中で祝福した。
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「瀬木君のグループは、食事後、隣のミーティングルームに来なさい」


　夕飯のとき、食事会場であるホテルの宴えん会かい場じようで、オレたちは真ま弓ゆみ先生にそんなことを言われた。


「何かあったのかい？」


　黒川に尋ねられても、心当たりは何もない。


「先生のパンツでも盗ぬすんだんじゃねぇの？」


　石田が言い、男連中で笑い合った。


　そんな風に緊張感のかけらもなく食事を終えてから、オレたちは隣にあった「ミーティングルーム」に向かった。部屋に一歩足を踏ふみ入れ、啞あ然ぜんとした。


「いらっしゃい。そこに座りなさい」


　学校の教室よりやや広い室内にはコの字形にテーブルが並んでおり、真弓先生や学年主任の鬼おに沢さわを始め、旅行に同行した先生のほぼ全員がそこに座っていた。


「ど、どうしたんですか、皆みなさんおそろいで……」


「緊きん急きゆう会議です。いいから座って」


　にべもなく言われ、オレたちは顔を見合わせながら、空いていたスペース、「コ」の字の縦棒の部分に着席した。


　そのミーティングルームは本格的な会議室仕様で、前方にはプロジェクターがあり、壁かべ際ぎわにはスクリーンが吊つり下がっている。目の前のノートパソコンをいじりながら、真弓先生は言った。


「では、これより我わが二年Ｃ組の生徒、瀬木成道の処分に関する会議を始めさせていただきます」


「えっ!?」


　処分!?　なんだよそれ！


　オレ、なんかした!?


「まず、こちらをご覧ください」


　そう言って真弓先生がパソコンを操作すると、正面のスクリーンにパッと画像が出た。それを見て、オレたちは絶句する。


「な、なんで……」


　そこに映っていたのは、オレと莉子サマだった。二人ともスキー服を着ていて、けれどもゴーグルは取り、そしてここが一番重要なところなのだが、オレの顔の横に、莉子サマが、ちょっと照れた様子で唇を寄せていた。


　つまり、これはさっきの「お礼のキス」の場面なのだった。


「これについて、どういうことか説明しなさい」


「せっ、説明って……」


　よりによって、なんでこんなこっ恥ぱずかしい写真を……！


「ちなみに、こちらの写真は、カップル試験用に採用した臨時教員が撮さつ影えいしたものです。貴方あなたたちがどこで何をしていようとも、試験が終わるまでは、すべての公共スペースに彼らがいるのです」


　それにしても、見れば見るほどいい写真だ。今にも小お田だ和かず正まさの歌が流れてきそうなほど、ＣＭにおあつらえ向きの名場面である。その「臨時教員」は、カップル試験が終わったら写真週刊誌のカメラマンになるといい。


　写真を見たメンバーは皆みなそれぞれの表情で驚き、莉子サマだけは真っ赤になって俯いた。


　先生方は、誰だれ一人ひとりとしてニコリともしていない。


「……これがどうして問題なのか、わかりますか」


「え……？」


　オレが何も言えないでいると、真弓先生は嘆たん息そくして立ち上がった。


「カップル試験には、いくつかの決まりがあります。貴方がたに最初にお配りした資料に、それは書いてあったはずです。『試験期間中には、いかなる異性とも恋こい人びととしての既き成せい事じ実じつを作ってはならない』。これです」


「はあ……」


　じゃあ同性とならいいのか、という疑問が頭をよぎったが、この状じよう況きようでそんな雑念は現実逃とう避ひにもならなかった。


「私たち教師には、『既成事実』の判断基準があります。言葉による『告白』、これは大だい丈じよう夫ぶです。むしろ、投票日前にお互たがいの気持ちを確かめ合っておくことは賢かしこい方法でしょう。『手をつなぐ』、これもまあいいでしょう。『抱だき合う』、状況によりますが、着衣ならば特に問題はありません。着衣でない、またはそれ以上に濃のう密みつな身体接せつ触しよくは……わかりますね、当然アウトです」


　こんな場面であっても、そういう話になるとソワソワしてしまうのは、思春期の男子の無理からぬ性さがだ。


「そこで、問題のこの行こう為い、『キス』です」


「えっ……」


　ようやく、オレは自分が何を問われているのか把は握あくした。


「イヤイヤ、先生、だって、キスって言っても口じゃないし……」


「そうなのです。唇同士なら一発アウト。しかしこれは違ちがいます。ですから、わざわざこうして会議を開くような事態になったのです」


　莉子サマは、もう消えてしまうんじゃないかと思うくらい小さく縮こまっている。こんな彼女を見るのは初めてだった。


「でも、キスくらいしてるヤツ、他ほかにもいるんじゃ……」


　オレがぼそりと言うと、真弓先生は椅い子すに座って襟えり元もとを正した。


「そうですね。残念ながら、もう何組か違い反はん者しやが出ています」


「その人たちは……」


「すべて、唇です。処分は簡単、厳重注意の上しかるべきポイントを引き、当人たちに、互いを互いのカップル試験の相手として認めない旨むねを通知すればいいのですから。私たちも戸と惑まどっているのよ。この平へい成せいの世の中に、高校生にもなってまさか『ほっぺにチュー』などという行為をたしなむ者がいるとは、事前会議の段階では想定していなかったことですから」


　そんな風に言われると、本当に恥はずかしい。見ろ、莉子サマなんかもう、赤くなったり青くなったり信号機みたいになってるじゃないか。


「で、でも先生、ほっぺにチューなんて、欧おう米べいじゃ挨あい拶さつですよ！」


「ここは日本です」


　さっきの莉子サマの言葉を思い出して言ったオレに、真弓先生は冷たく答える。


「本来ならば、私たち教師のみで会議を行い、違反と決定してから、瀬木君と恵え比び寿すさんに通知すればよい話です。けれども、今は修学旅行中です。もし二人のこの行為が違反と決まれば、グループ全体の雰ふん囲い気きにも影えい響きようします。メンバーたちのクリスマス・デートの指名相手も替かわってくるかもしれません。あまつさえ、瀬木君はリーダーです。リーダーでありながら、自ら範はんを逸いつする危険のある行為をしでかした瀬木君には、もしこれが違反とみなされなくとも、なんらかの戒いましめが必要です。よって、この会議にすべてのメンバーを出席させ、貴方がたの行為をつまびらかにする運びとなりました」


　流れるように説明してから、先生は改めてオレを見つめた。


「さあ、説明してちょうだい。これが恋人同士としての既成事実に当たるものであるのか、そうでないのか、私たち教師と、貴方のメンバーが決定するわ」


　室内はしーんと静まり返り、咳せき払ばらいをする者すらいなかった。


　説明……？　あのときのことを……？


　先生たちに納なつ得とくしてもらえるほど、上手に説明できる自信はなかった。あのときの温かい気持ちはきっと、あのときのオレたちにしかわからない。


「……先生、それは不公平だと思います」


　そのとき、莉子サマの隣に座っていた妹尾が声を上げた。


「今回の瀬木くんと恵比寿さんはたまたま写真に撮とられてしまっただけで、他にもそんな行為をしている人はいると思います」


「ええ。言ったでしょう。キス以上の既成事実を行ったカップルには、すべて忠告が行っているわ」


「すべてでは、ないと思います」


　きっぱりと言った彼女に対し、真弓先生は眉まゆを上げた。


「……貴方、それはもしかして、臨海学校での自分と瀬木君のことを言っているの？」


　オレの隣の絽美が、驚おどろいたように妹尾へ顔を向ける。


「……はい」


　まっすぐに先生を見て、妹尾は頷うなずいた。


「そうです」


「それなら、不公平ではありません。私たちは当然把握しています。写真もあるわ。お望みならスクリーンに映すけど」


　先生の言葉に、妹尾は頰ほおを染めて思いきり首を振ふる。


「あれは規則違反ではありません。人命救助の行為です。……と、私たちは判断したのだけど、もしかして違った？」


　そこまで来て初めて、妹尾と先生がなんの話をしているのかわかった。


　臨海学校の障害物リレーで、オレは「水泳」の競技中に溺おぼれた。そのとき、妹尾が口に息を吹ふき込んでくれたおかげで、オレは助かったのだ。


「……いいえ。あれは瀬木くんを助けるためです。恋れん愛あい感情からでは一いつ切さいありません」


　妹尾は生き真面まじ目めな表情でそう答えた。


「え……」


　しくり、とオレの胸が小さくうずく。


「でも、恵比寿さんもそうだと思うんです。恵比寿さんは心が優やさしくて、とても素す敵てきで賢い女性ですが、少し不器用なところがあります。さっき恵比寿さんから、スキー場で瀬木くんに助けてもらったという話を聞きました。瀬木くんはスキーが上手ではないのに、恵比寿さんのために体を張ったんです。恵比寿さんはきっと、そんな瀬木くんにとても感動して、口では言えない感謝の気持ちを、こういった形で表現したんだと思います」


　決して、立板に水というようにすらすら話したわけではないのに、彼女の誠実な語り口には説得力があった。


　ミーティングルームの空気が、少しやわらかくなった気がした。


「そうなの？　恵比寿さん」


「……はい」


　真弓先生に問われ、莉子サマは身を縮めたまま頷いた。スクリーンを直視できないらしく、さっきからずっと俯うつむいたきりだ。


「事実は間ま違ちがってない？　瀬木君」


「は、はい」


　オレが焦あせりまくって頷くと、向こうで鬼沢が朗ほがらかに笑った。


「考えてもみてください、真弓先生。あの瀬木がそんなにモテるわけないじゃないですか」


　なんだとうと思って顔を向けると、鬼沢は机の下で親指を立て、オレに向かって不気味なウィンクをしてみせた。





　会議の結果、莉子サマからオレへの「ほっぺにチュー」は、「規則違反に当たらず」ということに決定した。





　　　　　☆





　しかし、この会議は思わぬ波は紋もんを呼んだ。


「すいません、瀬木くん。今すぐ女子部屋に来てください」


　その晩の消灯時間少し前、妹尾からオレのケータイに電話があった。


「え？　どうしたの」


　オレたちは、例によって麻雀マージヤンをしているところだった。ジャラジャラという音がうるさくて、電話の声がよく聞き取れない。


「瑞みず本もとさんが……」


　かろうじて聞こえた部分に気を引かれ、オレは雀ジヤン牌パイをかき回す手を止めた。


「……なんだって？」


「瑞本さんが、押おし入いれの中から出てこないんです」





「何があったんだ？　妹尾」


　部屋を飛び出したオレは、廊ろう下かを走って女子のフロアに向かった。そこで、ドアから体を半分出し、オレを待つパジャマ姿の妹尾を見つけた。


「押入れから出てこないって……」


「瑞本さん、会議が終わってからずっと様子がおかしかったんです。それでも尋たずねられたので、臨海学校で瀬木くんが溺れたときのことを話しました。変なことは言っていないと思います。でも、さっき突とつ然ぜん押入れの中に入ってしまって、もうすぐ消灯なのに出てこなくて……」


　導かれるままに部屋に入ると、オレたちの部屋と同じ広さの和室では、莉子サマが押入れに向かって叫さけんでいた。


「ちょっと、いい加減出てきなさいよッ！　どうしたっていうの！」


　豪ごう奢しやなネグリジェの袖そでをまくり、彼女は押入れの取っ手に手をかける。


「アンタ、中でつっかえ棒か何かしてるわねー!?　ほらっ、開けなさいッ！」


「やだ――！」


　すると、内側から駄だ々だっ子このような返事が返ってきた。


「ほっといてよう、一人になりたいの――っ！」


「だって、もうすぐ消灯よ!?」


「ここで寝ねるからいい～～！」


「ドラえもんじゃないんだから！」


　莉子サマの的確なツッコミに内心感心しながら、オレは部屋の奥おくに向かった。昨夜もそうだったが、あちこちに置かれたピンク色の小ビンやポーチ、その他女の子らしい身だしなみ用品の数々に、何か禁断の地に踏ふみ入っているような気がしてドキドキする。


「……あら」


　莉子サマがオレに気がつき、押入れから数歩下がった。


「とにかく、今は誰だれとも話したくないの――っ！」


「絽美、オレだよ」


　そう声をかけた途と端たん、押入れの中が静まり返った。


「絽美？　聞いてるか？　一人になりたいって、一体どうしたんだよ。別に誰かとケンカしたわけじゃないんだろ？」


　返事がない。ただの押入れのようだ。


「……そりゃ、まあ、長い宿しゆく泊はく行事だし、女の子同士でもちょっとは気に食わないことが出てくるかもしれないよ。オレだって、石田に対してなんか気に食わないことだらけだ。今朝けさなんかさあ……」


「違ちがうもんっ！　成道くんのドンカン！」


　よっぽどオレの発言が的外れだったのか、しびれを切らしたように絽美が中から叫んだ。


「私だって、うまくやりたいと思ってるもん！　今まではできてたもん！　こうなったのは全部、成道くんのせいだもん！」


「えっ……」


　言葉に詰つまったそのとき、部屋のドアをノックする音が聞こえた。


「はい」


　入口近くにいた妹尾が答えると、ドアの向こうから真弓先生の声がした。


「何を騒さわいでいるの？　もう消灯時間は過ぎてるわよ。それに、この部屋から男子の声がするって、他の部屋から連れん絡らくがあったのだけど」


「なっ……！」


　ぎくりとしてテレビの方を見ると、ビデオデッキの時間表示は確かに消灯時刻の十時を数分回っている。


「いません、男子なんて」


　顔を見合わせたオレたちだったが、妹尾が再びそう答えた。


「そう？　じゃあドアを開けなさい」


「えっ……!?」


　それで、オレは一気にパニックになった。消灯時間を過ぎて女の子の部屋にいたら、試験に何か影えい響きようはあるのだろうか。少なくとも、ポイントを引かれることは間違いないだろう。


　気分はまるで、不ふ倫りんの逢あい引びき中に相手の夫が帰ってきて焦る愛人だった。


「大変、隠かくれて！」


　莉子サマも大おお慌あわてで、入口からオレのスリッパを持ってくると、それをオレに持たせて押入れの方へ押しやった。


「……わかりました。今開けます」


　妹尾がこちらの様子をうかがいつつ、ドアの方へ向かう。


「早く、押入れ開けて……！」


　莉子サマが言うと、絽美も話を聞いていたのか、押入れがひとりでに開いた。


「急いで！　音を立てるんじゃないわよ！」


「うげっ……！」


　お尻しりを押おされてがむしゃらに押し込まれ、オレは小さく悲鳴を上げる。莉子サマが押入れを閉めるのと、妹尾がドアを開ける音がしたのはほとんど同時だった。


　真っ暗な空間の中で、オレは息を詰めた。すぐに先客がいることに思い至って目を凝こらすと、暗がりに慣れたオレの視界には、襖の隙間から流れ込むわずかな光によって浮かび上がった、意外なほど近くにいる絽美の姿が映った。


　絽美も寝ね巻まきを着ていた。上はパフスリーブのチュニックで、下はドロワーズだ。そんなフワフワした恰かつ好こうとは不ふ釣つり合いに、彼女はふくれっ面つらをしていた。


「絽美……」


　ひそひそ声で呼ぶと、彼女はオレから顔を背そむけた。


「なあ絽美、ごめん……。オレのせい、なんだよな」


「何が『ごめん』なの？」


　すると、鋭するどい囁ささやき声が返ってきた。


「えっ……？」


　えっと……。


「莉子サマに、ほっぺにチューされた、こと？」


　絽美の表情が変わらないので、一いつ旦たん言葉を切って考える。


「と……、臨海学校で、妹尾に口移しで空気をもらった、こと……」


「なんで、それを成道くんが謝あやまるの？」


「え？」


「莉子ちゃんはお礼の印で、雪菜ちゃんには命を救ってもらったんでしょ？　成道くんが謝ることなんて一つもないよ」


「えー……と……」


「それとも、二人に対して下心があったから『ごめん』なの……？」


「いや、そうじゃないけど……」


　じゃあオレ、なんて言えばよかったんだよ……！


　禅ぜん問もん答どうより難解な絽美とのやりとりに頭を抱かかえていると、突然目の前にさっと影かげが差した。


「え……」


　気がつくと、オレは絽美に抱だきつかれていた。バランスを崩くずし、肘ひじが押入れの壁かべに当たってゴトッと音を立てる。


「……じゃあ、なんなの、今の音は」


　すると、押入れの向こうから真弓先生の声がした。


「……さっき、部屋にネズミが出たんです。開けっぱなしだった押入れに逃にげ込んだから、そのまま閉めておいたんです。それが中で暴れているんだと思います」


「そうそう。今の音は、きっとあのネズミだわ」


　思ったより、莉子サマは大根役者だった。動どう揺ようを抑おさえるためか普ふ段だんより低い声で、しかし冷静に答える妹尾を「いいぞ、その調子だ」と心中で応おう援えんする。


「……成道くん」


　オレの胸に鼻を押しつけた絽美が、吐と息いきのような声で囁いた。


「私と、キスしようよ」


「っ……!?」


　びっくりして、あやうく大声を出しそうになった。


「今なら誰も見てないよ。こんなところ、誰も入れないし。キスだけじゃなくて、もっとすごいことしても、誰にもわからないよ」


　絽美は顔を上げ、潤うるんだ瞳ひとみでオレを見つめていた。その捨て猫ねこのようなまなざしに心が揺ゆれ、思わず顔を近づける。


　……なんだ、このシチュエーション。


　襖のすぐ向こうには先生がいて、妹尾と莉子サマもいて、オレはここにいることがバレちゃいけなくて、なのに寝ね間ま着き姿の絽美にこんな大だい胆たんな言葉で誘さそわれて……。


　心臓がバクバクして、今にも爆ばく発はつしそうだった。


　外では、三人の会話が続いている。


「……それなら、『男子の声がした』って通報については、どう説明するの？」


「実は、わたしと恵比寿さんで、酔よっ払ぱらいのサラリーマンの声態模写をしてたんです。恵比寿さんのモノマネ、とても上手なんですよ」


　……!?


「な、何言ってんのよ……。アンタのが断然、うまいじゃないの……」


「そうなの？　じゃあ、せっかくだから二人とも見せて御ご覧らんなさいな」


　先生、実はもうわかってるんだろ？　声がちょっと震ふるえてるじゃないか……。


「……成道くん？」


　三人の話に聞き入っていたオレは、至し近きん距きよ離りで見つめ合った絽美に首をかしげられた。


　襖の向こうでは、妹尾と莉子サマがモノマネを譲ゆずり合う会話が繰くり広げられている。二人とも、オレをかくまうために一生けん命なのだと思うと胸が熱くなった。


「ね？　キスしよ」


　腕うでの中の絽美が動いて、オレの膝ひざの上に乗る。両りよう脚あしに、魅み惑わくの太ももの弾だん力りよくを感じる。彼女の広く開いた襟えりからは、きれいな鎖さ骨こつがくっきりのぞいていた。








「ね？」


　絽美は誘うような仕草でゆっくりとまばたきをし、オレの手を取って自分の顔に当てる。オレの掌てのひらに頰ほおを押しつけると、うっとりと目をつむった。そのまま、かわいらしい唇くちびるを心もち突つき出す。


「どっ……」


　どうしたんだ、絽美!?


　オレの知る彼女は、ぬいぐるみとしかキスしたことがないほどウブで、友達の好きと恋れん愛あいの好きがわからないくらい奥おく手てで、間ま違ちがっても、こんな風に男へ大胆な迫せまり方をするような娘こじゃなかった。


　オレはもう彼女の唇しか目に入らない。心臓が口から飛び出しそうだ。


　キスしたい。死ぬほどしたい。


　けど……。


「……ごめん、絽美」


　かろうじて、オレは耐たえ切きった。彼女の華きや奢しやな体を抱きしめ、その耳に口を寄せて喋しやべる。


「今ここでキスしたら、オレは投票日に絽美の名前を書く資格を失う」


　絽美の体は熱く、触ふれた胸はオレと同じようにドキドキしていた。


「誰だれも見てないなんてことはないよ。見られてる自覚がなくても、いつもどこかで誰かが観察してるんだ。だから、たとえ今、本当に誰にも見られていないんだとしても、そんなリスクを冒おかすことはできない」


「やだやだ。もう試験なんてどうでもいいよう。私は今、成道くんのものになりたい」


　押し殺した絽美の声は、泣きそうに震えていた。


「不安なの。いいでしょ？　両りよう想おもいなんだよ、私たち……」


　そう言うと、絽美はオレの胸に顔を埋うずめた。その姿と言葉に、男としてグッとくる。だけれども。


「……オレにとっては、どうでもよくないんだ」


　できるだけ声をひそめ、そう囁いた。


「ヴィーナス賞を獲とるっていうのは、確かにオレだけの野望だし、叶かなったところで、別に誰が得するわけでもない。強しいて言えば、この学園をちょっとまともにするってことで、みんなに利益を与あたえられるかもしれないってくらいだ。だけど……」


　押入れの外では、まだ三人の話し声がしている。妹尾と莉子サマには本当に申し訳ない。


「今のオレには、オレの夢を達成させるために協力してくれた仲間がいるんだ。絽美だってそうじゃないか。だから、自分が好きな女の子と両想いになれたからって、もういいやってわけにはいかないよ」


　話している途と中ちゆうで、絽美の肩かたが震え出した。Ｔシャツの一部がじんわり濡ぬれて熱くなり、泣いているのだとわかる。


　最初は、こんなはずじゃなかった。そもそも、ヴィーナスを射止めて賞を獲るなんて目標を簡単に口にしていたのは、オレが自信過か剰じようなナルシストだったからってだけじゃなくて、恋こいっていうのをひたすら楽しい、夢のようにいいものだと思っていたからだ。


　でも、ヴィーナスの娘にだって、気持ちがあるんだ。ちゃんと恋愛しようと思うならなおさら、オレだけの思い通りになんていくわけない。


　他人と真しん剣けんに向き合うってことは、たとえそれが大好きな相手だったとしても、楽しいことばかりじゃないんだな。


「……ごめんね、成道くん。私の方こそ、謝るべきだよね」


　くぐもった力のない声で、絽美が呟つぶやいた。


「もし……この先、私じゃない子がヴィーナスになりそうだったら」


　そう言って、オレの胸から顔を離はなす。


「私に遠えん慮りよしないで、その子と両想いになれるように頑がん張ばってね……」


「えっ」


「……って、言えるような子になりたいんだけどなあ」


　ボロボロと涙なみだをこぼしながら、絽美は呟いた。


「こんなに独どく占せん欲よくの強いやきもち焼きのままじゃ、ヴィーナスになんてなれないよ……」


　そう言う絽美がかわいくて、オレは自分も泣きそうになるのをぐっとこらえた。


「絽美……」


「……まったく、どうしてもその押入れを開けさせないつもりなのね」


　そのとき、真弓先生の根負けしたような声が聞こえてきた。


「わかったわ、もういいです。でも、これから男子部屋の見回りをして、足りないところがあったらまた来るわよ」


「……はっ、はい！」


　妹尾のうわずった返事が聞こえて、しばらく後に、ガチャッとドアの開く音、閉まる音が続く。


　数秒の沈ちん黙もくのあと。


「……帰りました！　瀬木くん」


「早く出て、急いで部屋に戻もどりなさい！」


　妹尾と莉子サマが口々に言って押入れを開けたとき、体を離したオレと絽美は、二人とも目と鼻を真っ赤にしていた。


「……何やってんのよ、アンタたち」


　莉子サマの怪け訝げんな声こわ色いろで我に返ったオレたちは、互たがいの顔を見て気まずい苦笑いを浮うかべたのだった。





　　　　　☆





　その後、オレは真弓先生に見つからないようにホテルの廊ろう下かを遠回りして部屋に帰り、見回りでは事なきを得た。


　絽美も押入れから出てきたことだし、この件に関しては解決したと思ったのだが。


　翌日から、絽美の様子が変わった。


「おはよう、絽美」


　朝食会場のテーブルで声をかけると、絽美はいつものように笑え顔がおを見せてはくれず、


「ん」


　と言ったきり、すぐに目を逸そらしてバイキングの列に行ってしまった。


　起きぬけだから機き嫌げんが悪かったのかなと思い、チェックアウトして集合したとき、気を取り直してもう一度、明るく声を掛かけてみた。


「よっ、絽美！　バスの席、隣となりに座すわらないか」


　ところが、絽美は口を真一文字に結んだまま、オレと目を合わせずに妹尾の後ろに回り込んだ。


「ごめんね、私、雪菜ちゃんと一いつ緒しよに座るから」


　とは言うものの、妹尾の方は、オレを見て当とう惑わくしている。


「瀬木くんと座ったらどうですか？　わたしはもう大だい丈じよう夫ぶですから」


「いいの。私、雪菜ちゃんとがいい」


　それ以上は妹尾も言えず、オレは引き下がるしかなかった。





　四日目の観光地は、函はこ館だてだった。午前中に五ご稜りよう郭かくの見学をして、午後は街の中心地で自由行動だ。


「なあなあ、見ろよ！　すげー星形だぞ――っ！」


「あ、莉子ちゃん。あっちになんか変な像があるよ！」


　五稜郭を上空から見下ろせる、五稜郭タワーの展望室にて。隣にいた絽美がナチュラルに莉子サマの元へ行くので、ガラスに張りついて大声を上げたオレは、ただのリアクションのデカい感激屋さんになってしまった。


「……そうですね。ヒトデみたい」


　オレの言葉を受け止めてくれたのは、元々莉子サマの傍そばにいた妹尾だった。


「……何よ、変な像って。ただの土ひじ方かた歳とし三ぞうじゃないの」


「あっ、ほんとだ。一いつ瞬しゆん誰だれかと思ったんだよう」


　そう言い合う二人に近づいて、彼女は声を掛ける。


「そろそろ下に下りませんか？」


「そうね」


「うん」


　それで、女子三人は階段の方へ向かった。莉子サマは妹尾と並び、絽美が余って後ろにつく形になる。追いついたオレが絽美と歩き出すと、妹尾はこちらを振ふり返ってそっと微ほほ笑えんだ。


　絽美とオレを、取り持ってくれたのか。


「…………」


　とはいえ絽美は無言だし、オレも何を言っていいかわからなくて沈黙した。


「おーい、何やってんだよ、成道。早く来いよー！」


　そのとき、すでに黒川と共に下の階に行っていた石田が、階段の下からオレを呼んだ。


「お、おう！」


　それでオレは絽美に話しかける機会を失い、午前中は終しゆう了りようとなった。





　午後もずっと、そんな調子だった。それでも、いつも妹尾がさりげなく取りなしてくれたおかげで、グループの雰ふん囲い気きは悪くならなかったと思う。


　午後は自由行動だったが、行く場所は前もって届け出てあった。それによって、先生たちはその場所にスタンプ係を配置しているのだ。


　その頃ころになると、オレは段々めげ始めていた。これだけ避さけられながら、なおも絽美に話しかけつづけるだけの気力が湧わかず、つれない彼女の背中をぼんやり目で追っていた。


「……どうしましたか」


　ほうっとため息をついていると、妹尾に声をかけられた。


　オレたちのグループは今、ベイエリアにやってきていた。目の前に広がる海を見ながら、遊覧船や給油船の停てい泊はくする埠ふ頭とうを思い思いに散策している。石田はなぜかフジツボを探すと言い張っていて、黒川に見守られる中、埠頭の隅すみっこに這はいつくばっていた。


　オレだって、絽美のことがなければアイツらと一緒にはしゃいでいられただろうに。


「……いや、なんかもう気が滅め入いっちゃってさ。絽美、何に怒おこってるんだろう。思い当たることはあるけど、昨日きのう一応話し合ったことだし、もうどうしていいかわからないよ」


　オレがそう言ったとき、向こうのウッドデッキで海の写真を撮とっていた絽美が、何かを気にするようにこちらを向いた。オレと目が合うと、慌あわてたそぶりで視線を前に戻す。


「……怒っているわけじゃ、ないんだと思います」


「え……？」


　きょとんとするオレに、妹尾は静かに言った。


「たぶん、なんとかしようと思っているんです。自分の中で」


「なんとかって、何を……？」


「何か、自分でもどうしようもない気持ちを」


　そう答えて、小さく微笑む。


「誰かを好きになると、色んな気持ちが自分を動かすから。昨日、押入れに隠かくれたのもそうだと思うんです。今日の瑞本さんは、きっと、ああいう気持ちなんだと思います」


「ふうむ……」


　わかったような、わからないような説明だった。


「オレにはよくわかんないなあ。何か思ってることがあるなら、オレにぶつけてくれた方が助かるよ」


「ぶつけ方が、わからない気持ちなんだと思います」


「ふうん。そんな気持ち、あるんだ」


「あります、よく。女の子には」


「詳くわしいなあ、妹尾は」


「女の子ですから」


　広いテニスコートでリズミカルなラリーを続けているような、気持ちのいい問答だった。テニスのできないオレが使うのも、変なたとえだけれども。


「……なんか、妹尾と話してると落ち着くよ」


　ふと、オレは今日初めてのんびりした気持ちになっていた。


「安心して喋しやべれるっていうか、喋ってると安心してくるっていうか、なんか、癒いやしの力を感じるな。カウンセラーとか、向いてるんじゃないか？」


　すると、妹尾はくすっと笑った。


「そうですか？」


「うん。今そう思った」


「……瀬木くん、わたし」


　そこで言葉が止まるので、オレは彼女を見る。妹尾はちょっと考えた様子のあと、オレを見て微笑んだ。


「……いえ。やっぱり、もうちょっと自分の中でちゃんと決めてから言いますね」


「……？」


　そのとき、絽美がもう一度オレを見て、何か気がかりそうな顔つきになった。オレと同時に彼女の方を見た妹尾が、はっとしたように笑顔を引っ込める。


「……フジツボ、見つかりましたかね？」


　おもむろに反対方向へ顔を向け、妹尾は呟つぶやいた。


「さあ？　大体フジツボってこんなとこに生息してんのかな」


　首をひねりながらも、ちょっと見てみるか、という気になって、オレは石田たちの方へ向かった。


「瀬木くん」


　歩き出したオレを、妹尾が背後から呼んだ。


「ん？」


　振り返ると、彼女は少し声をひそめて言う。


「プレゼント、贈おくってみたらどうですか？」


「プレゼント？」


「はい」


　彼女は大きく頷うなずく。


「話すきっかけになるかもしれないですよ。ちょうど自由時間中だし、今なら買いやすいんじゃないですか」


「なるほど」


　やっぱり、女の子のことは女の子に聞くに限る。それでは早さつ速そく行ってみようと考えて、オレは重大な問題に突つき当たった。


「カネが、ない……」


　まあ、通常運転のオレである。元々持ってきたのが二千円足らずだったので、ソフトクリームの買い食いなどで、四日目ともなればもう百円玉二、三枚しか残っていなかった。


　女の子へのプレゼントを買うのに他人の力を借りるなんて、情けない、けれど、も。


「黒川ー、カネ貸して……」


　結局、オレはいつものように裕ゆう福ふくな友の元へ向かった。黒川は埠頭の角のベンチに座って、すぐ傍で行われている石田のフジツボ獲とりを見ていた。


「……ああ、瀬木」


「フジツボ、いたか？」


「いた。でも獲れねぇ」


　答えたのは石田だった。ヤツは扇おうぎ形というほどの角度で曲がった埠頭の端はしに寝ねそべり、安全柵さくの下から腕うでをめいっぱい海の方に出して、コンクリートの壁かべの、波と接する辺あたりの苔こけを棒でつついていた。


「なかなか届かねぇんだよなぁ……」


　なんでそんなにフジツボなんだという疑問はさておき、オレは黒川の隣に座った。


「……今日はいくらだい？」


　さっきのオレの言葉をちゃんと聞いていたらしく、ヤツはズボンの後ろポケットから財さい布ふを取り出す。


「んー……千円、いや、五百円でいいや」


「はい」


　黒川から手て渡わたされた紙し幣へいは、麗うるわしき樋ひ口ぐち一いち葉よう嬢じようが印刷された五千円札だった。


「今、それより小さいのがないから、持っていっていいよ。旅行中はお金が要り用だろう」


「く、黒川……！」


　あまりの感激に、オレはもう少しで男泣きしそうだった。


「この借りは、今までの分と合わせていつか必ず……！」


「返さなくてもいいよ」


「えっ？」


　なにそれボク抱だかれちゃうのかしらん、とドキッとして両胸を押おさえると、黒川はそんなオレを見て笑った。


「その代わり、魅み夕ゆうの家庭教師をやってくれないかい？」


「えっ？　ミュウちゃんの？」


「ああ。中高一いつ貫かんの私立だから、受験がないと思って油断しているんだ。僕や姉さんが教えても真面まじ目めに聞かないから、よかったら試験前にでも時々見てくれたらと思って。君のことは気に入っているみたいだから、きっと喜ぶよ」


「気に入ってるって言っても、女装だろ。メイド服、着てくのか？」


「心配ないよ。そのときには自分のコレクションを着てもらうって、勝手に張りきっていたから」


「……!?」


　っていうか、すでに兄妹きようだいの間でそこまで話が進んでるのかよ……。


「……それにしたって、やだよ。オマエの妹なんだから、どうせ頭いいんだろ。むしろオレが教わりたいくらいだよ」


「それが、違ちがうんだ。魅夕の成績は、学年でいつも中ちゆうの下げだよ」


「ちゅ、中の下……！」


　それを聞いて、心にグサッと刺ささるものがある。


　真弓先生から「中の下」と言われた日。あの日から、すべて始まったんだ。オレはあのときまで、自分がなんかすごくて、特別で、とにかく至高の存在だと思っていた。


　でも、違った。友達ができて、やっと本当にわかった。みんなオレよりずっとすごい。黒川が「上の上」なら、昔のオレは確かに「中の下」だ。


　っていうか、今なんか「下の下」なんだよな……。いや、しかしそれは文化祭でじーちゃんの策略にハマったからで、さすがにあの頃よりは成長してると思うんだけど……。


「なあ、黒川」


　暗い思いを胸に蘇よみがえらせながら、オレは呟いた。


「今のオレのランクって、どれくらいだと思う……？」


「ランクって、☆スターランクのことかい？」


「いや、そうじゃなくて、なんていうか、人間としての魅み力りよくを、客観的に評価してさ」


「うーん……」


　黒川はたちまち難しい顔になって俯うつむいた。


「『魅力』を『客観的』に評価するっていうのが、僕にはよくわからないけど」


　そう言って、オレに顔を向ける。


「瀬木は、僕にとって、一番の友達だよ」


「え……」


　胸の中心から、温かい気持ちが広がってくる。


　学年で最高ランクの黒川。成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万ばん能のう、人ひと柄がらも温和で高潔な黒川の「一番」の友達は。


　オレなんだ。


「……あ、石田くんもだよ」


　石田と同率だけど。


「うるせぇよ、きめぇなー」


　石田はぶっきらぼうに言って一段と手を伸のばし、ガリガリと壁を棒で削けずるように擦こすった。


「……おっ！」


　すぐに叫さけんで、棒を引っ込めて起き上がる。


「やったぜ、フジツボだ！」


　こちらへ突き出された棒の先には、確かにグロテスクな小さい貝かい殻がらがいくつかくっついていた。


「や、やめろって、石田！　膝ひざからフジツボが生える！」


「都市伝説だろうが、それは」


「大体、なんでそんなフジツボが好きなんだよ、オマエ！」


「なんでっておまえ、そりゃ」


　さも当たり前のように、石田は言った。


「なんか知らねぇけどみんなに気持ち悪がられてるから、俺くらい好きんなってやんなきゃかわいそうだろうがよ」


「なんだその理り屈くつ……」


　そういえば、コイツは最初から変なヤツだった。今になってもその感想は変わらない。ふと、初めて石田と話した日のことを思い出した。


　一年の臨海学校のコテージで、オレは完全に浮ういていた。友達もいないし、自由時間にもどうしていいかわからない。


　――よぉ。麻雀マージヤンやろうぜ。


　確か、そんな言葉だったと思う。変わったヤツだけど、あのときからオレは一人じゃなくなった。


「……ちょっと待て。オレって、もしかしてフジツボだったのか」


　衝しよう撃げきの新事実に、ぶるっと身み震ぶるいをする。


「んあ？　何言ってんだ？」


「なんでもない」


　認めたくない真実から目を逸そらそうと、オレは深呼吸した。


「フジツボは美しいね」


　隣となりでは、美意識に難ありの黒川が、石田のフジツボを見て感心したように言う。


「…………」


　でも、たとえオレがフジツボだったとしても。


　コイツらといると本当に居い心ごこ地ちがいい。騒さわいでいると楽しいし、何もしていなくたって気まずくないし、気が置けないってこういうことだと思う。


　最近、ようやく本当にわかってきた。友達って、こんな存在のことを言うんだな。


「……なあ、女の子と友達になるのって、どうやったらいいんだ？」


「まぁた何言ってんだよ」


　フジツボに満足したらしい石田は、棒を捨ててオレたちのいたベンチに座った。


「いや、だって、もし女の子と友達になれたら、きっと色んな娘ことこうやって気軽に過ごせるようになると思うんだ」


「じゃあ、今のグループの女子は友達じゃねぇのかよ」


「えっ」


「まぁ、瑞本絽美は置いとくとして、あとの二人に恋れん愛あい感情はねぇんだろ？　それでもおまえ、仲いいじゃねぇか。それって友達なんじゃねぇの」


　その言葉に、オレは即そく座ざに応答できなかった。


「……そ、そうだな」


　とりあえず頷いて、慌あわてて考える。


　そうだ、そうだよ。莉子サマにはそもそも「友達になりなさい」と言われて付き合いが始まったんだし、妹尾には文化祭の日、自分で言ったじゃないか。


　――他ほかのヤツには話せなくても、友達のオレには話してくれよ。


　オレは彼女の「友達」なんだ。でも、そうして聞いた話は、彼女がオレに憧あこがれてこの学園に入学した、なんてことで。


　ドキッとしなかったと言ったらウソだ。でも、それって友達なんだろうか。友達にドキッとしてもいいものなんだろうか。


「……男友達のようにはいかないと思うよ。でも、友達になるしかない関係もあると思う」


　そのとき、今まで黙だまっていた黒川が言った。


「どういうことだ？」


「違うかい？」


　聞いたのはこっちなのに、逆に尋たずね返されてしまった。


「僕は君がうらやましいよ」


「え……？」


　それがどういうことなのか聞こうとしたとき、石田が解げせぬといった表情で口を開いた。


「でもよぉ、女子と友達とか、想像しただけでムリじゃねぇ？　友達ってことはよ、二人きりで遊んだり、メシ食ったりすんだろ？　そんなことになったら、光の速さで勘かん違ちがいする自信があるぜ」


「オマエはそうだろうな」


「ったく、いいよなぁ、成道は。俺もナルシストに生まれればよかったぜ」


　石田があーあと天を仰あおぎ、オレは心の中で考える。


　オレ、本当に石田のことが言えるのか？　オレだって、同じじゃないのか？


　オレの心がこんな風だから、絽美はオレの気持ちを信じられなくて、あんな態度になってしまっているんじゃないか。


「……オレ、ちょっと土産みやげ買ってくる」


　ダメだ、ダメだ、こんなことでは。オレは絽美への誠意を見せるぞ。


　我こそが、正しよう真しん正しよう銘めいの誠意大将軍だ！


　意気込んで立ち上がったオレは、赤レンガ倉庫の建ち並ぶ中を走り、やってきた方から見て一番奥おくの辺あたりにある土産物屋に到とう着ちやくした。


「これくらい離はなれたら大だい丈じよう夫ぶかな」


　妹尾の助言通り、絽美にプレゼントを買おうと思ったわけだ。


　暖かい色の照明で照らしだされた店内には、キャンドルやガラス製品など、女の子らしい品々がかわいらしく陳列されている。当然、商品を熱心に見ているのは女性客ばかりで、女子の連れもいないオレは居心地が悪くてそわそわする。


「この店は、ガラスの小物が目玉なのか……」


　一通り見て回って把は握あくすると、早さつ速そくプレゼント選びに乗り出した。周囲の他の店はいかにも観光地的な土産物がメインだし、ここで選ぶのが最も無難な気がする。


「どんなヤツがいいんだろ……」


　とりあえず千円以下で、良さそうなものを物色した。まず目に飛び込んできたのは、フルーツやケーキの形を模もしたシリーズだった。絽美はスイーツモチーフが好きで、手芸部の活動でもマカロンの形のストラップなどを作っていたことがあった。


「でも、ちょっと待てよ……」


　別の棚たなを見てみれば、そちらにはハイヒールの靴くつを象かたどった置物がある。


「ガラスの靴ってのもロマンチックだな……」


　シンデレラに靴を渡わたす王子、というシチュエーションが、未いまだに消しきれないオレのナルシスト心をくすぐる。


「けど、キザすぎるって思われるかもしれないしなあ」


　そう思うと実に悩なやむ。


「うむむむ……」


　どっちだ。どっちにするんだ、成道。値札を見ると、ガラスの靴に六三〇円、スイーツモチーフの方には、一番安いプチケーキの物に九四五円と値段が表示されている。





　迷いに迷った末、オレはガラスの靴を買って皆の元へ戻もどった。





　　　　　☆





　それから、オレたちは再び街の観光へ向かった。


「次は明めい治じ館だね！」


　はしゃいだ絽美が他の女子二人と入っていったのは、なんと先ほどオレが行った土産物屋だった。見れば、しおりに記された自由行動のスケジュールには、ちゃんと「明治館」と書かれている。


「ここ、そんな有名な店だったんだ……」


　まあ、絽美が行きたいところならよかったじゃないか。そう思いながら、オレはさりげなく彼女の様子を観察した。


「……あっ、これかわいい！」


　そこで、オレが目にしたのは衝撃的な光景だった。


　なんと彼女が掌てのひらに載のせて目を輝かがやかせたものは、オレがさっき選ばなかった九四五円のプチケーキだった。


「欲しいなら買えばいいじゃないの」


　莉子サマが言うと、絽美は眉まゆをハの字に下げる。


「でも、もう随ずい分ぶんお金使っちゃったからな。これ買っちゃったら、最終日までもつか心配だよ」


「もっと持ってくればよかったのに。貸してあげてもいいわよ？」


「ううん、いい。うちお小こ遣づかい少ないから、いつ返せるかわからないし」


　残念そうに答える絽美に親近感を覚えながら、オレはポケットの中の札を握にぎりしめた。


　どうしよう。あれを買ってあげた方が、絶対に喜んでくれるよな。どうしてさっき、ケチった方を買ってしまったんだろう。大体、あとでここに来るってわかってたら様子を見たのに。オレのアホ、なんでもっとよくしおりを読み込んでおかなかったんだ。


　そう思っても、すべては後の祭りだ。黒川から借りた金は、まだ充じゆう分ぶん残っている。


　ミュウちゃんの着きせ替かえ人形と化して家庭教師をする意志を固めつつ、オレは二つ目のガラス製品を購こう入にゆうした。





　それから、オレは絽美と二人きりになれる場所を探しながら観光を続けた。坂の多い街の中を、教会やレトロな建物を見学して回る。


　そういえば、とふと思い出した。


　じーちゃんからの手紙。あれは一体なんだったのだろう。


「なんなんだよ、裏切り者って……」


　それを明らかにしないと、無事に旅行を終えられないだと？　今日は四日目。あと二日で、修学旅行は終しゆう了りようする。


「くそっ、何が起こるっていうんだよ」


　そんなことをぶつぶつ呟つぶやきながら歩いて、はっと我に返った。


「……あ、あれ？」


　いつの間にか、みんなの姿がない。そういえば、少し前からオレ一人で歩いていた気がする。


　どこ？　どこ、どこ、みんなどこ？


　焦あせりまくってキョロキョロしていると、すぐそこの角からひょいと妹尾が顔を出した。


「瀬木くん」


「妹尾！　みんなは？」


「ハリストス正教会です」


　ほっとしているオレに、彼女はやや困った顔で答えた。


「道は、わからないのですが……」


「えっ？」


「瀬木くんが見当たらないから、教会に入る前にその辺を見てみようと思ったんですけど、一人になった途と端たん、道がわからなくなってしまって。似たような教会ばかりですし……」


　そうか。思い出したが、妹尾はひどい方向音おん痴ちなのであった。


「なんだ。それくらいなら、オレを電話で呼んでくれればよかったのに」


「いえ、その辺かな、と思って捜し始めたばかりだったので……。教会、たぶんすぐ近くなんです」


「そうなの？」


「はい」


　それで地図を見てみると、オレたちは本当に教会の近くにいた。


「なんだ。そこの角を曲がればすぐだよ」


　ほっと一安心したオレは、そこで彼女を見た。


「ありがとう、妹尾。さっきも……アドバイス、ありがとな」


　改まって礼を言うと、彼女はそんなオレの顔を見つめて微ほほ笑えむ。


「プレゼント、ちゃんと買えましたか？」


「ん、ああ」


　早まったせいで二つ買っちゃったけどな、と笑い飛ばそうとして、ふと思いついた。


「……そうだ。これ」


　鞄かばんから、明治館の袋ふくろを取り出す。包みの色と大きさを確かく認にんして、小さい方を取り出した。


「はい、あげるよ」


「え……？」


「妹尾の分。さっき相談に乗ってもらって助かったから、お礼さ」


　我ながら、よくもそんな思いつきが浮うかんだものである。でも、さすがに「余っちゃったから」と言うのは気が引けたのだ。


「あ……ありがとうございます」


　妹尾は本当にびっくりした様子だった。何度も頭を下げて、「いいんですか？」とオレに確認する。


「うん、いいって、いいって」


　東京に持ち帰ったところで、どうせ他ほかにあげる人もいないのである。


「開けてもいいですか？」


　早速そう聞かれ、照れくさいながらも頷うなずいた。


「えっ、う、うん」


「じゃあ……」


　普段から薔薇ばら色いろの頰ほおを真っ赤に染め、妹尾はいそいそとセロテープをはがしにかかる。オレは誰だれかにこの現場を目もく撃げきされやしまいかとキョロキョロするが、夕暮れ前の冬の午後、異国情じよう緒ちよ漂ただよう閑かん静せいな通りには、個人の観光客がまばらに通るだけで、制服を着た修学旅行生は見当たらなかった。


「……あっ」


　袋をのぞき、中から小箱を取り出した妹尾が小さく叫さけんだ。


「どっ、どうした。ヒビでも入ってたか？」


　焦って聞くと、彼女はぶるんと首を左右に振ふる。


「かわいい……」


　うっとりしたような声で、そう呟いた。


「だろ？　だろ？」


　別に自分で作ったわけでもないのに、オレは得意になった。


「……うれしいです……」


　ガラスの靴を箱ごと胸に抱だき、妹尾は瞼まぶたを閉じてそう言う。その声がほんのり湿しめっている気がして、オレは焦った。


「えっ、いや、そんな大したもんじゃないっていうか……」


　これではとてもじゃないけど、絽美に買ったプレゼントの余りものとは言えない。


「ありがとうございます。大事にしますね」


　目を開けて、彼女はオレを胸いっぱいの表情で見つめる。それでつい、文化祭のときにもらった告白めいた言葉を思い出してしまい、我知らず顔が赤らんだ。


「いや、こちらこそ……。そんなに喜んでもらえてうれしいよ、ありがとう」


　そう答える胸の片かた隅すみが、ちくっと痛むのを感じる。


　こんなに喜んでくれるんだったら、最初から妹尾にもプレゼントを買えばよかった。ガラスの靴とか妙みように意味深なものじゃなくて、初めからちゃんと、妹尾のことを考えて選んだ品を。彼女だけじゃない、莉子サマにも買ってあげればよかったのかもしれない。


　でも、それじゃ絽美との区別ができない。オレは絽美を特別にしなきゃいけないんだ。だって、絽美はオレにとって特別な女の子なんだから。ヴィーナスとかヴィーナスじゃないとか関係なく、オレは絽美が好きなんだ。


　そうだよな？　それでいいんだよな？


　じゃあ、どうして妹尾にこんなものあげたんだ。要いらないなら、来年のバザーにでも出すことにすればよかったじゃないか。オレの中に、この娘こを喜ばせたいという思いが、少しはあったからじゃないのか。でも、そう思うのはいけないことなのか？　友達にだって……黒川や石田に対してだって、それくらいの気持ちはあるじゃないか。


　そう思うのに、オレは後こう悔かいし始めていた。
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「……絽美、絽美」


　その日、函館市内のホテルにチェックインしたあと、フロントから女子部屋に向かおうとする彼女を呼び止めた。


「…………」


　絽美は足を止めてこちらを見た。無視されないだけマシだったが、まだオレに対する態度は普ふ通つうに戻もどっていない。


「……じゃあ、わたしたち先に部屋に行ってますね」


　妹尾がそう言い、絽美を残してエレベーターの方へ去っていく。それで、絽美と共に立ち止まりかけた莉子サマも彼女のあとについていった。


「ちょっといいか、絽美」


　オレはホテルの外を指さして言う。歩き始めると、絽美は無言でついてきた。


　このホテルは、市街地よりも函館山の近くにある。空はすでに薄うす暗ぐらい夕方の五時前、フロントの先の玄げん関かんを出ると、客の送そう迎げい用のロータリーから、灯ともり始めた百万ドルの夜景が眼下に望めた。


「……これ、プレゼント」


　隣となりの彼女に赤い紙で包まれた箱を渡わたし、オレは言った。


「え……？」


　絽美は首をかしげてオレを見る。


「開けてごらんよ」


「……ん」


　オレにどう接していいのか迷っている様子で、顔を強こわ張ばらせた絽美は包装紙を開けた。


「あっ！」


　出てきた白い箱を開け、梱こん包ぽう用のクッションシートを除くと、何かに気がついたように声を上げる。


「これ……」


「欲しかったんじゃないかと思って。あげるよ」


「いいの？」


　絽美はオレを見上げ、大きく目を見開いている。


「もちろん。絽美のために買ったんだ」


　言いながら、さっきの妹尾のことを考えて、わずかに胸を痛めた。


「ありがとう、成道くん」


　絽美は瞳ひとみを輝かがやかせ、その箱を閉めて元通りに紙に包んだ。


「……物につられたみたいだから、今言うのもなんだと思うんだけど……」


　そう言って、その包みを鞄にしまう。


「私、怒おこってたわけじゃないからね？」


「……ああ、うん」


　プレゼントの話題が終わってしまったことについていけず、一いつ瞬しゆん反応が遅おくれた。


「わかってるよ」


「ほんと？　じゃあ、どういう気持ちだったか、わかる？」


「え……」


　なんと言っていいかわからず、絽美の大きな目を見つめてたじろぐ。すると、彼女の顔つきがふと優やさしくなった。


「……なんて、自分でもよくわかってないこと、成道くんにわかって欲しいと思うなんてね。私ってほんとわがままだね」


　そこで絽美が視線を前に向けるので、オレたちは黙だまって夜景を見つめた。水平線の先でほんのり陽ひの名残なごりを留とどめた夜空と、弓形の海岸線に沿って走った道路に灯る街灯が、どこか幾き何か学がく的な模様を織りなして見えた。視界いっぱいに広がるその風景は刻一刻と暗く沈しずみ、まばたきをするたびに、どこかに橙だいだい色いろの灯あかりが増えていく。


「今まで、自分のこと、そんな風に思ったことなかったの。親にも聞きわけがいい子だってよく言われるし、小学校の頃ころから、通信簿ぼに性格のことで悪いことなんて書かれたことなかった。自分でも、私は善良な人間だって信じてたんだ。ショックだよ。成道くんのこと好きになればなるほど、見たくないような自分の醜みにくさを見せつけられるの」


　夜景に視線を向けながら、彼女は悄しよう然ぜんと語った。


「彼氏を作って、楽しい学園ライフを過ごしたいなんて漠ばく然ぜんと思ってたけど、恋れん愛あいって全然簡単じゃないね」


　ああ、そうか。


　オレと絽美は同じだったのか。恋こいに大きな幻げん想そうを抱いだいていて、いいことばかりじゃない苦しさに、今初めて直面している。


「イヤな態度取ったりしてごめんね。自分でもどうしたらいいかわからないの」


「絽美……」


　オレは何も言えなくて、ただ遠くに広がる鈍にび色いろの海を見つめていた。


「クリスマス・デートは、別の子としてくれる？」


「えっ……」


　驚おどろいて彼女を見ると、絽美もこちらへ顔を向けた。


「もうちょっと……。もうちょっとだけ待ってくれないかな？　そうしたら私、きっとまたうまくできるようになる気がするの」


「でも……」


「ちょっとだけ、しんどくなってきちゃったんだ。カップル試験が始まってから、私たちずっと、自分の恋愛のことで学校に振り回されっぱなしなんだもん」


　黙るオレを見て、彼女は少し微ほほ笑えんだ。


「……私、本当はヴィーナスになんてなりたくないの」


　えっ、と言葉に詰つまるオレの手を、絽美がぎゅっと握にぎった。芯しんから冷えた冬の人ひと肌はだが、触ふれ合ってわずかな熱をじんと伝え合う。


　戸と惑まどうオレに、彼女はほろ苦く笑って言った。


「私は、成道くんの彼女になりたいんだよ」





　　　　　☆





　絽美と別れてから、オレはとぼとぼと部屋に向かった。


「はあ……」


　決して悪い方向へ行っているわけじゃない。これはオレと彼女が、恋こい人びと同士として揺ゆるぎない絆きずなを作るために避さけられない試練なんだ。


　そう考えて、彼女のぬくもりが消えないようポケットに手を突つっ込んだ。


「……ん？」


　指に触さわった紙に気がついて取り出してみると、それはガラスのお土産みやげを買ったときのレシートだった。


「もうちょっと、喜んでくれると思ったんだけどなあ……」


　そう、妹尾みたいに……と考えて、オレはぶんぶんと首を振ふる。


　何を考えているんだ、オレは。絽美と妹尾を比べるなんて。


　でも……。


「ほんとうれしそうだったよな、妹尾……」


　その後も、オレはあのときの彼女の様子を思い出して、一いち抹まつの罪悪感と共に、ほっこりとした気持ちを味わった。


　その夜、事件が起こった。





　最初の事件は、入浴と夕飯が済み、部屋でグダグダしているときのことだった。


「なんだろう、これ。ドアの下に挟はさまっていたけど」


　何かの用で出入口の方に行った黒川が、一枚の紙を持ってきた。それはちょうど葉書くらいの大きさで、片面には次のように印字されていた。





　この修学旅行中、一度だけオマエに妨ぼう害がいを働く。楽しみに待っておれよ。




瀬木重じゆう蔵ぞうより







「じっ、じーちゃん……!?」


　慌あわててドアの方へ走るが、他ほかに怪あやしげなものは一いつ切さい落ちていない。


「妨害……」


　なんなんだよ、それ。なんでこのタイミングでそんな話が来るんだよ。


　そう思って冷ひや汗あせをかいていたとき、廊ろう下かの向こうからバタバタと足音が近づいてきた。


「成道くん、大変！」


　絽美の声が聞こえたので、部屋のドアを開ける。そこには、血相を変えた絽美と莉子サマの姿があった。


「雪菜ちゃんが、いなくなっちゃったの！」


「えっ!?」


　訳がわからず、オレは二人を見つめ返す。


「いなくなったって……どういうことだ？」


「夕飯後、あの子、一人で先に部屋に帰るって言ってたじゃない？」


「ああ……」


　そういえば、そうだった。理由は知らないが、オレたちが席を立つ五分ほど前、彼女は先に夕飯を終えて部屋に帰っていった。


「あのあと、私たちが帰ったら部屋にいなかったんだよ。最初はトイレにでも寄ってるのかなって思ってたんだけど、あまりに帰ってこないから、食堂とか大浴場とか、色んなとこ捜さがしたの。でも、ホテルの中の考えられるところにはいなくて。荷物は全部部屋に置いたままで、携けい帯たい鳴らしても鞄かばんの中で鳴ってるだけだし……」


　莉子サマのあとを引き継ついで、青ざめた絽美がそう語る。


「まさか……これか？」


　ちょうど手にしていたじーちゃんからの予告状を見せると、彼女たちは息を呑のんだ。


「うそでしょ……」


「とにかく、先生に連れん絡らくしようよ！」


　それで、オレたちが向かったのは鬼沢のところだった。


「……なに、妹尾がいないだと!?」


　玄げん関かんロビーで新聞を読んでいた鬼沢は、オレたちから知らせを聞いて目をむいた。


「担任の先生にはもう言ったのか」


「いえ、まだです」


「妹尾のクラスは？」


「Ｃ組です。真弓先生です」


　オレが言うと、鬼沢は一瞬言葉に詰まる。


「……そっ、そうか」


「じゃあ、真弓先生にはあとで鬼沢先生から言っておいてください。オレたち、ホテルの外を捜してきますから」


　本人はあんなことを言っていたけど、真弓先生のことはもう手放しでは信用できない。もし邪じや魔まをされたらと思うと、今はなるべくなら接せつ触しよくを慎つつしみたい気持ちだ。


「ちょ、ちょっと待て！」


　顔を赤くした鬼沢が、オレたちを止めた。


「本当にホテルの外に出ているのか？　フロントの人には聞いてみたのか」


「聞きました。でも、見てないって……」


　絽美が答えると、鬼沢は教師としての威い厳げんを取り戻もどそうとするかのように重々しく唸うなった。


「ふむ、わかった。では、俺も一いつ緒しよに聞いてみよう」





「あっ、先ほどの」


　オレたちがぞろぞろとフロントに行くと、係の女の人が絽美と莉子サマを見て言った。


「どうやら、うちの生徒がいないみたいなんです。どなたか、ご覧になっていませんか」


「……少々お待ちください。他の者にも聞いて参ります」


　鬼沢に尋たずねられると、女性は物分かりよく言って奥おくへ引っ込み、しばらくして若い男の従業員を伴ともなって出てきた。


「八時前くらいですかね。生徒さんと思われる女の子が、そこの玄関を出ていきました。学校様の方からも言われておりますから、お声を掛かけたんですが、ひどく慌てた様子で、あっという間に走っていってしまいましてね……」


　オレたちは顔を見合わせた。


「妹尾だ。時間も合ってる」


「……じゃあ、あの子は自分の意志で出ていったってわけね」


　莉子サマが名めい探たん偵ていのような口調で言った。


「じーちゃんとは関係ないってことか……」


「いや、わからないよ。おびき出されたという可能性もある」


　黒川が思し慮りよ深ぶかげに言って、オレたちは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。


「……とにかく、妹尾が出ていったなら、オレたちも外を捜すしかない」


「というわけですので、鬼沢先生！」


　絽美がぴょこんと頭を下げ、鬼沢は何がなんだかわからないという表情をする。


「え……いや、ちょっと待て！　生徒は外出禁……」


「パンティ」


　石田がボソッと呟つぶやくと、鬼沢はぶるっと身み震ぶるいした。


「……き、気をつけるんだぞ、おまえら！」


「はーい!!」


　それで、オレたちは夜の北国へ飛び出していった。





　　　　　☆





「くー、さっむー！」


　玄関から一歩出ると、しびれるような空気の冷たさに歯がガチガチ鳴った。一応みんなコートは羽織っているが、それでも寒いもんは寒い。


　オレたちはまず、ホテルの周りを捜そう索さくした。


「いたか？」


「いない」


　みんなで敷しき地ちを一周しても、彼女は見つからなかった。


「どこに行ったんだろう……」


　というのも、ホテルは市街地からやや離はなれた山やま際ぎわに建っており、車以外で遠くに行けるような場所ではない。


「やっぱり、街の方へ出たんじゃない？」


　莉子サマがそう言って、玄関ロータリーに停とまっていたタクシーへ歩み寄った。


「とりあえず、行ってみましょうよ」


「でも、タクシーって四人までしか乗れないよね？」


　開いたドアから乗り込みかけて、絽美が気づいた。オレたちは五人いる。そのとき、ちょうどもう一台のタクシーがロータリーへ滑すべり込んできた。


「じゃあ、オレが次のに乗るよ」


　そう言って、一人その車の後部座席に乗り込んだ。「前のタクシーのあとを」とお願いすると、運転手のオジサンは感心したような声を上げた。


「最近の学校は、随ずい分ぶんと理解があるんだな。修学旅行生の夜歩きを認めるなんて」


「いえ、それは……」


「さっきも一人、お嬢じようちゃんを街まで送りに行って、ちょうど帰ってきたところだよ」


「えっ!?」


　オレは身を乗り出した。


「お嬢ちゃんって、黒くろ髪かみロングの!?」


「ん？　うん」


「かわいい子!?」


「うんうん。なんでも、落とし物を捜しに行くんだと」


　その言葉を聞いて、オレは目を見開いた。


「どこで降ろしました!?　その場所に行ってください！」


　十分後、絽美たちとケータイで連絡を取り合ったオレは、五人でハリストス正教会の前に降り立った。


「ここって……」


　昼間、オレたちが自由行動で観光していた辺あたりである。もちろん教会はもう閉まっていて、妹尾の足取りはわからない。


「落とし物ってことは、オレたちが観光したルートにいると思っていいんだよな……」


　とりあえず周辺を手分けして捜すことにして、昼間の記き憶おくをたどり、妹尾らしき人ひと影かげを求めて歩いていく。


「えーっと、昼間行ったのは……」


　ハリストス正教会のあとは、その近くの別の教会に行った。それから、昔ＣＭに使われた坂っていうのを横切って、洋館のような建物のある公園に行って……。


「……あっ！」


　その通りの順序で街を歩いていたオレは、前方の街灯の下に佇たたずむ人影に目を凝こらした。


「妹尾！」


　それは間ま違ちがいなく妹尾だった。彼女は観光客のいなくなった公園のベンチの脇わきに立ち、俯うつむいて自分の手元を見つめていた。


「……瀬木くん」


　オレが駆かけ寄ると、彼女は顔を上げて心臓が止まりそうな表情をした。


「瀬木くん……どうしてここに？」


「捜しにきたんだ。そっちこそどうしたんだよ」


「落とし物を、捜していたんです」


　そう言う彼女は、よく見るとまるで泣いていたかのように目が赤かった。


「……見つからないのか」


　妹尾は首を横に振ふった。


「見つけました。ついさっき」


　そう答え、握にぎっていた手を開いてオレに見せる。そこにあったのは、オレが今日贈おくったガラスの靴くつだった。


「小さい物なので紛まぎれて失なくしてしまわないように、これだけ別の手て提さげ袋ぶくろに入れて持ち歩いていたんです。そうしたら、その袋ふくろをどこかに置いてきてしまって……。ホテルの部屋でそれに気づいて、ここで写真を撮とったとき、植え込みの横に荷物を置いたのを思い出したんです。捜しにきたら、やっぱりありました。昼間から今まで誰だれも盗とらなかったなんて、渡わたる世間に鬼おにはなしですね」


　興奮気味に語る彼女を見つめながら、オレは心が震ふるえるのを感じた。


「うそだろ……」


　こんな寒い中、夜の知らない街へ、高校生の女の子がたった一人でホテルを抜ぬけ出して。


　そんなちっぽけなお土産みやげのために。


　見つけたからって、そんなうれしそうな顔をして、涙なみだまで浮うかべて。


　オレがそれを、どんな気持ちであげたか知ってるのか？


　キミじゃない女の子のために選んだって、知ってるのか？


「瀬木くんから初めてもらった、大切なものですから」


　ちょっと目を伏ふせて頰ほおを染め、妹尾は微ほほ笑えんだ。


「見つかって、本当によかった……」


「妹尾……」


　思わず、彼女に一歩近づいた。そのとき。


「おっ、成道だ！　成道いたぞー！」


「あれ？　妹尾さんもいるんじゃないかな」


　上の道につながっている公園の階段から、石田と黒川が下りてきた。


「あら？　見つかったみたいよ！」


「ほんとだ、雪菜ちゃーん！」


　後ろから莉子サマと絽美の声も聞こえてきて、オレは我に返った。


「皆みなさん……！」


　妹尾は驚おどろきのあまり口をぽかんと開けている。たぶん、グループ全員で捜さがしにきたとは思わなかったんだろう。


　そうか。別に全員で捜しに来る必要はなかったんだ。そう気がついて、なんだかおかしくなった。現に、納のう涼りよう祭りで妹尾が行ゆく方え不明になったときには、オレだけで捜しにいったじゃないか。いくら鬼沢を味方につけているとはいえ、こんな風に全員で規則を破って捜しにこなくたってよかったのに。


　でも、もう誰が行くとかそんな話にならないくらい、オレたちはいつの間にか一つになっていたんだ。


「……あれ、そういえば今回は妹尾、道に迷わなかったのか？」


　ふと気づいて尋ねると、妹尾は恥はずかしげに俯いて頭かぶりを振った。


「いえ……。ここがなんというところか覚えていなかったので、名前を覚えていた教会の前でタクシーを降ろしてもらったんですが、ここへ来るまでに三十分かかりました……」


「さ、三十分!?」


　ここから教会はすぐそこだ。オレがほふく前進したって二十分もあれば着くだろうに。


「まあ、無事でよかったじゃないの」


　莉子サマが腰こしに手を当てて言い、オレたちはそうだなと笑い合った。


「さ、じゃあみんなで帰ろう」


「またタクシー？」


「しかないよな。港の方の道にタクシーがよく通るから、ちょっと離れちゃうけど行ってみよう」


　それでオレたちグループが歩いて坂道を下り、ベイエリアにやってきたときだった。


「……瀬木成道さんですか」


　オレの前に、どこからかいきなり黒服にサングラスの男が現れて立ちはだかった。


「そうですけど……？」


「おじい様が、あなたをお呼びです」


「えっ！　じーちゃん!?」


　一いつ瞬しゆんにして予告状のことを思い出し、オレは警けい戒かい態勢になる。


「はい。お友達の方もご一いつ緒しよに、こちらへどうぞ」


　オレたちが顔を見合わせている間にも、男はどんどん前へ進んでいく。仕方なくついていくと、彼は海沿いの倉庫群に向かった。おそらく昼間にも来ていた辺りだと思うのに、暗いせいもあって、まるでマフィアの闇やみ取とり引ひきでも行われそうな怪あやしげな場所に見える。


　一つの倉庫の前で、彼は立ち止まった。大通りから一本道路を入ったところにある、石油のドラム缶かんなどが雑然と置かれた、うらびれた雰ふん囲い気きの入口だった。


「……こちらです。重蔵様は中でお待ちです」


「じーちゃんが、この中にいるのか……？」


「はい」


　文化祭の日の屈くつ辱じよくを思い出して、オレは腹にぐっと力を入れた。


　何を言われるのだろう。「下の下」に転落したオレをあざ笑うのか？　それとも、何か無茶なことを言いつけられるのか？　いずれにしても、逃にげるわけにはいかない。


　オレはじーちゃんに勝つんだ。


　そう思って、薄うす暗ぐらい倉庫に足を踏ふみ入れた。オレの後ろからみんなの足音がして、そのあとでギィと扉とびらの閉まる音がする。


「……じーちゃん？」


　倉庫の奥おくには、人影らしきものがある。街灯の光を映す窓を背にして逆光になっているため、オレはそれを見み極きわめるため、だいぶそちらへ近づかなければならなかった。閉まった扉の方から、ガチャリとカギのかかる音がする。


「……やられた」


　オレの目の前にあったのは、文化祭のときに景品として配布した「呪のろいのフェミ男お人形」だった。せっかくシリアスな気分だったのに、ブサイクなその顔を見て調子が狂くるう。


「……みんな、いるか？」


　腹をくくって声を掛かけると、暗くら闇やみから返事が返ってきた。


「おう」


「いるわよ」


「私も」


「いるよ」


「います」


　全員の声を聞き分けてから、オレは深呼吸して言った。


「みんな、落ち着いて聞いてくれ」


　倉庫の中が、しんと静まり返る。


「オレたち、閉じ込められた。じーちゃんに騙だまされたんだ」


　そのとき、頭上からゴロゴロッと鈍にぶい音がした。雷かみなりだ。少し遅おくれて、上方の窓ガラスに雨が勢いよく叩たたきつける。


　オレたちの一番長い夜は、まだ始まったばかりだった。






　第三章　疑ぎ心しん暗あん鬼きに落ちぶれたオレ





「……なんだ、これ」


　閉じ込められて少しの後、みんなと一緒に倉庫の中を探たん索さくしていたオレは、フェミ男お人形の背中に貼はりつけられているメモを発見した。





　どうやらオマエらのグループには、オマエを裏切り、ワシの犯行に見せかけて妨ぼう害がいした者がおるようだな。今後もそういうことが起こるようでは、ワシにとって目め障ざわりだ。


　ワシはホテル内に設置したビデオですべてを見ており、その者を知っている。しかし、動機もわからんし、オマエから釘くぎをさした方が効果的に違ちがいない。


　そこで、その裏切り者の正体を明らかにし、倉庫の扉のカギにその者のイニシャルを入力しろ。一発で当たったら、今回はオマエの勝ちだ、成なる道みち。そうして朝までにホテルへ戻もどれたなら、教師への説明等、何も支障がないようにしておいてやろう。


　外れたら、オマエたちの負け。明日あしたの夜に梨り佳かちゃんを迎むかえにやるから、そのときまで密室で仲良くやるがよい。


　観光ができなければ、明日の分のポイントは減点じゃな。




瀬せ木き重じゆう蔵ぞうより







　さっきホテルで見つけた予告状と、まったく同じ形式のものだった。


「なんだよ、それ……」


　頭がこんがらがりながらも、とりあえず入口に向かってみる。扉を調べると、胸の高さのところに電でん卓たくのような機械が取りつけられていた。どこかのボタンを押おすと、ディスプレイが発光する仕組みになっているようだ。





　名姓せいの順番でイニシャルを入れろ。チャンスは一回のみ。





　そんなメモが、下に貼りつけてあった。


「ここに、正解を入力しろってことか」


　正解……。裏切り者の、イニシャル。


　オレを裏切って妨害した者？　そんなヤツが、この中に？


「脱だつ出しゆつに役立ちそうなもの、何か見つかったかい？」


「ねぇよ、んなもん」


「ロープとかあればいいんですけど……」


「あっ、空のドラム缶ならあるよ？」


「何に使うのよ、そんなもの」


　暗がりの中で、みんなの声が飛び交かっている。みんな、オレの大切な仲間だ。


　しかし、この五人の中に「裏切り者」がいるのだと、じーちゃんは言う。


　ウソだろ……？　本当だとしたら、一体誰だれが……？





　　　　　☆





「集まったのは、これだけか……」


　倉庫の中を探し回ったオレたちは、脱出に使えそうなものを中央に並べ、その周りを取り囲んで座った。倉庫といっても中はがらんとしていて、現在使われている形けい跡せきはない。中は六人でいても窮きゆう屈くつでない程度には広いけれども、外観から想像していたよりはずっと狭せまいので、おそらく内部で仕切られていたのだろう。


　天てん井じよう近くについている窓には、未いまだ雨が激しく叩きつけていた。皆のケータイは、例によって圏けん外がいだ。


「空のドラム缶三個、消火器、サインペン、中身が残ったタバコのケース、あとはその辺に積んである新聞やチラシの束……か」


「どうやって、脱出しましょう……？」


「これじゃムリね。入口にはカギがかかっていて、何か暗号を入れないと解かい錠じようされないようになっているから、うかつには触さわれないわ。入口は他ほかにないし、あの窓から逃げようにも、ドラム缶三個重ねたくらいじゃ届かないもの」


　莉れい子こサマが言い、オレはじーちゃんのメモをポケットの上から触った。メモのことは、まだ誰にも言っていない。


「……でも、何かできそうな道具の集まり方だよな」


「そうね、せいぜい焚たき火びくらいかしら」


「いいね、焚き火。ここ寒い……」


　絽ろ美みが自分で自分を抱だきしめ、ガタガタ震ふるえながら言う。


「でも、こんな室内で火を焚いたりして大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか」


「大丈夫だと思うわよ。天井も高いし」


　莉子サマの言う通り、倉庫の天井は普ふ通つうの家の二階分ほどの高さがあり、閉へい塞そく感かんはまったくない。


「天文部の観測会ではテントの中で焚き火をすることがあるけど、特別に換かん気きをしなくても問題はないよ。ましてや、これだけの広さがあれば酸欠の心配はないだろう」


　とはいえ、肝かん心じんの火を点つける道具がない。


「百円ライターでもあればなあ……」


「……ちょっとアンタ、顔色真っ青よ？」


　そう言う莉子サマが見ていたのは、床ゆかにうずくまる絽美だった。


「……大丈夫だよ。寒いだけ」


「確かに、寒さみぃなぁ……」


　石田がやけに芝しば居いがかった仕草で肩かたを震わせ、ぶらぶらその辺を歩く。そしてすぐに「おっ」と声を上げた。


「これ、酒じゃねぇの？　飲んだら体あったまるんじゃねぇ？」


　ヤツが床から持ち上げたのは、半分ほど中身の入ったウィスキーの瓶びんだった。


「あら！」


　それを見た莉子サマがわざとらしく声を上げ、何かひらめいたような顔をする。


「そんなことしなくても、それで火がつくかもしれないわ。やってみる？」


「え？　どうやって？」


　絽美がひょこっと顔を上げる。さっきあんなに青ざめていたにしては、その顔つきはケロリとして見えた。


「見てなさい」


　そう言って、莉子サマはウィスキーの瓶を開けた。外した金属の蓋ふたにウィスキーを注つぎ、逆さまにしたドラム缶の底に置く。それからおもむろにコートを脱ぬぎ、制服のネクタイを襟えりから外した。それを長く伸のばして背中に回し、乾かん布ぷ摩ま擦さつのようにセーターを何度も擦こする。


「わかった。静電気だね」


　黒川が物分かりの良すぎる顔で呟つぶやく。


「そうよ。タバコ一本出しておいて」


　簡潔に指示を出すと、莉子サマは自信満々の様子でネクタイを床に落とした。何をするのかと息を詰つめていると、めちゃくちゃ帯電していると思われるその指を、ドラム缶かんの上の金属の蓋に近づける。


　ああ、そんなことをしたら……！


「……っ！」


　パチッと音がして、火花が散った。次に見たときには、蓋の上に炎ほのおが妖あやしく揺ゆらめいている。


「タバコに点火して」


　莉子サマはわずかに顔をしかめて片手を振ふり、指示を受けた黒川は、出していたタバコをくわえた。それから身をかがめ、炎にタバコの先を近づける。その動作が練習したかのように手慣れて見えるのは、オレの気のせいだろうか。


「……点いたよ」


「そのまま、ちょっと持ってて。種火を取っておきたいの」


　莉子サマは床から積み上げてあった新聞紙を取り、小さく丸めて瓶の蓋に近づける。ようやく火が移りかけたときには、案の定、炎は消えてしまった。


「……冷えてるせいかしら。点きが悪いわ」


　その後、タバコから再点火したりと試し行こう錯さく誤ごを繰くり返して、ようやく新聞紙から大きな炎が上がった。彼女はそれをドラム缶の一つに放ほうり込み、中へチラシを足す。紙くずが赤々と燃え上がり、途と端たんにみんなの表情が明るく見えるようになった。


「……これで、ちょっとはあったかくなったでしょ」


　得意げにそう言った莉子サマは、いつもと何一つ変わらない彼女だった。一連の流れを、まるでサスペンスドラマでも見ているかのような気持ちで眺ながめていたオレは、そこではっとした。


　オレ……今、何を考えていた？


「どうしましたか、瀬木くん」


　後ろから声を掛かけられ、思わずビクッとする。


「せ、妹せ尾お……」


「顔色が悪いですよ」


　心配そうに顔をのぞき込まれ、オレは自分の心を見み透すかされたような気がして心臓が速くなった。


「い、いや……」


　言えるわけないじゃないか。力を合わせてこの窮きゆう状じようを乗りきろうとしているみんなを、リーダーであるオレが疑っているなんて。しかも、みんなはオレのせいでこんな目に遭あっているのに。


「……少し、暖まってきましたね」


　妹尾は、そう言って微ほほ笑えんだ。


「火の傍そばに寄ったらどうですか？　寒いですよ」


「あ、ああ……」


　どうやら、オレは純じゆん粋すいに心配されていただけらしい。自分の心にやましいところがあると、他人が軒のき並なみ怪あやしく見えてしまうものだと知った。


「大丈夫か、絽美」


　絽美は自分の胸まであるドラム缶の脇わきにつま先立ちして、懸けん命めいに暖を取ろうとしていた。


「うん、大丈夫だよ。ありがとう」


「そんなに寒かったのか」


「うん……。私、お風ふ呂ろに入ったあと髪かみの毛ちゃんと乾かわかさなかったから、外に出たときにはまだ生乾きで余計冷えちゃったの。莉子ちゃんはちゃんとドライヤー使ってたのに、私は短いからいいかなって、つい億おつ劫くうがっちゃって」


　女の子失格かな、と苦く笑しようする絽美の唇くちびるは、ほんの少し紫むらさき色いろを帯びている。言われてみれば、絽美だけはいつも夕飯のとき髪の毛が濡ぬれていたなと思い出す。


「アンタたち、ドライヤー持ってきてもいないんだもの。信じられない」


「だって、重いし……」


「うっかり忘れてしまったんです」


　と、絽美と妹尾が首をすくめる。


「妹尾は寒くないのか？」


「大丈夫です。わたし、お風呂まだですから。いつも夕飯後に特別入浴なんです」


　そう言うと、妹尾はみんなの目を気にして声をひそめた。


「傷きず痕あと、なるべく見られたくないですから」


「……そうか」


　オレは彼女に見せてもらった脚あしの傷を思い出し、小さく頷うなずく。


「それにしても、みんな、ごめんな。オレのせいで、こんなことになって……」


「別にいいぜ。ちょっと楽しいしよ」


　話を変える意図もあって切り出したオレに、向こうにいた石いし田だが機き嫌げんよく言った。見ると、ヤツはウィスキーの瓶を持って黒くろ川かわにからんでいた。


「ま、まさか石田、それ飲んだのか……？」


「おうよ。寒過ぎて飲まなきゃやってられねぇよ。なぁ、黒川！」


　しかし、肩を叩たたかれた黒川は引き気味だった。


「……石田くん、こんな度数の強いものをガブ飲みしたんだ。たった五分でもうこれだよ」


　オレの方に顔を寄せ、ひそひそと言う。


「ああ……」


　決して他人のことは言えないが、石田は酒が弱い。何かと背せ伸のびしたくなるお年とし頃ごろとあって、去年オレの家で初めてとーちゃんのビールを失敬した日から、オレたちは幾いく度どかアルコールを口にしていた。が、互たがいにいつもチューハイ一缶でダウンだった。


「放っておいていいぞ、黒川……」


　しょせんは悲しきドーテーの大トラだ。大した実害はあるまい。酔よっぱらって女の子にセクハラの一つもできるような男なら、素面しらふでだってオレの友達にはならない。


　とはいえ、からまれた黒川は大変そうだった。


「ナニ？　未成年の飲酒が法律違い反はんだってぇ？」


「いや、言っていないよ。そうだけど……」


「そういう黒川さんだってよぉ、さっきのはなんだよ？　随ずい分ぶんうまそうにヤニ吸ってたじゃねぇか」


「いや……」


「ほらほら、白状しやがれ、優等生さんよぉ～」


「今はやってないよ」


　それを聞いて、オレは黒川の不良時代に思いを馳はせた。っていうか、じゃあ、小学生のときに喫きつ煙えんしていたのか？　という恐おそろしい疑問が脳のう裏りをよぎる。


「深く考えないようにしよう……」


　気を取り直して、オレは女の子たちの方に向き直った。三人は寄りそうように並び、ドラム缶に手をかざして暖を取っていた。


「……ほんと、ごめんな。じーちゃんのせいで……」


　改めて、そう謝あやまる。


「大だい丈じよう夫ぶですよ」


　こちらを見て、妹尾が微笑んだ。


「そうだよ、気にしないで」


　絽美も、寒さで強張った頰ほおに微び笑しようらしきものを浮うかべてくれる。


「いや、でも、いつ脱だつ出しゆつできるかもわからないし……」


「それなら、別に心配してないわ」


　火にかざした美しい両手を揉もみながら、莉子サマが澄すまして言った。


「アンタのおじいさん……瀬木理事長は、ワタシのお父様と親しいのよ。いくらアンタと敵対してるからって、ワタシがいるのに、そこまで悪いようにはできないはずだわ。ジタバタしなくても、程ほどよいところで助ける算段になってるんでしょ」


「……そうだな……」


　オレはさっきのじーちゃんからのメモを思い出した。オレが正しいイニシャルを打ち込めば、今すぐにでもオレたちは脱出できる。しかし、もし外したら、助けが来るのは明日あしたの夜。二十四時間くらい飲まず食わずでもなんとかなるとは思うが、さすがにそれは莉子サマの言う「程よいところ」ではないだろう。そんなに長いこと過ごせるほど、ここは快適ではない。それに、トイレは？　まさかあの複数のドラム缶かんの用よう途とは……と考えて、ぞわっと身み震ぶるいする。女の子にはなおさら酷こくな環かん境きようだろう。


　そりゃ、できたら今すぐ出たいよな、こんなところ。いくら火があるとはいえ、倉庫の室温なんか戸外とそう変わらないんだし。


「……よし」


　そう呟いて、オレは決めた。


　いつまでも逃にげていてはダメだ。オレは現実と向き合うしかないんだ。たとえそれが真実じゃないとしても、誰だれか、そういう誤解をされてもおかしくない行動をした人間がいるってことだ。





　この中には、裏切り者がいる。





　深呼吸を一つして、自分にそう言い聞かせた。





　　　　　☆





　それから約一時間後、オレは床ゆかに座すわり、目の前にチラシを置いてペンを取った。頭で考えているだけだと思考がまとまらないので、とりあえず、今までのことを整理して考えようと思ったのだ。


　みんなの様子はといえば、石田はその辺でとっくに泥でい酔すいしてしまい、黒川はその近くの壁かべに背をもたれかけ、眠ねむってはいないのかもしれないけど目を閉じていた。昨日また寝ね不ぶ足そくになってしまったという絽美は、火の傍に横たわって安らかな寝ね息いきを立てており、妹尾と莉子サマは二人で何か喋しやべっているのだと思う。オレはドラム缶の火から少し離はなれ、別のドラム缶の陰かげにいるのだった。


　なるべく、今はみんなの顔を見たくない。信用していないわけじゃなくて、みんなを見ると、誰も裏切り者だなんて思えなくなってしまうからだ。


「あくまでも、冷静に考えるぞ」


　そうでないと、あっという間に情に流されてしまう。


　まず、オレはじーちゃんのメモをじっと見つめた。


『どうやらオマエらのグループには、オマエを裏切り、ワシの犯行に見せかけて妨ぼう害がいした者がおるようだな。』


　これはなんのことを言っているのか。思い当たるのは一つ。


　二日目の夜、オレの持っていたスタンプカードが盗ぬすまれた事件。真ま弓ゆみ先生も一度は「理事長の仕し業わざかしら」と疑っていたのだから、それで間ま違ちがいないだろう。


　では、スタンプカードを盗んだのが、その「裏切り者」だということになる。どういうわけか朝までには真弓先生の部屋に届けたということだから、本気で邪じや魔まをするつもりはなかったのかもしれない。あるいは、自分がオレと同じグループであるがゆえに、自分のポイントが引かれるのを恐れた可能性も考えられる。


　オレが男湯の脱だつ衣い所にある籠かごに荷物を置いてから、女湯をのぞいて鬼おに沢さわに連行される一かず晶あきたちを見送って脱衣所に帰ってくるまでの間に、カードは紛ふん失しつした。人は少ない時間帯だった。オレが脱衣所にいない間に、カードを盗み出すことができた人間。


　入浴中だった女子はありえない。石田と黒川だって、オレと一いつ緒しよにいた。


「……あっ」


　そう考えて、気がついた。


　違う。オレたちはずっと一緒にいたわけではない。確かに、石田は始終オレと行動を共にしていた。でも、黒川は……。


　――先生か旅館の人を呼んでくるよ。


　そう言って、ヤツは脱衣所に戻もどった。ヤツが鬼沢を連れて戻ってくるまでは五分かそこらだったが、ヤツは脱衣所でオレの籠を見ているし、あのまま脱衣所でカードを取り、何食わぬ顔で鬼沢を呼びに行けば……。ロスタイムはほとんどない。


　しかし、黒川だとしたら。動機はなんだ？


　そう思ったとき、今日の昼間の会話を思い出した。


　――僕は君がうらやましいよ。


　女の子の話をしていたときのことだった。まさか黒川のヤツ、このグループに密ひそかに想おもっている女子がいて、オレが彼女と仲がいいのを妬ねたんで……と考えて首を振ふった。


　アイツはそんな男じゃない。尊敬すべきオレの親友は、きっと恋こいをしたってもっと誠実なヤツに違いないんだ。


「だぁーっ……！」


　ダメだ、これじゃ振り出しに戻ってしまう。


「動機を考えるのはやめよう……」


　そうだ。だって、普ふ通つうに考えたら誰だれ一人ひとり、オレを陥おとしいれようなんて思っているヤツはいないはずなんだから。


　冷静に、冷静に。どんなに考えても疑問点の残らない、筋道の通った推理で合理的に考えて、理由はわからないけど、もうコイツしか考えられないってところまで思考を進めるんだ。


　そう考えて、オレはさっきの推理で一点、何か引っかかりを感じていた箇か所しよに思考を戻した。


　スタンプカードが盗まれたとき。あのときの真弓先生の反応は、本当に「理事長の仕業かしら」だったか？


　いや、違う。だって、オレは何か違い和わ感かんを覚えたんだ。思い出せ、なるべく正確に、先生の言ったセリフを……。


　――おじい様からの手紙、読んだわね？　書いてあったこと、覚えてるわよね。気をつけなさい。これがその妨害かもしれないわ。


　そうだ。そう言ったんだ、真弓先生は。でも、前日にオレが受け取ったカードに書いてあったのは……。


『おまえのグループに一人、裏切り者がいる。』


　変だと思ったんだ。どうして「その妨害」なのかって。「その」っていうのが「どの」部分を指しているのか、オレには一いつ瞬しゆんわからなかった。だって、あのメモには「妨害」なんて言葉、まったく出てこなかったんだから。


　妨害って言葉が出てきたのは……。


『この修学旅行中、一度だけオマエに妨害を働く。楽しみに待っておれよ。』


　そう。今日ホテルの部屋で黒川が見つけた、あのメモだ。


「って、また黒川か……」


　あーもうっ！　と頭をかきむしる。


「つまり、どういうことだ……？」


　その「裏切り者」は、スタンプカードを盗んだだけじゃなくて、じーちゃんの犯行予告のメモをすり替かえたっていうのか。でも、なんのために？


　オレはコートのポケットから、三枚の「じーちゃんからのメモ」を取り出した。念のため、いつでも参照できるようにとホテルから持ってきて正解だった。三枚を並べて見ると、違いは歴然だった。


　最初のメモ、つまり「裏切り者がいる」のメモは、定規を使って筆ひつ跡せきをごまかしたような手書き文字。署名はない。


　あとの二枚、つまり「妨害を働く」という予告状と、さっきそこのオレ人形に貼はってあったメモは、ワープロで書かれたと思しき明朝体の活字に「瀬木重蔵より」の署名入り。


「もしかして、最初の一枚は『裏切り者』が書いたのか……？」


　だって、もしこれをじーちゃんが書いたのだとしたなら、筆跡をごまかす必要は全然ない。それでも、子どもっぽいことが好きなあの人がふざけてやったのかと思っていたが、あとの二枚が印刷ならば、最初のだけこんなことをする必要はなおさらない。


　しかし、そうして偽ぎ造ぞうした手紙を、裏切り者は一体いつ入れ替えたのか。手紙は真弓先生の部屋にあったんだ。たぶん先生はあのとき、オレがいつ部屋に来るかわからないからと、シャワーを浴びる前にドア止めをかけ、外から開けられるようにしておいたのだ。


　先生が入浴を始めてから、鬼沢が真弓先生の部屋にやってくるまでの間。その間に、裏切り者は部屋に侵しん入にゆうし、手紙をすり替えたのだ。


「うむむ……」


　ごちゃごちゃになった頭を整理するため、オレはチラシの裏にサインペンを走らせ、ここまでのまとめを完成させた。





「裏切り者」がやったと思われること


（一日目）


・真弓先生の部屋からじーちゃんの手紙の入っていた封ふう筒とうを見つけ、中身を自分で書いた偽にせ手紙にすり替える。


（二日目）


・スタンプカードを男子風ぶ呂ろの脱衣所から盗み出す。


・そのカードを夜中のうちに真弓先生の部屋のドアの下に入れる。


（四日目）


・すり替えた本当のじーちゃんからの手紙を、男子部屋のドアの下に入れる（黒川が「裏切り者」でない場合は）。





「なるほど……」


　こうしてまとめてみると、事態は案外シンプルだ。


　犯人は、「裏切り者」がグループ内に現れるということを自らオレに告げ、その通りに「裏切り」を実行し、しかし、減点という決定的な事態になる前に先生に提出し、初日にオレが受け取るはずだったじーちゃんの妨害予告状も「妨害」が起こる前には渡わたしてくれた。


「なんか、ただ『裏切り者』がいるってことを、オレに知らせたかっただけみたいだよな……」


　だが、なんのために？


　そう考えると、ふさわしい答えは思いつかない。けれども、書いてみてわかったことが一つある。


「黒川に、一番目の犯行はムリだ……」


　オレはあのときのことを丁てい寧ねいに思い出した。宴えん会かい場じようでみんなそろって夕飯を食べ、部屋に帰ってスタンプカードを取ってきて、宴会場へ戻り、カードを提出。それから真弓先生の部屋に直行した。その間、黒川は石田と共に一度もオレの傍そばを離れなかった。じーちゃんの封筒を先生の部屋から取って開けたのは他ほかならぬオレ自身なのだから、それ以前にすり替えを完かん了りようしていなければ間に合わない。


　しかし、仮に女子だと考えると、一番重要なスタンプカードを盗むという犯行を実行することができないじゃないか。だって、決して褒ほめられることじゃないけど、オレは彼女たちの入浴をのぞいていたんだから。


　そう考えたとき、心のどこかでチリンと警けい鐘しようのようなものが鳴った。


「あ……れ……？」


　本当にそうか？　オレは何か、重要なことを忘れていないか？


　――大だい丈じよう夫ぶです。わたし、お風呂まだですから。いつも夕飯後に特別入浴なんです。


　この旅行が始まってから、夕飯のとき、いつも濡ぬれていなかった妹尾の長い髪かみ。それはあの日も例外ではなかったと思う。


「え……でも……」


　オレはあのとき、女湯で妹尾を見ているのだ。彼女は絽美に水みず鉄でつ砲ぽうを手て渡わたしていた。


　――どうしたの、雪ゆき菜なちゃん。


　そこで、あのときの絽美の反応を思い出し、はっとする。


「そうだ……」


　生垣の葉っぱが邪魔で、オレは妹尾が裸はだかであったかどうかを見ていないのだ。


　――あっ、そうだ！　わざわざありがとうね。


　絽美は彼女にそう言った。果たして、すぐそこにいたような友人に、「わざわざ」などと言うだろうか。


　――これ、忘れてましたよ。


　絽美が水鉄砲を「忘れて」いた場所は、もしかして、オレがあの場で考えていたように、大浴場の洗い場とかではなくて。


　――そうそう、これこれ。今日こそお風呂の中でやろうと思ってたんだ。さっきお部屋で雪菜ちゃんに見せてたの。


「女子部屋」だったんじゃないのか。


　すべてのピースがものすごい勢いではまり出し、オレはぶるっと身み震ぶるいした。寒いはずなのに、背中の中央を汗あせが滴したたりおちていくのがわかる。


「……ねぇ」


　そのとき急に声を掛かけられ、息の根が止まりそうになった。


「うわっ！」


　振り返ると、目の前に莉子サマが立っていた。だけど、なんだかちょっと様子がおかしい。


「アンタ、ワタシとゲームしなさいよ」


　そう言うと、莉子サマは足元をふらつかせて、オレの前にぺたんと座すわった。


「げ、ゲーム？」


「そうよ。みんな寝ねちゃって退たい屈くつなの。じゃんけんポン！　あっち向いてホイッ！」


　反射的に、オレはグーを出した。パーを出した彼女の指先が右を向き、オレはつられるようにその方向を見る。


「……フフフ、アンタの負けね！」


　妖あやしげに笑った莉子サマは、オレの手からサインペンを取った。


「ばぁ～つゲーム！」


「えっ、えっ!?」


「ほらぁ、じっとしてなさいよぉー」


　彼女の整った顔が近づいてきて、オレは魔ま法ほうにかけられたように硬こう直ちよくする。ぎゅっと目をつぶっていると、眉み間けんにキュキュッと冷たいペン先を感じた。


「ちょ、ちょっと待った莉子サマ、今ってクレンジングとか持ってないんじゃ……」


　自分の使っていたペンが確か油性であったことを思い出し、さらに何か描かき足そうとしている彼女の手を握にぎった。


「カンベンしてくれよー。今オレ、珍めずらしく頭使ってるんだから」


「フフフ……」


「オレの眉まゆ毛げ、ペンでつなげただろ？　カモメみたいな線描いたもんな」


　必死に前まえ髪がみで眉間を隠かくしていると、莉子サマはそんなオレを見つめて不敵に笑う。その目がなぜか据すわっているように見えたとき、彼女の手からガクンと力が抜ぬけた。


「えっ……ちょっ……!?」


　なんと彼女は電池が切れたようにこちらへ倒たおれ、オレは抱だきしめるような形でその体を受け止めた。


「れ、莉子サマ……？　どっ、どうしたんだよ」


「……『莉子』って呼んで」


「えっ……？」


「もう『サマ』はいらないわ」


　オレの肩かたに額を載のせていた彼女は、そう言って少し顔を上げた。その瞳ひとみは熱っぽく潤うるんでいて、頰ほおは赤らみ、呼吸も心なしか荒あらい気がする。


「え……えっと……莉……」


　心からうろたえて、とりあえず彼女の肩をつかんで起き上がらせようとした。すると、枝毛一つなさそうな髪がさらりと揺ゆれてオレの頰にかかり、アロマのいい匂いに混じって、わずかにツンとアルコールの香かが鼻をついた。


「……もしかして、ウィスキー飲んだのか？」


　そう尋たずねてみると、莉子サマは酔すい拳けんのような動きでオレの胸を押おした。


「飲むわよ、そんなの。こんな硬かたくて冷たくて安っぽいところ、飲まなきゃ一時だっていられないわ」


　それからずるずると床ゆかを這はうように倒れ、投げ出していたオレの膝ひざに頭を載せてくる。


「ちょっ……！」


　なにこの娘こ、ダイタン……！


「な……何してるのかな、莉子サマ……？」


「ちょっと眠ねむくなってきたわ。おやすみなさい」


「えっ、『おやすみ』って……」


「動かないでよ、寝苦しい」


　そう言うと、莉子サマは頭を浮うかして位置を変えた。さっきより脚あしの付け根に顔がやってきて、オレの心しん拍ぱく数すうも自然と上がる。


「あ、ここ、あったかい……」


「……!?」


　なす術すべもなく見守っていると、彼女はなんと、そう言ってオレの股こ間かんに高い鼻をこすりつけてきた。


「熱くて気持ちいいわ……」


「お……おかげさまで……」


　そう答えるのが、やっとだった。


　助けてくれ、誰だれか！　特に黒川、石田！　こっちへ来て、オレを救ってくれ……！


　しかし、倉庫の中はしんと静まり返って、今や雨音の他には何も聞こえない。ドラム缶かん二個の陰かげになって、オレのいる場所からは莉子サマ以外誰も見えなかった。


「起きてくれー……おーい……」


　声を掛けて肩を揺さぶるが、彼女はもう無反応だ。彫ちよう像ぞうのように美しい横顔をこちらに向け、オレの股間に顔を埋うずめて安らかな寝ね息いきを立てている。


「…………」


　古典的な表現だが、心の中で天使と悪あく魔まが闘たたかっていた。


　はっきり言って、オレは今ヒジョーにムラムラしている。酔よっぱらった莉子サマはいつもより甘あまえん坊ぼうっぽくてかわいいし、こんなことをされたら、いくらドーテーのオレだってオサワリのひとつもしたくなるというものだ。


「莉子サマー、起きてくれよー。起きないと……」


　と何か冗じよう談だんを言おうとして、この状じよう況きようではあまりにシャレにならないのでやめた。


「気持ち悪すぎるだろ、オレ……」


　自分のスケベぶりに、我ながらゲンナリする。でも、それで頭が少し冷え、なるべく莉子サマから離はなれようと、後ろの床に両手をつき、背を反らして天を仰あおいだ。


　窓には、相変わらず雨水が筋になって流れている。倉庫の中の空気はずっしりと重く、まるで冷えたゼリーの中にでもいるような気分だ。
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「はあ……寒い……」


　そういえば、あと一ヶ月ちょっとでクリスマスだ。明後日あさつてには、クリスマス・デートの希望相手を書く予備投票がある。


　――クリスマス・デートは、別の子としてくれる？


　絽美、オレの名前を書いてくれない気なんだな。


「別の子としてくれったって……」


　絽美以外にオレが名前を書けるのは、妹尾か莉子サマのどちらかだ。


「ん……」


　そのとき、オレの膝の上で莉子サマが寝ね返がえりを打った。艶つややかに潤うるおった唇くちびるがしどけなく開き、再び下心をかきたてられたオレは、えいっとその肩をつかんだ。


「莉子サマ、あっちで寝よう！　あっちのがあったかいぞ！」


「……ん……何よぉ……」


　ムリヤリ起き上がらせると、彼女は不満げに声を上げた。ふらつくその体を支え、みんなのいる方へ連れていく。


「ほら、ここら辺で寝なよ」


「んー……」


　なんとかして莉子サマを絽美の隣となりに横たわらせようと奮ふん闘とうするオレを、彼女はとろんとした目つきで見上げた。


「ねぇ、ベッドは？」


「ないよ、そんなの……」


「布ふ団とん」


「だからないって……」


「じゃあ寝ないっ！」


　駄だ々だっ子このように言って座り込み、彼女はさっきオレから取り上げたサインペンを握る。


「顔貸しなさいよ～。もっとかわいくしてあげる」


「いいって……！　莉子サマ、寝なよ」


　オレ、一体どうしたらいいんだ……。


　周囲を見回すけれども、もはやみんな寝てしまった様子で、さっきまで起きていたはずの妹尾も向こうの壁かべ際ぎわで横になっていた。


「やだぁ～。じゃあ、アンタに描いてあげる」


　すると、目が冴さえてきた様子の莉子サマは、なんと寝ている絽美の顔に手を伸のばした。


「ちょ、ダメだって、莉子サマ……！」


　しかし、オレが止めようとしたときにはもう、彼女はペンを走らせていた。


「あああ～っ、な、なんてことを……！」


　絽美のかわいらしい寝顔に、一本の線が入った。


　斜ななめに。


「なにこれアバンギャルド！」


「じゃあ、もう一本？」


　シュッ。


「うわあ～！　顔にバッテン！　ありえないよ、莉子サマ！　これじゃ倉庫から出られても外歩けない……！」


　慌あわてふためくオレに対し、莉子サマはむっとした顔になる。


「じゃあ、アンタ直してみなさいよぉ」


「えっ」


　ペンをこちらに向けて、そんなことを言う。


「えーっと……」


　とりあえずペンを受け取ったものの、ここから修正のしようなどあるはずもない。仰あお向むけになった絽美は、起きる気配もなく熟じゆく睡すいしている。


「じゃあ、他ほかのパーツをかわいくしてみよう……」


　絽美の大きな目を強調し、キュートな唇を目立たせれば……と考えてペンを走らせたオレは、あとで考えると、飲酒もしていなかったのに頭がおかしくなっていたとしか言いようがない。そんなに手を加えたわけではないのに、美術の成績がオマケの三である実力をいかんなく発揮したオレの「作品」は、当然、悪化した。


「ちょっと～。自分こそなんなのよ、それぇ」


　莉子サマが絽美の顔を指差して笑い、無力なオレは肩を落としてペンにキャップをした。


「すまない、絽美……」


「早すぎた天才ねぇ。百年後くらいにはアートとして理解されるかもしれないわよ」


　そう言って、相変わらず危あやうい目つきのまま、オレに向かって手を差し出す。


「はい、貸して～。他の人にもやるから」


「いや、ダメだって、莉子サマ」


　これ以上の被ひ害がい者しやを出してなるものかと、サインペンを死守する。すると、彼女はオレに飛びかかってきた。


「貸しなさいよ～ぉ！」


「うわっ！」


　勢いよく押おし倒たおされ、オレは全身に感じる女によ体たいの感かん触しよくにうろたえる。


「ヤメテ！　ボクお婿むこに行けなくなる……！」


「ほーらぁ」


「む……」


　胸！　胸が！　顔に当たる……！


　さっきからの度たび重かさなる挑ちよう発はつで、オレはもうどうにかなりそうだ。大体、こんなところで揉み合って、誰かが目を覚ましたら誤解される。そう思って身をよじったとき、何かを激しく蹴け飛とばした。


　カ───ン！


　予想外の衝しよう撃げきと物音に、莉子サマもぴたりと止まる。ほとんど同時に足元へ目を向けたオレたちの顔からは、途と端たんに血の気が失うせた。


「あ……」


　自分の見たものが信じられなかった。オレが倒したのは、暖だん炉ろ代わりに使っていたドラム缶だった。中から激しく燃え盛さかる紙の山が床ゆかに飛び出し、傍そばに重ねてあったチラシの束に燃え移る。身長に近いような炎ほのおの山が、見る間に目の前で立ち上った。


「やだ……ワタシ……」


　莉子サマは茫ぼう然ぜんとして、床にへたり込んだまま炎を見つめている。


「ご、ごめんなさい……」


「いいよ、それより火を消そう！」


　火のすぐ傍には未いまだ絽美が横たわっている。衣服にでも燃え移ったら大変だ。


「瀬木くん……？」


「どうしたんだい、瀬木」


　立ち上がって消火に当たろうとしたとき、音で目を覚ましたらしい妹尾と黒川も身を起こした。


「ごめん、オレが倒した！　その辺に消火器あったよな、妹尾！」


「は、はい……！」


　妹尾が慌てて自分の足元に目を配り、赤い筒つつを抱かかえてオレに差し出した。


「ありがとう」


　側面に書いてある説明図を見ながら、オレはピンを引きぬいてホースを火に向ける。プシュー！　と激しい噴ふん出しゆつ音おんがして、視界が霧きりにかき消された。


「冷たっ……！」


　火が消えているのか消えていないのか、それすらも確かく認にんできない。暴れ馬のように動くホースを押さえつけるようにして数秒、ようやく大人しくなった消火器を捨てる。


　晴れてきた視界の先に、もう炎の色はなかった。


「……よかったー……」


　安あん堵どで全身から力が抜ぬけ、オレはへなへなと座り込む。何が起こったのか、自分でもよくわかっていなかった。


「……大だい丈じよう夫ぶですか、瀬木くん」


　しばらく茫然としていると、妹尾が傍に来て言った。


「恵え比び寿すさんも……」


「だ……大丈夫よ……」


　莉子サマも、オレと同じような状態だった。


「……中に、燃えにくい重りでも入れておけばよかったね。寝ねる前にチラシはたくさん入れておいたのだけれども」


　そう言って、黒川も近くにやってくる。


「いや、ほんと、びっくりさせてごめんな……」


「ワタシこそ……」


　オレに続いて謝あやまった莉子サマへ、オレは努めて陽気に笑いかけた。


「もう、酔よっぱらってないか？」


　莉子サマは泣きそうな顔で頷うなずいた。


「酔いも覚めたわ」


「……でも、瑞みず本もとさんと石田くんは起きなかったんだね」


「ほんとだ」


　黒川の言うとおり、絽美も石田も、騒さわぎの始まる前と何一つ変わらずに床で寝ている。


「……瑞本さん、顔に何か描かいてありません？」


「え？　いやーアハハ」


　妹尾が気づいて目を丸くするが、オレは笑ってごまかした。


　そうやって数分したときだ。


「……少し、息苦しくありませんか」


　控ひかえめな妹尾の言葉で、オレははっとした。ちょうど、オレも同じことを思っていたところだった。


「よかった、オレだけかと思った」


「僕も」


「ワタシもよ」


　そう言った莉子サマが、使い終わった消火器の筒に手を伸ばす。


「……やっぱり。これ、二酸化炭素消火器ね」


「なんだ？　それ」


「大量の二酸化炭素を噴ふん射しやすることで、火が燃えるための酸素を薄うすくして、酸欠による消火を図はかるのよ」


「ってことは……」


　オレの言葉に、莉子サマは頷く。


「使用後は、速すみやかな換かん気きが必要ってことね」


「…………」


　そんな。


　ドアは開かない。一つしかない窓は、とても手の届くところにない。寝ている人間だって二人もいるのに。


「別に、これくらいで死ぬことはないわよ」


　だが、薄く口を開いて浅い呼吸をする彼女は、充じゆう分ぶん苦しげだった。ぐっすり寝ているはずの絽美も、いつの間にか眉み間けんにしわを寄せている。


「……脱だつ出しゆつしよう」


　低い声で、オレは呟つぶやいた。頭の中にはたちまち、さっきまでの推理が蘇よみがえってくる。


「脱出……できるんですか？」


　尋たずねる妹尾に、オレは頷いた。


「ああ。でも、一つ教えて欲しい」


「なんでしょう」


「……妹尾は修学旅行中、初日からずっと夕飯後に特別入浴だったんだよな？」


「はい」


「そうだったわね。今、体調悪いんでしょ？」


　莉子サマの言葉までを聞き終えて、オレは静かに立ち上がった。


　色んな思いが、頭の中をぐるぐるしていた。でも、一番大きな気持ちは。


「……どうしてだよ」


　扉とびらの前にやってきて、解かい錠じよう用のキーボードに指を置く。


　オレからプレゼントを受け取ったときの、あのうれしそうな顔。あんな顔を見せてくれた彼女が、まさか。


　ピッ、と音がして、ディスプレイが発光する。


　オレは一刻も早くみんなをここから出さなきゃいけない。オレにはそれができるんだ。一呼吸ごとに酸素が薄くなっているのを感じるし、火も消えてしまった今、とてもじゃないけど、こんなところで一晩は過ごせない。


　でも、一いつ瞬しゆん、開かなければいいと心底思った。





　入力したイニシャルは「Ｙ・Ｓ」。





　オレたちは、倉庫からの脱出に成功した。






　第四章　嫌きらわれ男に落ちぶれたオレ





　外に出ると、雨はもうやんでいた。


「うぅ～、寒いっ！」


　マフラーに顔を埋うずめた絽ろ美みが、喉のどの奥おくから絞しぼり出すように叫さけぶ。


「十二時過ぎてんのかよ。結構長くいたもんじゃねぇか」


　ケータイを開いた石いし田だが、呆あきれたように言った。さすがに、さっきまで寝ていた二人は元気だ。


「にしても、よく解錠できたなぁ、成なる道みち」


「そうだよね。成道くん、何を入力したの？」


「まあ、ちょっとじーちゃんからヒントもらったんだ。だから、思い当たることがあって」


「ふうん」


　そう言う絽美は、まだ自分の顔に異変が起きていることを知らない。夜道は暗いし、いくら観光地とはいえもう人もほとんどいない。この分だとホテルまで何事もなく帰れてしまうんじゃないか。むしろ、いつ彼女に切り出して謝あやまろう。


　そう思っていたオレは、タクシーの通りそうな大通りへ向かう途と中ちゆう、街灯の下を通ったときの石田の反応で、いっそのことホッとした。


「うわっ！　なんだそりゃ……！」


　ヤツの視線は、絽美の顔に向いていた。


「え？　え？」


　絽美はきょとんとしている。オレは今やすっかり素面しらふに戻もどった莉れい子こサマと目を合わせ、気まずく微び苦く笑しようした。


「……絽美、ごめん」


　莉子サマが取り出してくれたコンパクト型の鏡を渡わたし、オレは謝る。


「……？」


　グロテスクな顔でかわいらしく首をかしげた絽美は、鏡を開いて絶句した。


「な、何これ……」


「ごめん……」


　言い訳はしないぞ。彼女の顔をこんな風にしたのはまぎれもなくオレだ。


「ワタシが最初にやったのよ……。ごめんなさい、早く帰って落としましょう」


　莉子サマもしおらしく頭を下げる。


　絽美は何がなんだかわからないという顔で、鏡とオレたちに交こう互ごに視線を向けた。そして。


「……ぷっ」


　こらえ切れないといった様子で、吹ふき出した。


「アハハ、もうやだ、変な顔ーっ……！」


「ろ、絽美……」


「これ、描いたのほとんど成道くんでしょ？」


「う、うん」


　一年の頃ころずっと一いつ緒しよのクラスで授業を受けていたので、絽美はオレの美術の腕うで前まえを知っている。オレくらい絵心のないヤツはふつう音楽を選せん択たくするのだが、オレは歌を歌えばのどちんこが飛んでいき、楽器を奏かなでれば床ゆか下したのゴキブリすら悶もだえ苦しむという、芸術の神からはことごとく見放された存在だった。


「ヒヒヒ、しっかし、ヤベぇな。これが、あの瑞みず本もと絽美かよ」


　そのうち石田も笑い出し、オレたちはいつの間にかみんな笑っていた。


　ただ一人を除いて。


「……いや。素す晴ばらしいよ、瀬せ木き」


　わずかに頰ほおを紅潮させ、黒くろ川かわは爛らん々らんと輝かがやかせた瞳ひとみで絽美の顔を見つめていた。


「すごくきれいだ」


「えっ……!?」


　絽美本人はもちろん、これには莉子サマや石田も仰ぎよう天てん顔がおだった。


「な、何言ってるのよ、アンタ……」


「そうだぜ、冗じよう談だんならもうちょっとわかりやすく言えっつうの」


「いや、僕は本気だよ。こんなかわいい女の子は今まで見たことがない」


　それを聞くと、絽美はうろたえた様子で俯うつむいた。いくら容姿を褒ほめられることには免めん疫えきのある彼女でも、こんな顔のときに絶賛されるとは思わなかっただろうから不意打ちだ。しかも、相手は正しよう真しん正しよう銘めいのイケメン、黒川将しようである。


　そう考えて、少しヒヤッとした。


「あ……ありがとうな、黒川！」


　とりあえず自分の画力を賞賛されたということで、礼を言う。それから、ヤツと絽美の間に割って入って歩き始めた。


「ささ、早く帰ろう！」





[image: ]


　我ながら、子どもっぽい行動だったと思う。少し歩くと、隣となりの絽美がオレを見上げて微ほほ笑えんだ。その顔は、落書きした自分で言うのもなんだけど、やっぱりキレイというよりはおもしろくて。


　そんな絽美の顔でも心からかわいいと思えない自分が、少し嫌いになった。





　　　　　☆





　タクシーで帰ったオレたちは、ロビーで待っていた真ま弓ゆみ先生に迎むかえられた。鬼おに沢さわとじーちゃんから事情を聞いていたということで、覚かく悟ごしていたお咎とがめは一いつ切さいなかった。


「倉庫での一部始終は、私たち教職員も見させてもらいました」


「えっ……!?」


　ってことは、例によってまたどっかにカメラや何かがついていたってことか。


「でも、じーちゃん、どうしてオレたちがあの辺あたりに行くってわかったんだろう……」


「どのみち、貴方あなたがたはあの倉庫におびき出されることになっていたのよ。誘さそい出す手間が省けたと理事長が喜んでいらっしゃったわ」


　てきぱきと説明した先生は、そこで晴れやかに微笑んだ。


「理事長からの試練、よくクリアしたわね。今日の行動や言動から、私たちは瀬木君の『性格』の評価を見直すことにしました」


「ま……」


　マジっすか、先生！


「残り二日、頑がん張ばりなさいね」


　先生からの激げき励れいを受けて、オレは身内に力がみなぎるのを感じた。そして、グッと拳こぶしを握にぎりしめる。


　そうだ。いつまでもこんな気持ちでいちゃいけない。オレはカップル試験を頑張るんだ。気になることは、一つずつ解決していこう。





　翌日は、小お樽たるに移動して自由行動の予定だった。


「妹せ尾お、ちょっといいか？」


　ホテルの朝食会場で、バイキングの料理を取っているときにオレは言った。


「……はい」


　振ふり向いた彼女は、気のせいか緊きん張ちようしているように見えた。


　オレたちは、窓まど際ぎわの席に向かい合って座った。朝の食事だけは、グループごとではなく、空いている席どこにでも着いていいことになっていた。


「いただきます」


　妹尾はいつものように両手を合わせて言った。それから箸はしと茶ちや碗わんを取って、バランスよく皿に盛りつけたおかずを口に運んでいく。


　妹尾はおいしそうにご飯を食べる。以前そのことを本人に言ってみると、彼女は笑ってこう答えた。


　――わたしがおいしそうに食べないと、弟が手をつけませんから。きっとそれが癖くせになっているんです。


　お母さんを亡なくしてから、この娘こはこうやって、いつも自分以外の人のことを考えて生きてきたんだ。自分のやりたいことも我が慢まんして。


　そんな彼女が、どうして。


「……なあ、妹尾」


　豆とう腐ふとわかめの味み噌そ汁しるをすすりながら、オレはできるだけさりげなく言った。


「イヤだったろ？　男湯の脱だつ衣い所になんか入るの」


　すると、妹尾は一いつ瞬しゆん手を止めた。オレを見つめて、束つかの間、身じろぎもしない。


「……ごめんなさい」


　目を伏ふせた彼女は、罪悪感の塊かたまりのような顔をしていた。


「別にいいんだ。済んだことだし、結局は減点になる前に先生に出してくれたし。それより、どうして妹尾がそんなことをしたのか知りたくて」


　オレが言っている間に、彼女は箸と茶碗をテーブルに置いた。


「……瀬木くんを、困らせたかったんです」


「え……？」


　驚おどろいて聞き返したが、彼女はオレと目を合わせようともしない。


「なんで？　オレ、なんかした？」


　だって、あの妹尾がこんなことを言うんだ。誰だれだって焦あせるだろう。


　文化祭の日、一人ぼっちになってしまったオレに手を差し伸のべてくれた彼女が。優やさしさでできているみたいな彼女が。


「……よかったです。気づいてくれないのかと思いました」


　愕がく然ぜんとするオレに、彼女はさらに衝しよう撃げき的な言葉を投げかけた。





「わたし、瀬木くんのこと、嫌きらいになったんです」





　　　　　☆





　その日の午前中のことは、よく覚えていない。昼食を終えて小樽で解散した後、気がつくとオレは運河の前の道に茫ぼう然ぜんと立っていた。


「まったく、なんて顔してんのよ」


「……莉子サマ」


　しかし、彼女以外のメンバーは周囲に見当たらない。


「あれ？　みんなは？」


　オレが聞くと、莉子サマは「うそでしょ？」と片かた眉まゆを上げる。


「それぞれお土産みやげ買ったりしたいからって、三十分後に集合することにして解散したじゃない」


「えっ、マジ？」


「『マジ』よ」


「マジかー……」


　なんとも中身のない会話に、人生の貴重な数秒を使ってしまった。


「……何か、あったの？」


「えっ、ああ、いや」


　気き遣づかうような彼女の視線に気づき、なるべくいつもの調子で首を振る。


「……っていうか、いいのか、莉子サマは。買い物行かなくて」


「いいわ。食べ物なんか、食べたいと思ったときに取り寄せればいいんだし。現地でここぞとばかりに目の色変えて買い込むなんて、貧びん乏ぼうくさいことこの上ないわよ」


　さすがのセレブ発言に、オレは感心する。


「……莉子サマは、いいよな」


　はあっと息を吐はいて、目の前の運河を眺ながめた。白っぽい冬の晴天の日差しに、暗色の水みな面もがきらきらと輝いている。


「……何がよ？」


　同じ方向を見て、莉子サマが腕うで組ぐみした。


「何もかもだよ。大金持ちで、すげー頭が良くて、すげー美人で、世の中で思い通りにならないことなんて、何もないだろ」


　そうよ、だってワタシは恵え比び寿す家の次期当主ですもの。


　オレが期待したのは、そういういつもの強気な言葉だった。ところが。


「……そう、でも、ないわよ」


　沈しずんだトーンで、彼女は答えた。


「え……？」


「人の気持ちだけは、お金や頭脳じゃどうにもならないわ」


「そんなことないだろ？　オレ、もし、じーちゃんがお小こ遣づかいいっぱいくれるおじいちゃんだったら、きっと今ごろ大好きになってるぜ。人なんて案外現金だって」


「……鈍にぶいわね、アンタ」


　能天気に答えたオレに、彼女は少しイラついた声になった。


「ワタシが言っているのは、恋れん愛あいの話よ」


「ああ……」


　それで、オレはちょっと考えた。


「でも、お金持ちだから好きになるーって人もいるんじゃないのか？」


「じゃあ、アンタはそういう男なわけ？」


「え？」


　見ると、莉子サマは怒おこったような厳いかめしい表情でオレを見つめていた。


「……いや。違ちがうけど……」


「だったら、そんな議論、意味がないわ」


　なんの話になっているのかよくわからず、オレは沈ちん黙もくする。


　しばらくそうやって二人で運河を眺めていると、やがて彼女が再び口を開いた。


「……ワタシ、そんなにすごい女の子に見える？」


「え……？」


　オレはまた隣を見るが、今度は目が合わなかった。


「すごいと……思うよ。オレ、キミみたいな娘には出会ったことないよ」


　言っているうちに、色々なことを思い出してきた。


「昨日きのうだってさ、カッコよかったな。閉じ込められた倉庫で、オレたちオロオロしてるだけだったのに、テキパキ火を点つけてくれたりさ。あれも、莉子サマが物知りで、機転が利きく娘だったからできたんだよな」


「そういうアンタだって、ちょっとカッコよかったわよ」


「え……？」


　オレ何かしたっけと考えていると、莉子サマは照れ隠かくしのように咳せき払ばらいした。


「ワタシのこと、かばってくれたでしょ。火を倒たおしたのも、あの子の顔に落書きしたのも、ワタシがみっともなく酔よっぱらってたせいなのに」


「ああ……いや。だって、ドラム缶かん蹴けっ飛ばしたのも、絽美の顔をヘンにしたのも、直接的にはオレじゃんか」


「……アンタのそういうところ、嫌いじゃないわ」


　ツンとした声で、彼女は言った。


「え……ありがとう」


　いいんだよな？　ここは、お礼を言っても……。


「ワタシも、アンタみたいに素す直なおに振る舞まえてた時期があったのよ」


　戸と惑まどっていると、彼女はふとそんな話を始めた。


「ずーっと昔の、本当に幼い頃ころだけどね。お金には困ってなかったけど、そう広くないマンションに、ママと二人で暮らしてた頃。自分に父親がいるってことも、よく理解していなかった頃よ」


　それでオレは、彼女の複雑な家庭環かん境きようを思い起こした。


「その頃は、周りの子と同じつもりで毎日過ごしていたわ。でも段々と、自分には望めば手に入るものがたくさんあることに気がついたの。それらをすべて手に入れるだけの資格と才能があるんだって自覚してから、ワタシは変わったわ」


　それはきっと、他ほかの兄きよう弟だいを蹴け落おとして、恵比寿家の時期当主の座を手に入れようと奮ふん闘とうしていた時代のことを指しているんだろう。


「ワタシは望んだものを手に入れた。地位と名めい誉よ。毎日会う同級生たちの中で、それを手にしている人は誰もいないわ」


「それは、本当にそうだな……」


「でも、並外れた地位と権力は、ワタシをどんどん窮きゆう屈くつにしていったわ」


「え……？」


「周りに『すごい』って思われることが、プレッシャーになることもあるのよ。『すごい』自分でいなきゃって、自分にいつも言い聞かせることになるから」


　その目は運河の向こうを見つめ、何かを懐なつかしむかのように細められている。


「『ワタシはこの子たちとは違うんだ』って自負が、ずっと他人を遠ざけていたわ。周りも、ワタシを雲の上の存在のように扱あつかった。だから、アンタとの出会いは衝撃的だったのよ」


「ああ……」


　確かオレ、初めて莉子サマと話した日、絽美へのケーキをつまみ食いした彼女に怒ってビンタしたんだった。今考えても、神をも恐おそれぬ振る舞いだったと思う。


「あのときは、ごめん。女の子に手を上げたりして……」


「いいのよ。アレがなかったら、ワタシきっと、他人にあそこまでしてかかわろうと思わなかったと思うから」


　莉子サマはさらりと言って微ほほ笑えんだ。ちょっと和なごんだ感じになっているところなんなのだが、「あそこまで」のレベルが、ＳＰを使ってオレを追いかけ回すことだったというのを考えると、この娘こはいちいちカゲキだ。


「おかげで、人生がもっと楽しくなったわ。ワタシ、お父様のことは今でも好きじゃないけど、この学校に入れてくれたことだけは感謝してるのよ。恋こいも、できたし」


「へえ～……って、え？」


　オレが言葉を止めると、彼女は頰ほおを染めてこちらを見た。


「臨海学校のとき、アンタ、ワタシを叱しかってくれたわよね。『自分を大切にしろ』って。生まれて初めてだったのよ。お父様以外の男の人に叱られるの。うれしかったわ。ワタシのことを真しん剣けんに考えてくれる男の人がいるんだって、そう思ったら、いつの間にか……」


　その先は言わずに、莉子サマは俯うつむく。


　――リコちゃんはな、おまえのことが好きなんだよ。


　文化祭のときの四し条じよう先せん輩ぱいの言葉が、頭の中に蘇よみがえった。


「あの子たちがうらやましいわ。ワタシ、酔っぱらわなきゃ甘あまえることもできない」


「え……？」


　ドキドキして、ただでさえ乏とぼしい読解力が半減している。


「難しいわね。頑がん張ばったからって、報むくわれるとは限らない。ワタシ、努力するのは得意なんだけど」


　そう言って、彼女は大きく嘆たん息そくしてみせた。


「……ワタシが、どうしてハーフだってことを言いたがらないか、教えてあげるわ」


「う、うん」


　話の展開が早く、オレは胸を逸はやらせながら頷うなずくことしかできない。


「世の中の人間は、いつも『頑張らないための理由』を探しているの。つらいものね、努力は。だから、優すぐれた人間を見ると考えるの。あの人は頑張ったのか？　いや、理由はもっと他ほかにある。だから、自分が頑張ってもしょうがないんだ。実力が違うんだ、って」


　思い当たることがありすぎて、なかなかに耳の痛い話だった。


「頭のいい同級生を見ると、その理由を探すの。そして親が医者だってわかると、やっぱりね、遺伝か、って納なつ得とくするのよ。ワタシの場合、親が医者っていうのは、もうみんな知っているからしょうがないわ。でも、恵比寿莉子はハーフだから、キレイなのは当たり前、英語ができるのも当たり前。そういう風に思われるのが、ワタシはイヤだったの」


　彼女の口調には、徐じよ々じよに熱がこもってきていた。


「ワタシの努力を、そんな単純な理由に結びつけて欲しくなかった。今のワタシは、ワタシの努力の賜たま物ものよ。白人とのハーフの子の髪かみや肌はだは、純じゆん粋すいな日本人のそれより手入れが難しいし、ネイティブの母親と英会話ができるからって、日本の学校の英文法でいい点数が取れるとは限らないわ」


　そう言う莉子サマを、道行く観光客が振ふり返って見ていく。それは彼女の声が大きくなっていたせいもあったと思うけれども、やっぱり、彼女の類たぐい稀まれなる容姿は人目を引くのだ。


　でも、その事実を受け入れた上でこんな風に言える彼女を、彼女のそういうところこそを、オレは「すごい」と思う。


「……莉子サマは、強いよな」


　感動すら覚えて呟つぶやいたオレに、彼女は控ひかえめな視線を投げかけた。


「そんなこと……ないわ」


　今までとは打って変わった、小さな返答だった。


「強くなんか、ない」


　溢あふれそうな想おもいを抑おさえつけているかのように、細かく声を震ふるわす。彼女が伏ふせていた目を上げ、オレたちの視線が合ったとき、その色っぽさに思わずドキリとした。


　そこに普ふ段だんの強気な表情はなく、年相応にか弱い、抱だきしめたら壊こわれてしまいそうな繊せん細さいな美少女の姿があった。


「だから……」


　彼女はこちらに手を伸のばし、オレのコートの胸の辺あたりをきゅっとつかむ。その危あやうい瞳ひとみに吸い込まれそうになったとき、彼女は、はっとした様子でオレの服を離はなした。


「……？」


　何が起こったのかと見ていると、莉子サマは普段の調子に戻もどって微び笑しようした。


「……ワタシ、強くはないけど、正々堂々としていないことは嫌きらいなの」


　そう言って、自じ嘲ちようのように口元をゆがめて目を逸そらした。


「恋愛するには、損な性しよう分ぶんかもしれないわね」


　それだけ言って歩き去ろうとする彼女の背中を、オレは思わず呼び止めた。


「莉子サマ！」


「……何？」


　振り返る彼女へ、苦し紛まぎれに言った。


「莉子、って呼んでいいんだっけ……？」


　この気持ちが、恋なのかどうかはわからない。


　でもオレは彼女のことをとても好きだし、人間としてめちゃくちゃ尊敬している。どういう言葉でもいいから、なんとかしてそのことを伝えたかったんだ。


「……いいわよ。でも」


「ん？」


「それなら、先にあの子のことを名前で呼んであげてね」


　彼女が目線で示したのは、運河の向こう側の道からこちらへ歩いてくる妹尾だった。


「妹尾……」


　たちまち朝のことを思い出して、莉子サマと話す前の混乱状態に戻ってしまう。


　――わたし、瀬木くんのこと、嫌いになったんです。


　うそだろ？


　うそだよな、妹尾……。


「妹尾！」


　莉子サマが歩いていってしまってから、オレは彼女に近づいて声を掛かけた。


「……瀬木くん」


　オレを見ると、妹尾は素す早ばやく左右を見み渡わたした。それから、急に表情を強こわ張ばらせる。


「なあ、妹尾。朝言ってたことだけど……」


「あれがすべてです」


　そう言って、彼女は莉子サマのあとを追うように踵きびすを返した。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ。少し話を……」


「したくないです」


　背後から食い下がるオレに、彼女は振り返りもせずに言った。


「わたし、もう瀬木くんとは話しません。わたしと話をするくらいだったら、瑞本さんと話をしてあげてください」


「えっ……」


　そうして、彼女は走っていってしまった。


　その後も、ずっとそんな調子だった。妹尾は意外に頑がん固こで、それ以上はどうしても話を進めることができない。大体、話をしようとするとすぐに絽美を呼んできてオレと二人にさせたりしようとするものだから、落ち着いて話をすることも難しかった。その絽美との関係だって、なんとなくぎくしゃくしたままなのだ。


　そんな中で、五日目の観光が終わろうとしていた。





　　　　　☆





「今夜は最後の夜なので、十時の一いつ斉せい点検まで、特別に夜の外出を許可します」


　その夜、夕飯のあとに真弓先生がそんなことをアナウンスした。


「明日はいよいよ予備投票ですから、意中の異性を誘さそって街へ出るのも、いいかもしれませんね。あくまでも、羽は目めを外さない範はん囲いでね」


　食事会場が一気に色めき立つと、先生は釘くぎをさすように付け加えて言った。


「それでは解散です」


「……意中の、異性……か」


「おい、成道！　どこ行くよー？」


　センチメンタルに呟いたオレは、石田から能天気に話しかけられてガックリした。


「おい、オマエ、真弓先生の言ったこと聞いてたか？　ここはやはり女子とだな……」


「んあ？　だってうちのグループ、もう俺らしかいないぜ」


「えっ!?」


　それで辺りをキョロキョロすると、騒そう然ぜんとした食事会場には、確かに他のメンバーの姿は見られない。


「絽美は!?」


　目を血走らせて、そう尋たずねた。


「まさか、黒川か……？」


「違ちげぇよ。瑞本絽美は恵比寿莉子とキャピキャピ外に出てったぜ」


「そ、そうか……」


　我ながらみっともなく取り乱してしまったと反省していると、石田はさらに続けた。


「黒川なら、妹尾雪ゆき菜なとどっか行ったぜ。デキてんじゃねぇの、あいつら」


「え……」


　思いがけないことを言われ、一いつ瞬しゆん思考が停止する。


「大体よぉ、なんだよ、『幼なじみ』って。そんなもんいたら人生バラ色じゃねぇか。家も行き来し放題で、朝も起こしに来てくれたりすんだろ？　俺にだってそんなもんいたら、いつまでもドーテーなんかやってねぇっつうの」


　石田の愚ぐ痴ちっぽい呟きは、オレの耳を右から左へ通過していく。


　――わたし、瀬木くんのこと、嫌いになったんです。


　まさか、そういうことなのか？


　黒川とうまくいったから、オレのことが嫌いになったのか？


　――妹尾ってさ……、昔、黒川と付き合ってたり、とか、したのか……？


　――それはないです。


　文化祭のときにはあんな風に言ってたけど、でも……。


　オレが思い出したのは、あのときカジノ喫きつ茶さで言葉を交かわしていた二人の親密な空気だった。


　幼なじみなんだもんな。小さい頃ころからお互たがいを知ってて、オレの見たことない顔、入り込めない記き憶おく、色んなものをいっぱい共有してるんだ。


　その上、相手はあの黒川だ。修学旅行で長く行動するうちに、何かのきっかけで恋こい心ごころが芽生えたとしたって全然不思議じゃない。だけど……。


　――瀬木くんから初めてもらった、大切なものですから。


　だったらどうして、あんな顔して、あんなこと言ったんだよ……。


「……じゃあ、決まりだな」


　ぎりっと奥おく歯ばを嚙かみしめたとき、石田が仕切るように言った。


「は？」


「だからよぉ、俺たちのこれからの予定は、黒川たちを尾つけるってことでいいんだろ？」


「な、なぜ、そんな話に……」


「一人でリア充じゆうの世界へ抜ぬけ駆がけしようったって、そうはいかねぇぜ、黒川よ」


　ヒッヒッヒと意地悪く笑う石田には、ただならぬ気き魄はくすら漂ただよっていた。


「そりゃオレだって、気になることは気になるけど……」


「だったら話は早はえぇ。とっとと行こうぜ！」





　そういうわけで、ともかくオレたちは食事会場を出た。大急ぎで玄げん関かんに向かうと、早さつ速そく二人の姿をフロント付近で発見する。


「イイ感じじゃねぇか、オイ」


「そうだな……」


「くそーっ、俺なんか、中学に入ってから女子と二人で歩いたことなんか一瞬だってねぇのによぉ」


　共学でそれはさすがにウソじゃないかと思ったが、面めん倒どうなのでツッコむのはやめた。


　黒川と妹尾は、他の多くの生徒たちと同様、少し歩いて街の賑やかな方へ向かった。そうしてしばらく運河沿いに歩き、人通りが少なくなった辺りで立ち止まる。薄うす紅べにの玉のごとき街灯の光に照らされた夜の運河は、静せい謐ひつで、童話の世界のように幻げん想そう的だった。


「……やっぱり、買い物とかの用事で来たわけじゃねぇんだな」


　石田が、張り込み中の刑けい事じのような口調で言った。


「よし、あそこに行くぜ、成道」


　ヤツが指差したのは、二人の前にある階段だ。運河には、自動車も走る普ふ通つうの道路と、運河にごく近い石いし畳だたみの遊歩道が二本並走していて、黒川たちは道路から遊歩道へ下りるスロープの終わりの方に立ち止まっていた。低い石の壁かべ一枚でスロープと隔へだてられた階段の側で二人の様子を見ようというのが、石田の魂こん胆たんらしい。


「えっ、でもバレるだろ？　すげー近いぞ」


「馬ば鹿か野や郎ろう、近くに行かねーと、二人の会話が聞き取れねぇじゃねぇかよ！」


「…………」


　なんでそんなにマジなんだ、石田……。


「黒川よぉ、俺は悲しいぜ。おまえはドーテーの星だったじゃねぇか……」


「わ、わかった。行くぞ、石田」


　怨うらみ言を紡つむぎながら泣きそうな顔をしているヤツと共に、オレはまず、二人の目を盗ぬすんで階段から遊歩道に下りた。それから二人の正面に当たる地点へ歩いていき、静かに腰こしを下ろして準備完かん了りようだ。


「……？」


　しかし、しばらく経たっても会話は聞こえてこない。オレは石田と目配せし合い、数歩移動して、石の壁の終わりからそろりと顔を出した。


　妹尾と黒川は、やはり何も話していなかった。二人は運河に向かって横に並び、黙だまって水の流れと夜空を見つめている。


　こ、この雰ふん囲い気きは……。


　半信半疑だったオレも、さすがに二人の間に桃もも色いろの空気を感じ取り始めたときだった。


「……僕で、よかったのかい？」


　黒川が口火を切った。


「ええ……。わたし、黒川くんと話したくて」


　いきなりの本題らしき話しぶりに、オレは頭を引っ込めて耳を澄すます。


「わたしたち、いつまでこんな関係のままなの……？」


　それを聞いたときの、オレと石田の反応といったら。何を妄もう想そうたくましくしたのか、石田など白目をむいて卒そつ倒とうしそうであった。


「わたしが聖☆ジュウに入るって決めたとき、わたしたち喧けん嘩かして……。今までの関係をリセットするって約束したから、今までずっとそれを守ってきました。でも……」


「妹尾さん」


　黒川が、彼女の言葉を穏おだやかに遮さえぎった。


「僕も、君に同じことを言いたいと思っていたんだ」


「……じゃあ……」


「でも、その前に謝あやまらせて欲しい」


　そう言って、ふと改まった口調になる。


「あのときは、僕が悪かった。ごめん」


　驚おどろいているのか反応に困っているのか、妹尾は黙っていた。


「君も気づいていたと思うし、もう時効だから言うけど、中学の頃、僕は君のことが好きだった」


　オレは、再び石田と顔を見合わせた。


「でも、君にはその気がないのがわかっていたから、何も言わなかった。それなのに、わざわざ僕と同じ高校を受けて入学する君に、僕は苛いら立だちを抑おさえられなかったんだ。正直に言えば、無神経だと思った」


　自分のことじゃないのに、胸がドキドキする。


　黒川が昔、妹尾のことを……？


「……黒川くんは、わたしと似てるから」


　そこで、沈ちん黙もくしていた妹尾が口を開いた。


「一いつ緒しよにいると、居い心ごこ地ちが良くて。言わなくても伝わることがいっぱいあって。でも、それに甘あまえ過ぎてたんだって、あのとき喧嘩して初めて気がつきました」


　いつの間にか、オレは壁から再び首を出していた。


「……わたし、好きな人ができたんです。ここの入試の日に」


　うっすら頰ほおを赤らめ、妹尾は重大な秘密を打ち明けるように囁ささやいた。


「そのときはそんな風には思っていなかったけど、今思うとそうだったんです。あの日からずっと忘れられなくて、気がついたら入学を決めてて。黒川くんに怒おこられても喧嘩しても、絶対に譲ゆずれなかったんです」


　そして、最後にしんみりと言い添そえた。


「今でも……ずっと好きなんです」


「……そうだったんだね」


　ややあって、黒川が呟つぶやいた。


「彼はいい男だよ。君に合っていると思う」


　すると、妹尾はぐるんと首を振ふってはにかんだ。


「そういうこと言うの、やめてください。あてずっぽうでも、うれしくなるから」


「根こん拠きよならあるよ。僕と君は似ているんだろう？」


　顔を上げた妹尾に、黒川は微ほほ笑えんだ。


「だったら、僕の最高の友達が、君の最高の恋こい人びとになれないわけがない」


　その辺りで、オレはようやく確信した。


　今、二人はオレのことを言ってると思って……いいんだよな？


　ってことは、やっぱり妹尾はオレのことを嫌きらいになったわけじゃないのか……。


「……ということを今の僕が言うのは、あざとい気がするからやめた方がいいかな」


「……？」


　黒川の意味深な発言に、妹尾はオレと同じような顔になる。


「僕も、気になる人ができたんだ」


「えっ」


　思わず声を上げてしまったオレは、石田に後頭部をひっぱたかれ、壁のこちら側に頭を引き戻もどされた。


「バカヤロウ、気づかれたらどうすんだよ」


「スマン、びっくりして……」


　オレたちが小こ競ぜり合いしている間にも、二人の会話は進んでいた。どうやらオレの声は聞こえていなかったようで、ほっと一安心する。


「一緒に頑がん張ばろう。……まあ、僕の方は頑張れないと思うけど」


「わたしだって……頑張れません」


　妹尾は力なく答えた。


「頑張っちゃいけないんです。あの人を困らせるだけだから……」


　それから、鞄かばんか何かをゴソゴソやる音がした。


「これ、預かっておいてくれませんか……？」


「なんだい、それ」


「その人からもらったんです。すごくうれしかった。死ぬほどうれしかった。でも……」


　ちょっと言い淀よどんで、彼女は呟いた。


「あの人は、瑞本さんのことが好きなんです」


　オレはうなだれ、足元の石畳を見つめた。


　たぶん、妹尾が今取り出したものは、あのガラスの靴くつだ。


「…………」


　ふと気になって振り返ると、石田はヒガミの化け身しんのような顔をしてオレを見ていた。


　向こうからは、黒川の声がしている。


「そんなことはわからないよ。人の気持ちは変わるから」


「変わりません。少なくとも、わたしは」


　それで、黒川は押おし黙った。


「……それに、ヴィーナスは瑞本さんだから。わたしがあの人に選ばれることはないんです。でも、あの人は優やさしいから、わたしにもこんな風に気き遣づかいをしてくれるんです。それがうれしくて、辛つらくて」


　ショックだった。


　オレ、妹尾にこんな思いをさせていたのか。


　絽美に買ったプレゼントの余りで、自分で持っているのもなんだから。ほんのちょっとでも喜んでくれたらって、そう思っただけだったのに。


「昨日きのう、これを失なくしたかもって思ったとき、本当に悲しかった。絶対に失くしたくないって思っていたから、信じられなかった。訳がわからなくなって宿を飛び出してしまって、それでみんなに迷めい惑わくをかけて……」


「それが、これなのかい」


「はい」


「そんな大事なもの、どうして他人に預けたり？」


「……ずっと怖こわかったんです、わたし。新しく大事なものを持つのが。失ったときの悲しみが大きすぎるから。昨日、改めて思ったんです。もうこんな思いはしたくないって」


　しばらくの沈黙があって、オレは石田の顔色をうかがいつつ、そろそろと壁から頭を出した。


「……これ、どうすればいいんだい」
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　妹尾と向き合った黒川の手には、白い紙包みがあった。それは間ま違ちがいなく、オレが昨日、彼女に渡わたしたものだった。


「どうしてもらってもかまいません。邪じや魔まだったら、わたしの見えないところで捨ててください」


「そんなことはしないよ」


　きっぱりと、黒川は言った。


「大事に取っておく。必要なときには言って欲しい」


「そんなときは、来ません。たぶん、わたしが死ぬまで」


「そうかい？」


　頑かたくなに首を振る妹尾へ、黒川はなだめるように言う。


「一生というのは長い。何が起こるかわからないよ」


「長い、一生……？」


「そうだよ。確かに、世の中には若くして亡なくなる人もいるけど、白しら髪がになって腰こしが曲がって、天てん寿じゆをまっとうするまで生きる人もいる。君がどちらかはわからない。もちろん、僕も」


　妹尾は俯うつむいて、何も言わなかった。


「僕が先に死んだら、君が望まなくても、これは君のところに返るよ。君のものだとわかるように保管しておくから、当然そうなるだろう」


　顔を上げた妹尾は、けれども、黙だまったまま目を伏ふせる。


「そうしたら、これは僕の形見ということにもなる。大切なものにそんな余計な思い出が加わって、それでもいいのかい」


「……大だい丈じよう夫ぶです。そんな頃ころには、もうこんな気持ちではいないだろうし」


「君の気持ちは、変わらないんじゃなかったのかい」


　そこで妹尾は、はっとした様子だった。


「大切なものと一緒に生きていくのは、勇気がいるけど、素す敵てきなことだよ」


　低く温かい声が、冷たい空気の中でよく通る。


「瀬木たちと仲良くなって、僕はそれを改めて思い知った」


「でも、わたしは……」


「僕は、大切なものをなくして悲しむ君の姿も、それ以前の元気な君も両方知っている。君は、その勇気を持てる人だと思う」


　何か言いかけていた彼女は、そう言われて押し黙った。


「もし、今どうしても辛いというなら、ちょっとの間だけ、これを預かっておくよ。僕が生きているうちに君に返そう」


　受け取った包みをコートのポケットにしまい、黒川はそう言った。


「……でも、今の話で少し安心したよ」


「え……？」


「死ぬまでずっと、僕と友達でいてくれるつもりなんだね」


　オレには「幼なじみ」と呼べるほど昔から親しい知り合いなんかいないし、仲のいい異性だって、今同じグループにいる三人がようやく思いつくだけだ。


　だから、二人の関係も、お互たがいに対する気持ちも、本当のところはまったくわからない。でも、このとき確かに、今まで二人の間に時たま見えた結び目のような緊きん張ちよう感かんが解け、まっすぐな糸になって新しい関係の中に織り込まれていくのを感じた。


「……もちろんです」


　妹尾は微笑んだ。


「よかった」


　それを見て、黒川も微び笑しようしたのだと思う。ヤツは後ろ姿しか見えないから、これはオレの想像だ。


「君が孤こ立りつしていた中学のとき、他ほかに友達がいないから一いつ緒しよにいてくれと君は言ったけど、当時の僕にとって、君は本当の意味で友達ではなかった」


　妹尾の表情が、ほんの少し翳かげった。


「あの頃、君が僕を好きにならなくてよかったよ」


「好きじゃないわけじゃ……ないですよ。昔も、今も」


　視線を低空でさまよわせながら、彼女はそう呟つぶやく。


「だけど……」


「言わなくていいよ。わかってるから」


　朗ほがらかな声で言って、黒川は頷うなずいた。


「その先を聞いたら、男としての自信がなくなる」


　元々ほとんどないのに、と笑う親友を、オレは心から好ましく思う。石田がいなかったら、もう壁かべの向こうへ出ていってしまって、その背中を叩たたいてやっていたかもしれない。


　こんないい男に好かれてたんだな、妹尾。それなのに、彼女が好きになったのは……オレ、なのか。


　自分で言うのもなんだけど、本当に謎なぞだ。百人の女性がいたら百人とも、オレより黒川を選びそうな気がするのに。


「じゃあ、僕は先に帰るよ。ここは明るいし、人も多いから大丈夫だろう」


「はい」


　そんなことを考えているうちに、話を終えた二人は別れの雰ふん囲い気きになった。オレは慌あわてて頭を引っ込める。


「雪菜」


　黒川の声が飛んで、オレは身じろぎを止めた。


「……って、また昔みたいに呼んでもいいかい？」


　頷いたような間のあとで、妹尾の声がした。


「はい、将くん」


「ありがとう」


　そうして、黒川は去っていった。


　……と思ったのだが。





「あれ？　君たち」


　どういうわけか、黒川は階段の方にやってきた。オレたち三人は鉢はち合あわせになる。


「……どうしたの、将くん」


　そこへ、妹尾の声が降ってきた。オレと石田は思いきり首を横に振ふり、黒川に沈ちん黙もくをお願いする。


　もし、彼女に今の会話を盗ぬすみ聞きしていたとバレたら、一体明日からどんな顔をして会えばいいのか。


「……なんでもないよ。僕は下の歩道を通って帰るから」


　黒川は何食わぬ様子で答えて、オレたちと共に階段を下りた。


「何していたんだい、こんなところで」


「黒川こそ、なんでこっちに……」


「妹尾さんに言った通りだよ。下の道を通って帰ろうと思ったんだ。いずれにしろ上に上がらないといけないけど、その方が、彼女が帰りやすいと思って」


「ああ……」


　確かに、いくらわだかまりが解けたとはいえ、今の話の直後は早く別れたいもんな。


「……なるほど。君たちも人が悪いな」


　オレたちの反応を見て、ヤツも事情を把は握あくしたらしい。ほんの少しふてくされた顔をする黒川は新しん鮮せんではあったけれども、オレたちは慌てた。


「ご、ごめん、ほんの出来心で……！」


「すまねぇな、成道のヤローがどうしても聞きてぇって言ってしょうがなくて」


「な……!?　それはむしろオマエの方だろ、石田……！」


「へぇへぇ、そういうことにしておいてやるぜ」


　石田はピューと口笛を吹ふき、一人ホテルの方へ帰っていってしまう。まさかの裏切りにあったオレは、一気にてんてこまいの窮きゆう地ちに陥おちいった。


　そんなオレを見て、黒川は顔をほころばせた。


「……いいよ。聞いていてくれたなら、かえって事情を話す手間が省けた」


　そう言って、ヤツはポケットに手を入れる。


「これ」


　手て渡わたされたのは、先ほど妹尾が黒川に渡した包みだった。


「え……？」


「君から妹尾さんに返してあげて欲しいんだ。なんて言って君に渡そうかと思ったけど、全部聞いていたんだろう？」


「う、うん……。でも、オレが渡しちゃっていいのか？」


「君が渡すから、いいんだよ」


「しかも、いつ返せばいいんだ？」


　だってオマエ、確か「生きているうちに返す」とか気の長いこと言ってなかったか？


「いつでもいいよ。今ホテルに帰ってからでも」


「えっ、そんなすぐに？」


　黒川は頷く。


「明日どうなるかわからない生身の人間が『生きているうちに返す』と約束したんだ。早いに越こしたことはないだろう。彼女も納なつ得とくするよ」


「はあ……」


　そんな、とんちみたいな。


「彼女の気持ち、聞いていただろう？　渡すときに、どういう方向であれ、フォローしてあげてくれるかい」


「なんだそれ……」


　フォローどころか、「裏切り者」事件の話をしてから妹尾に撥はねつけられていて、二人きりになるチャンスすらないのに。


「それから、明日の予備投票の話だけど」


　歩道をホテルの方面に向かって歩き始めてから、黒川は言った。


「あ？　ああ、なんだ？」


「僕は、瑞本さんの名前を書くつもりなんだ」


　あまりにあっけない告白だったので、オレがその発言の内容を解かいするのには、たっぷり一呼吸分ほどかかった。


「え……？」


　黒川が、絽美の名前を……？


　――僕も、気になる人ができたんだ。


　さっきのあの発言は、つまり、絽美のことだったというのか。


「予備投票の結果は生徒には非公開だそうだけど、僕は君たちの関係を知っているし、君は僕の友達だ。投票の前に言っておこうと思って」


「ど……」


　どうして、絽美なんだ。


　そう聞きたかったけれども、喉のどが張りついてなかなか声が出なかった。


「き、昨日の……オレの落書きのせいか……？」


「そうだね。きっかけは」


「で、でも、顔が好みな娘こなら、他ほかにもいるだろ……？　鬼おに瓦がわらとかさ、ほら」


「顔だけで、人を好きになるわけではないだろう？」


　おろおろするオレとは対象的に、黒川は落ち着いていた。


「瑞本さんとは一緒にクラス委員をやっていて、他の女子より話す機会が多いし、ずっと前からいい子だとは思っていたんだ。だから、あんな風なメイクをしているのを見たら、急に異性として気になってしまって」


「メイクって……」


　あんな黒マジック一色の前衛的落書きをメイクと呼べるとは、さすがは黒川だ。


「もちろん、君の目標はわかっているし、君たちの邪じや魔まをするつもりはないよ」


「……え？」


　オレはまた、てっきり一かず晶あきのようにライバル宣言をされるのかと思っていた。


「じゃあ、なんで……」


「ただ、君に黙だまって彼女の名前を書くのも、書かずに密ひそかに彼女を想おもうのも、どちらにしろ君への裏切りになると思ったから」


「黒川……」


「僕のことは気にしなくていいよ。どのみち両想いになれるとは思っていないし」


「いや、でも……」


　ムリだろ、気にしないなんて。


　だって、黒川だぞ？　暫ざん定ていヒーローで、現時点でオレと最も遠いところにいる男で。コイツが本気を出したら、オレなんか敵かなわないに決まっているのに。


「……オマエ、それでいいのか？」


「よくはないかもしれないけれども、君の方が先に彼女を好きだったのだから」


「こういうことに順番なんて関係ないだろ」


　何言ってるんだ、オレ。


　でも、黒川は大事な友達なんだ。いつかコイツに好きな人ができたら、オレだって全力で応おう援えんしてやりたいと思ってたのに。


「いや、本当にいいんだ。君と女の子のことで争うつもりはない」


　そう言うヤツの口ぶりには、投げやりな様子は微み塵じんも感じられない。


「親友とぎくしゃくするくらいなら、僕は恋れん愛あいなんかしないよ」


　いとも真面まじ目めに言う黒川を、オレはまじまじと見た。


「いや、それは……どうなんだ。してくれよ、なんか怖こわいし」


　胸の奥おくが熱くなったのに、ヘラッと笑ってそう返す。黒川も笑って、その話はそこでおしまいになった。





　　　　　☆





　どうしよう、大変なことになってしまった。ゆうべ、倉庫で莉子サマに唆そそのかされてペンを握にぎったときには想像もしていなかった展開だ。


　黒川が、絽美のことを好きだって？


　その夜、ホテルに帰ってからも、オレの脳内はそのことでいっぱいだった。麻雀マージヤンをしたりして騒さわいでいた時には気が紛まぎれていたけれども、明け方、布ふ団とんの中で一人になってみると、堂どう々どう巡めぐりの思考がどんどん眠ねむ気けを奪うばっていく。


「どうしよう、どうしよう……」


　――私は、成道くんの彼女になりたいんだよ。


　そう言ったときの絽美の、せつなく細められた目を思い出す。


「ごめん、黒川……」


　絽美にあんなこと言われてたのに。


　悪いけど、絽美のことは今すぐ諦あきらめてくれないか。彼女はオレのものなんだ。


　どうしてはっきりとそう言ってやらなかったんだろう。その方がむしろ、黒川のためにはよかったかもしれないのに。


　どうしよう、オレ、どうしたらいいんだろう。どうしたら、アイツに……。


　そう思って、はっとした。


「黒川の……ため……？」


　こうやって、アイツのことばかり考えているけど。


「オレ自身は、どうしたいんだ」


　オレは絽美のことが好きで、彼女と両想いで。でも、頭の中は今、妹尾のことでぐちゃぐちゃで。


　鞄かばんの中には、一日にして手元に戻もどってきたガラスの靴くつの包みが入っている。


「あれを返せって言ったってさ……」


　――わたし、もう瀬木くんとは話しません。


　――彼女の気持ち、聞いていただろう？　どういう方向であれ、フォローしてあげてくれるかい。


「どうやってだよ……」


　妹尾があんな態度でいる以上、オレから一体何ができるっていうんだ。彼女がどうしてカードを盗ぬすんだりしたのかもわからないし、まさか「オレのこと好きなんだろ？　じゃあなんであんなことしたんだよ？」なんて言えるわけないだろ。


「だあーっ！」


　こんがらがった気持ちを解ほどこうと、布団の中で声を上げた。


「……うるせぇ！」


　横の石田に蹴けっ飛ばされても、痛さも感じないほど混乱している。


　――わたし、好きな人ができたんです。入試の日に。


　――今でも、ずっと好きなんです。


　それがキミの本音なのか？


　――わたし、瀬木くんのこと、嫌きらいになったんです。


　だったら、あれはなんだったんだ。


　妹尾。妹尾雪菜。黒川の幼なじみで、一時はヤツが惚ほれていた女の子。それなのに、黒川にはオトせなかった娘。


　いい娘だよな。かわいいし、優しいし、巨きよ乳にゆうだし、料理うまいし、そんな彼女が。オレが彼女の存在すら知らなかった頃ころから、ずっとオレだけのことを……。


　そう考えると、心臓がドコドコしてムダに寝ね返がえりを打ってしまう。


「眠ねむれねー……」


　もう少し経たって起き床しよう時間になったら、修学旅行の最終日の行程が始まる。クリスマス・デートの予備投票もしなくてはならない。


　――クリスマス・デートは、別の子としてくれる？


　絽美はもう、オレの名前を書いてくれる気はないんだ。そして妹尾はあんな調子で、ムリヤリにでも機会を作らない限り、二人きりでは会ってくれない。彼女がオレの名前を書いてくれるかどうか、それはわからないけれども……。


「……よし」


　投票用紙に記すべき人の名前を思い浮うかべて、オレはムダとは知りつつも瞼まぶたを閉じた。






　エピローグ　……に落ちぶれたオレ





　こうして修学旅行の幕は下りた。





　翌週、オレたちのグループメンバーは昼休みの教室で会った。文化祭の前から続いている、週に一度のランチの時間だ。屋上ではもう寒いので、一番メンバーの数が多いＣ組に集合し、空いている席を集めて固まる。


「ねえ、見て見て、この写真。ペンギンがすっごくいい感じだよね！」


　サンドイッチを一つ食べ終わった絽ろ美みが、自分の鞄から取り出した写真を妹せ尾おに見せる。


「本当ですね、みんなこっち見てる」


「どれどれ」


　残りのオレたちも身を乗り出し、絽美の撮とった旭あさひ山やま動物園の写真を見た。ペンギンのプールの前で、女の子たち三人がこちらを向いて写っている。


「よく撮れてるじゃないか」


「でしょ？　係員の人に頼たのんだんだ」


　そう言って、絽美が笑う。その様子は、一見自然ではあるが……。


「はい、これ雪ゆき菜なちゃんの分。こっちが莉れい子こちゃんね」


「あっ、ありがとうございます」


　鞄から封ふう筒とうを二つ取り出し、絽美はそれを女の子たちに配った。


「えっ、何よこれ」


「お父さんがプリンター買ったから、写真、おうちでプリントしたの」


「どうせならパソコンからｚｉｐでちょうだいよ。やり方教えてあげるから」


「じっぷ……？」


　莉子サマに向かって首をかしげる絽美は、相変わらずの機械オンチぶりを発揮している。


「じゃあ、今度『じっぷ』でもあげるね。とりあえず……はい、黒くろ川かわくん、石いし田だくんも」


「ありがとう」


「お、おう」


　二人にも封筒を手て渡わたし、彼女はオレを見る。


「はい、成なる道みちくん」


「あ……ありがとう」


　あれから一週間、オレと絽美の間にはどこかよそよそしい空気が流れている。それは手芸部でも、こうやってみんなでいるときも同じだ。


　――もうちょっとだけ待ってくれないかな？　そうしたら私、きっとまたうまくできるようになる気がするの。


　絽美は、もううまくやっている気がする。よそよそしさの原因はオレだ。


　正直、怖くなっていた。オレには女心なんてよくわからない。文化祭から修学旅行までの一連の絽美の行動で、オレは彼女にどう接していいのか迷っている。


　普ふ通つうにしていたつもりなんだ。両想いなんて初めてだけど、オレなりに色々考えて、誠実に彼女と向き合っていたはずだ。それなのに、あんな風な態度を取られてしまった。またいつオレの行動で、予想外の事態を引き起こしてしまうかわからない。そう思うと、消極的になる。


　絽美に対してだけじゃない。


　――もう二度と、雪菜ちゃんや莉子ちゃんと、楽しそうに話さないで。


　あのときにはうれしささえ覚えた言葉だったのに、また彼女の機き嫌げんを損そこねてしまったらと思うと、絽美がいるときには他ほかの女子への応対もぎくしゃくした。


「……次ってさ、体育だっけ？」


　会話が途と切ぎれてしまったので、オレは妹尾に話しかける。すると、彼女は隣となりの絽美を見た。


「そうですよね、瑞みず本もとさん」


「ん？　うん、そうだね」


　妹尾はずっとこんな調子だった。絽美のいるところでは、極力オレと絽美をくっつけるように気き遣づかっているのがよくわかる。教室での席も離はなれたままだし、彼女とは、旅行中の事件のことを聞くどころか、まともに会話すらできていなかった。


「……そういえば、もうすぐ十二月ね。アンタたち、クリスマスはどうするの？」


　再び皆みなが黙だまったところで、莉子サマがそんな話題を振ふった。


「どうするって……何かやるの、莉子ちゃん」


「うちは毎年クリスマスイブに家でパーティをやるわ。お父様の関係者ばかりだから子どもは少ないけど、ドレスアップしてきてくれれば、アンタたちも来てもいいわよ？」


「ぱ、パーティ……」


　なんだ、そのキラキラした単語は……！


「いくらかかるの？」


「客が払はらう必要はないわよ。あくまでも恵え比び寿す家のホームパーティなんだから」


　心配そうに聞いた絽美に、莉子サマは太っ腹に答える。


「そんな世界、ほんとにあるんだなあ……」


　行きたい、すごく行ってみたいぞ……！


「……けどよ、イブって、カップル試験のクリスマス・デートの日なんじゃねぇの」


　めくるめくセレブな世界に思いを馳はせていたオレは、石田の言葉で我に返った。


「そういえば、確かにそうだな……」


「ま、全員カップル不成立なら、大手振って行こうじゃねぇか。俺には元々関係ねぇし」


　石田が自じ虐ぎやく的に言って笑いを取り、グループ全体が微び妙みような雰ふん囲い気きになったときだった。にわかに廊ろう下かが騒がしくなって、誰だれかが叫さけんだ。


「おい！　予備投票の結果が貼はり出されてるぞ！」


「ええっ！」


　それを受けて、教室中がどよめいた。


「あれって公表されないんじゃなかったのか!?」


「でも、そこに貼り出されてるんだってば！」


　皆が血相を変えて席を立つ。当たり前だ。自分がデートしたいと思って書いた相手の名前が学年中に見られてしまうなんて、信じがたい非常事態だ。


「オレたちも行ってみよう」


　雪崩なだれるようにして出入口に向かう級友たちに乗じ、オレたちも廊下に出る。Ｃ組とＤ組の間に人ひと垣がきができていたので、その場所はすぐにわかった。


「公表なんて聞いてないです、先生」


　すぐ脇わきでは、紙を貼り出した真ま弓ゆみ先生が生徒たちに糾きゆう弾だんされていた。


「これが試験の方針です。公表すると最初に言ってしまったら、貴方あなたがたの中には色々考えて本当の希望相手を書かない人も出てくるでしょう。だからです」


「プライバシーの侵しん害がいです！　この公表になんの意味があるんですか」


「投票日に書く相手を決める参考になります。競争率の高い相手だとわかれば考え直すこともできますし、ライバルが誰かを知ることもできます。最後の暫ざん定ていランク発表は二月にありますから、そこで自分のランクを確かく認にんし、この結果を考こう慮りよすれば、試験に合格するための資料はすべてそろうでしょう？」


　そんな騒そう然ぜんとした廊下を、オレたちは人ごみに向かって歩いていった。


　予備投票の結果は、グループごとにまとめて書いてあった。上の欄らんにグループ全員の名前が書いてあり、その下に、それぞれが書いた希望相手の名前が書いてある。グループは先頭のリーダーの名前によって五十音順に並べられていて、オレの名前は比ひ較かく的てき最初の方に見つかった。





　瀬せ木き成道　：　妹尾雪菜


　石田晋しん哉や　：　×（無効）


　恵比寿莉子：　瀬木成道


　黒川将しよう　　：　瑞本絽美


　妹尾雪菜　：　瀬木成道


　瑞本絽美　：　瀬木成道





　石田の「×（無効）」が気になって、なかなか次に進めなかったオレは、ようやく最後まで結果に目を通して絶句した。


「えっ……」


　絽美が、オレの名前を書いている。


「な、なんで……」


　思わず後ろにいる絽美を見る。つま先立ちしてぴょんぴょんしていた彼女は、しばらくすると、結果が目に入ったらしく飛び跳はねるのをやめた。


「……成道くん……」


　オレと目が合うと、顔を強こわ張ばらせて瞳ひとみを揺ゆらした。


「どうして……？」


「えっ？」


　そこで、気がついた。オレが妹尾の名前を書いたのだって、彼女に見られたのだ。


「いや、あの、これは……。絽美、クリスマス・デートは別の子としてくれって、オレに言ったじゃんか」


「言ったよ！　言ったけど、しょうがないじゃん、私が好きなのは成道くんなんだもん！」


「……絽美……」


「違ちがうんです、瑞本さん」


　そのとき、オレたちの横から妹尾が口を挟はさんだ。


「瀬木くんは、ちゃんと瑞本さんのことを……」


「雪菜ちゃんも雪菜ちゃんだよ！」


　すると、絽美は声を荒あららげて言い返した。





[image: ]


「雪菜ちゃんだって、ずっと成道くんのことが好きなんでしょ？　私、なんとなく気づいてたよ。だったら、そもそもどうして修学旅行のグループで一いつ緒しよになろうだなんて言ったの？　毎朝毎朝、私がうんって言うまで私の家に迎むかえに来て、一緒のグループになろうって言ってくれて。そんなこと、しない方がよかったじゃん。同じグループにならなかったら、最初からライバルが減ってたんだよ？」


　拳こぶしを握にぎりしめて訴うつたえる彼女を見ると、妹尾は唇くちびるを嚙かんで目を伏ふせた。


「妹尾……」


　知らなかった。絽美がうちのグループに来てくれるまでに、そんな必死の説得があったなんて。


「……お、おい、成道」


　石田に腕うでを小こ突づかれて、オレはふと我に返る。気がつけば、周囲の生徒たちは「なんだなんだ、修しゆ羅ら場ばか？」などと囁ささやきながら、オレたちを好こう奇きのまなざしで見守っていた。


　ヤバい、ここはまずい。


「……ちょっと、来なさい」


　そう思ったとき、人だかりからすっと莉子サマが現れた。彼女は絽美と妹尾を連れて混雑を通り抜ぬけ、廊下をずんずん歩いていく。


「行った方が……いいよな？」


　オレたち男は顔を見合わせ、そのあとを追った。


　莉子サマが向かったのは屋上だった。案の定、この時期にここで昼食を食べる者はおらず、オレたち六人だけが寒空の下に立つことになった。


「……ここなら大だい丈じよう夫ぶだわ」


　そう言って、彼女は握っていた絽美と妹尾の手を離す。


「で、アンタ、人前で一体何を吠ほえていたわけ？」


　絽美は不平を頰ほおいっぱいに詰つめたような顔をして、オレたちから目を逸そらしていた。妹尾はそんな彼女を、はらはらした様子で見守っている。


「……じゃあ、こうしたらどう？」


　莉子サマの声で、オレたちはみんな彼女を見た。


「ワタシたち三人とも、あの男が好きってことでいいわよね？」


「えっ！」


　彼女に指を差され、注目を集めたオレは一人うろたえる。


「そして、アンタはヴィーナス賞を狙ねらっている。それもいいわね？」


「う、うん」


「ちなみに、アンタがあの子の名前を書いた理由は？」


　彼女が目で示したのは妹尾だ。絽美の視線が、横から突つき刺ささるように注がれているのを感じる。


「えっと……オレ、ちょっと折り入って妹尾と話したいことがあって」


「……ですって」


　莉子サマは、絽美の方を見て言った。


「だったら、こうしましょうよ」


　そこで、彼女はにんまりと笑った。


「ワタシたちの中で、ヴィーナスになった者があの男と両りよう想おもいになれる。それでどう？」


「えっ、ええっ!?」


「何よ？　アンタ、ヴィーナスと両想いになるのが目標だったんでしょ？」


「う……」


　そう言われてみれば、まったくもってその通りなのである。


「うん……」


　でも誰が最終的なヴィーナスかわからないし、とごにょごにょ言っていると、莉子サマは物分かりよく頷うなずく。


「だったら、二月にある最後の暫定ランク発表のときにヴィーナスになった人が、名前を書いてもらう資格を持つってことでどう？　それまでワタシたちがする努力は、ヴィーナスになれるよう自分を磨みがくこと。恨うらみっこなしの、実にフェアな闘たたかいだと思うわ」


　納なつ得とくしたのかしていないのか、絽美はじっと足元を見つめて黙だまっていた。妹尾はといえば、そんな絽美と莉子サマへ交こう互ごに目をやりながら、思し慮りよ深げな顔をしている。


「……それは、莉子ちゃんだから言えるんだよ」


　やがて、絽美がぼそりと呟つぶやいた。


「莉子ちゃんは、自分に自信があるから、そんなことが言えるんだよ。私たちとは違うよ」


「そんなことないわ」


　莉子サマはすかさず言い返す。


「最初から自信がある人なんていないわよ。自信っていうのは、自分がした努力から生まれるものよ。天てん賦ぷの才にあぐらをかいただけの人間が、一体どんな自信を自分に持てるっていうわけ？」


　声に一段と熱を込め、彼女は語った。


「愛人の子に生まれたワタシが、父親のいないまま、青い目の母親に日本語を教えながら、一体どれだけの努力をして今の自分を作ったと思うの？　血のにじむような努力こそが、ワタシに揺るぎない自信を与あたえてくれたのよ」


　絽美はもう、何も言わずにただ莉子サマを見つめていた。


「アンタたちは、本当の努力をしたことがあるの？」


　空は突き抜けるように青白く冴さえ、優やさしく冷えた空気が、オレたちの頰を引きしめるように吹ふきそよいでいく。


「……しっかし、そんな『本当の努力』までして振ふり向かせるような相手じゃねぇよな、オマエなんか」


　彼女たちに聞こえない声で、隣となりの石田がぼそっと呟いた。


「…………」


　その通りすぎて、反論の余地もない。


　莉子サマみたいなすごい女の子が、オレに「デートは別の子として」と言った絽美が、そして、オレに「嫌きらい」と言った妹尾が、オレの名前を書いてくれた。それだけだって、信じがたいことなのに。


　その三人が、オレのためにヴィーナスを目指して頑がん張ばってくれるなんて。


「決まりね。頑張りましょ！」


　まるでスポーツチームのリーダーのように清すが々すがしく、莉子サマが言った。


「アンタも、それでいいわね？」


　こちらを振り向いた彼女に、オレはぎこちなく頷く。


「……う、ん」


　オレのカップル試験は、こうして予想もしていなかった展開へもつれ込もうとしていた。





　　　　　☆





　その日の帰り道、オレは黒川と二人だった。


「石田くんは？」


「日直。アイツなんにもやらないから、ペアの女子が怒おこって、学級日誌一人で全部書かされるハメになってさ」


　廊ろう下かで落ち合ったオレたちは、そんな無む駄だ話ばなしをしながら玄げん関かんへ向かった。


「そういえば聞いたか？　石田の『×（無効）』ってヤツの理由。アイツ、投票用紙に『誰だれでもいいから余った女子』って書いたらしいぜ」


「彼らしいね」


「らしすぎるよなあ」


　でも、オレだって、妹尾の名前を書くまでには相当迷った。そうして、こんなことになって……。


　美少女たちに言い寄られてハーレム生活なんて、男なら一度は抱いだいたことのある夢だと思うけど。少なくとも、オレには向いてない。オレ、いつも自分のことで手いっぱいで、色んな人に気を遣つかえるような人間じゃないんだ。


「臨海学校の頃ころは楽しかったよな……」


　あの頃、少しずつみんなのことがわかってきて、好きになって。みんなで話していると楽しくて、ずっとこうしていられたらいいなと思っていた。


「そうだね」


　ガヤガヤした下げ駄た箱ばこにやってきて、人と肘ひじをぶつけながら上うわ履ばきと靴くつを履はき替かえる。玄関を出て正門の方まで歩いたとき、オレはようやく気がついた。


「……オマエ、なんか元気なくないか？」


　そう尋たずねたのに、黒川はオレの方を見なかった。聞こえなかったのかともう一度口を開きかけたとき、ヤツはぼそりと言った。


「瑞本さんに、避さけられているんだ」


「え……？」


「さっきクラス委員の仕事があったのだけれど、まったくこっちを見てくれないし、口もろくに利きいてくれなかった」


「それは……」


　絽美らしくない、と言いかけて言葉を止めた。そんなことを言ったら、さっき妹尾に食ってかかったのも彼女らしくないし、修学旅行で押おし入いれにこもった彼女も、そのときにキスしてと迫せまってきた彼女も、最近の彼女は総じて今までの絽美らしくない。


　おそらく、絽美はオレと同じなんだ。生まれて初めてちゃんと恋れん愛あいに向き合って、色々なことがわからなくなりながら、きっと新しい自分に成長している途と中ちゆうなんだ。


「……たぶん、びっくりしたんじゃないか？　黒川が自分のこと好きかもなんて思いもしなかったのに名前を書かれてたから、ちょっと戸と惑まどってるだけだろ」


「そうかな」


「そうだよ」


　なんで励はげましてるんだ、オレ。コイツは絽美のことではライバルで、そういう意味では一かず晶あきと同じなんだぞ。


　でも、コイツは一晶とは違ちがう。容姿や成績がいいだけじゃない、ちょっとズレてるところはあるけれども、そういうところを含ふくめてオレは黒川のことが好きだし、人間として尊敬している。生まれ変わってもまた友達になりたいと思うくらい、心から信しん頼らいしている。


　近づきたい。そして、できるならば超こえてやりたい。


　たとえコイツがヒーローでもヒーローでなくても関係ない。黒川は、一番身近なオレの目標なんだ。


　もしコイツがオレだったら、こんなときはきっとこうする。


「……オレ、期末試験頑張るよ」


　誰にともなく、そう呟いた。気がつくと、オレたちはもう駅の方まで歩いてきていた。


「なあ、これからオマエんち行ってもいいか？　一いつ緒しよに勉強しようぜ」


「ん？　勉強はいいけど、うちはどうかな」


「あ、都合悪いか？」


「いや、妹たちがうるさいと思うし、母さんのところに生徒が来ていたら、ピアノの音もするよ」


「あー……」


　確かに、オレもメイド服を着せられて勉強するのはなるべく避けたい。


「隣の駅に図書館があるから、本気ならそこで勉強しよう」


「え、マジ？　行く行く」


　そうして、オレたちは改札口へ入っていった。


　もうあと二週間ちょっとで、期末試験が始まる。絽美たちがヴィーナスを目指して頑張るのなら、オレは彼女たちに釣つり合う男、ヒーローを目指して努力すべきだ。


「……オマエさ、一度に二人以上の女の子を好きになったことあるか？」


　電車の中でオレが尋ねると、黒川はなぜかおかしそうに笑った。


「ないよ」


「なんで？」


「なんでって、普ふ通つうはないだろう」


　握にぎっていた吊つり革かわを持ち替えて、オレの方へ顔を向ける。


「そういうものじゃないかい。迷いっていうのは、可能性が色々あるから起きるんだ」


「可能性……？」


「君がモテるということだよ」


「え……」


「僕は君がうらやましい」


　わずかに眉まゆ根ねを寄せた黒川は、そう言って微び笑しようした。


「仲のいい女の子が何人もいるから、友達と恋愛対象を区別しようと思うのだろう？　うらやましいよ。僕は君みたいに自然体で他人に飛び込めないから、深入りしたときにはもう、その人を好きになってしまっている。異性の友達を作るのは、僕には難しいよ」


「黒川……」


　今言ったのは、きっと妹尾のことなんだろう。


　――僕は君がうらやましいよ。


　――男友達のようにはいかないと思うよ。でも、友達になるしかない関係もあると思う。


　函はこ館だてで石田がフジツボを探していたときに言ったあの言葉は、そういう意味だったのか。


　コイツと他人の間には、大きな価値観のズレがある。それは美意識なんていう一見他た愛わいもないものだけど、他愛もないだけに、日常の中で積み重なって大きなストレスになるのかもしれない。


　たとえば好きな女性タレントの話になったとき、たぶん黒川は他ほかのヤツが挙げた人をかわいいとは思わないし、逆もまた然しかりだ。事実、昔つるんでいた不良の仲間と絶交したのは、そのような事件がきっかけだったと聞いた。コイツが人づきあいに慎しん重ちようになるのもわかる気がする。でも……。


　――もう二度と、雪菜ちゃんや莉子ちゃんと、楽しそうに話さないで。


　もし、オレがこういう男だったら、絽美はあんな風にやきもちでめちゃくちゃになることもなかったんだな。


　もしかしたら、絽美にはオレより黒川の方が合っているのかもしれない。そう思ったとき、胃の奥おくがしくりと痛んだ。一方で、心臓がドキドキと高鳴り始める。


　絽美と黒川か。よく考えてみたら、これ以上ないほどお似合いだよな。美男美女の暫ざん定ていヴィーナスとヒーローで、カップルが成立したら、きっと学年中が興奮すると思う。オレなんかよりよっぽど、絽美には……。


「いやいやいやいや」


　一体、オレは何を考えているんだ。


「どうしたんだい、瀬木」


「や、なんでもない！」


　元気よく答えて、ちょうど開いた扉とびらからホームに降り立った。


　まだ五時だというのに、冬の空はもう眠ねむそうな灰色をしている。駅前ロータリーの植え込みには青と白のイルミネーションが光っていて、通りすがりのファーストフード店からは、クリスマスの歌が聞こえていた。


「……莉子サマんちのクリスマスパーティ、行ってみたかったなあ」


　ふと呟つぶやいてから、行けないのはオレと妹尾だけだと気づいて沈ちん黙もくする。


「それなら、来年みんなで行こう」


　オレの気まずさには無む頓とん着ちやくな様子で、黒川が明るく言った。


「みんな受験生で忙いそがしいだろうけれども、一日くらいは平気だと思うよ。来年はもうこの試験も終わっているし、予定さえ空けておけば大だい丈じよう夫ぶだろう」


「来年かあ……」


　その頃には、オレはどんな生活を送っているのだろう。ヴィーナス賞を獲とって、理事長になれているのだろうか。隣となりにいるのは絽美だろうか。それとも……。


「でも、クリスマスって、冬期講習とかも休みなのか？　さすがにみんな予備校くらい行くんじゃないのか」


「じゃあ、もし駄だ目めだったら、再さ来らい年ねん」


「そしたらもう大学生だろ？　みんな彼氏彼女できてたりするんじゃないの？」


「でも、空けておけばいいだけだよ」


「アホー！　彼女ができたらイブなんか彼女と過ごすに決まってんだろー！」


　冗じよう談だんめかして叫さけんだが、オレの心は決まっていた。


「……どうせだったら、社会人になったって毎年行こうぜ。それぞれ結けつ婚こんして家庭持ったりしても、年に一回は必ず会えるじゃんか」


「いいね。それまで恵比寿さんが誘さそってくれればだけどね」


「誘ってくれるだろ！　オレさ、あの娘ことはちゃんと絆きずなを作れてる気がするんだ。男とか女とかじゃなくて、人間として……」


　と言って、はっとした。


　そうか、オレ、彼女のことは……。


「君の中で、まったく答えが出ていないわけじゃないんだね」


　オレの心を読んだように、黒川が微笑した。


「来年のクリスマスが待ち遠しいね」


「……そうだな」


　その頃には、オレは今よりマシな人間になれているだろうか。この暗あん澹たんたる状じよう況きようを乗り越こえて、絽美とも妹尾とも莉子サマとも、また普通に笑い合えるようになっていたい。





　図書館でノートにペンを走らせながら、頭の片かた隅すみでそんなことを思った。





　　　　　☆





　そうして期末試験が終わり、冬休みがやってきた。


　クリスマス・デートは、イブの夕方、あらかじめ設定したデート場所へ現地集合で、時間は三時間以内と決まっていた。もっと遊びたければ、追加で通常のデート申しん請せい書しよを出して一日デートにすることもできたが、オレたちはそのまま普通のクリスマス・デートをすることにした。


　クリスマスに女の子と二人で会うのなんて初めてだし、たった三時間のデートでも場所選びは難航した。結局、オレの金がないのが決め手になり、公園で待ち合わせ→ファミレス、というコースで落ち着いた。


　公園へ向かう途中、コートのポケットが振しん動どうした。妹尾かなと思ってケータイを取り出してみると、来ていたのは知らないアドレスからのメールだった。





　題名：約束だ。


　本文：今日の会議で、二学期最後の☆スターランクが出た。おまえの新しいランクは「上の下」だ。よかったな。（※このメールは読み終わったら削さく除じよすること）





「よっ……しゃあ……！」


　思わず、ここが往来だということも忘れて飛び上がった。


　やった、やった！　念願の「上」入りだ……！


　期末、オレにしては頑がん張ばったもんな。修学旅行で「性格」の評価も回復したし、これはいよいよヒーローも夢じゃないぞ……！


　メールは鬼おに沢さわからだった。次に生徒たちに☆ランクが公表されるのは二月なので、二学期末に決定する☆ランクをオレたちが知ることはできない。だから、ヤツにオレのアドレスを渡わたして、こっそり教えてくれるように頼たのんでおいたのだ。


「今日は幸さい先さきがいいなー……！」


　まだ待ち合わせ時間には余よ裕ゆうがあるのに、自然と足が逸はやってしまう。


　待ち合わせの公園は、オレと妹尾が四月に初めてデートした場所だった。あのときと同じように、彼女はきっかり時間通りに入口へ姿を見せた。


「……来てくれたんだ」


　半分くらい、来ないかと思っていた。学校でデートの打ち合わせをしたときもほとんど話せなかったし、テストで隣の席になったときだって彼女からオレに話しかけてくれることは一度もなかった。


「瀬木くんのポイントを下げてしまうようなことはしません」


　そう言って、妹尾はほのかに微ほほ笑えんだ。


　彼女の言った通り、クリスマス・デートは減点式のイベントだ。片かた想おもい指名でデートができなかった生徒は、全員ポイントが減少することになる。妹尾以外にオレの名を書いてくれた莉子サマも、絽美も、その例外ではない。


「……すみませんでした。わたしが避さけていたせいですよね」


「え？」


　二人で公園の中を歩き始めてから、妹尾が突とつ然ぜん謝あやまった。池を囲んだ広い敷しき地ちには冬ふゆ枯がれの木々が立ち並び、外がい套とうをまとったカップルたちが身を寄せ合うようにすれ違ちがっていく。


「わたしが瀬木くんを避けたせいで、瀬木くんはわたしの名前を書いたんですよね。わたしと、ちゃんと話ができないから」


「ああ……うん」


「結果発表の日、それに気づいてすごく後こう悔かいしたんです。瑞本さんの様子を見たら余計に。瀬木くんは瑞本さんの名前を書くと思っていましたし、公表がないという話に安心して、自分の正直な気持ちを書いてしまったりして……」


　襟えり元もとのファーに顎あごを埋うずめるように、妹尾は俯うつむいた。今日の彼女は、女の子らしいシルエットの白いコートに、ブーツを履はいている。クリスマスを意識してきてくれたのかなと考えて、少しうれしくなる自分に気がつく。


「そのことだけどさ、妹尾。修学旅行のときは一体……」


　オレが切り出すと、彼女の足が止まった。妹尾はオレを見上げて微び笑しようした。


「どこか、座すわりませんか」





　そうして、オレたちは池のほとりのベンチに座った。売店で温かいカフェオレを買ったので、両手と顔が少しはあったかい。


「……きっかけは、一日目でした。夕飯後が特別入浴の時間なので、お風ふ呂ろに入ろうと思って、一人で部屋を出たんです。そうしたら、ホテルの中で迷ってしまって」


　紙コップに軽く口をつけながら、妹尾はそう話し出した。


「気がついたら、二○六号室の前にいたんです。真弓先生の部屋だなと思い出しました。部屋にドア止めが掛かかっていたので、中に瀬木くんたちがいるのかと思って、ノックして開けたんです。そうしたら『瀬木君？　そこの封ふう筒とうを取っていって』って声を掛けられて。最初は持っていってあげようと思い、とりあえず中に入って封筒を取りました」


　それでオレは思い出した。


　――さっきから誰だれ？　瀬木君なの？


　あの「さっき」は、鬼沢とオレたちが騒さわぎ始めた時点じゃなくて、妹尾がノックしたときのことを指していたのか。


「中を読んだら、瀬木くんのおじいさんからの手紙でした。そこで、偽にせの手紙を作って、その通りに何か裏切り行こう為いをすることを思いついたんです。先生の部屋にあったコピー用紙を一枚失敬して、ホテルのペンで書きました。定規代わりに使ったのは、パウチされたホテルの注意事じ項こうの紙です」


「なるほど」


　それで、手紙のすり替かえについてはわかった。けれども……。


「なんでそんなこと……」


　しかし、妹尾はそれには答えず先に進んだ。


「手紙のことがうまくいったので、次の日にスタンプカードを盗ぬすみました。女湯に用事があって行ったときに、佐さ々さくん……でしたっけ？　あの人が鬼沢先生と一いつ緒しよに男湯から出てきて、何か瀬木くんのことで騒いでいるのを耳にしたんです。だから、瀬木くんたちが入浴中なんだと思って、持ち物の中から何か盗めないかと様子を見て脱だつ衣い所に入りました。そこでカードを見つけて……。でも、ポイントが引かれてしまうとみんなに迷めい惑わくをかけてしまうので、夜中に起きて、真弓先生の部屋に出しに行きました。あの夜、瀬木くんたちがわたしたちの部屋に来たときのこと、覚えていますか？」


「あ……！」


　そうだ、思い出した。二日目の夜、石田たちと寝ね起おきドッキリをやろうと女子部屋に忍しのび込んだとき、なぜか妹尾にはすぐに気づかれてしまったんだ。


「あのとき、わたしは部屋に帰ってきたばかりでした。最初、見つかったのかと思ったくらいでした」


「そうだったのか……」


「あとは、一日目の夜にすり替えてしまった瀬木くんのおじいさんからの本物の手紙を、四日目の夕飯後に瀬木くんたちの部屋に入れにいっただけです。いつ本当の妨ぼう害がいがあるかわからないのだから早く渡さなきゃとずっと思っていたのですが、なかなか機会がなくて。うまく見つけてもらえたか心配でしたが、その直後、失なくし物に気がついて……それどころではなくなってしまいました」


　カフェオレを持った両手を膝ひざの上に下ろし、妹尾は足元の方へ視線を落とした。こんな話をしている間にも、オレたちの前をカップルたちがひっきりなしに通っていく。


「……そうだ、これ」


　話題がタイムリーだったので、オレはコートのポケットからあるものを取り出した。


「なんですか？　これ」


　妹尾は、オレの手の上を見て目を丸くする。キラキラのラッピング袋ぶくろで包装し直したそれは、彼女が知っていた状態のものとはだいぶ違うからムリもない。


「クリスマスプレゼント。あげるよ」


　なーんちゃって……、とネタばらししようとして、妹尾があまりにも驚おどろいた顔をするので言えなくなった。


「いいんですか……？」


「あっ、ああ、うん……」


「すみません、わたし、あげるものなんか何も持っていないのに……」


「いや、いいよ、だって……」


　コレ、一度キミにあげたものなんだよ。


「とにかく、開けてみてよ。わかるから」


「……？」


　それで妹尾は包みを受け取り、リボンをほどいて袋ふくろを開けた。中から小さな箱を取り出し見たとき、ようやく彼女も気がついたようだった。


「これ……！」


　それは、オレが彼女に修学旅行でプレゼントしたガラスの靴くつだった。


「どうして……瀬木くんが……？」


「これ、小お樽たるでまた落としただろー？　拾ったのがオレでよかったな」


　おどけた様子で言うと、妹尾は「あっ」と声を上げた。どうやら、これが幼なじみの計らいによるものだと思い当たったようだ。


「……まあ、ほら、そういうことだから、受け取ってくれるよな？」


　彼女が身じろぎもせずにそれを見つめているので、間が持たなくなってもう一度口を開いた。


「いくらガラスの靴だからって、もう落とすなよ」


　言ってから、それがかなりキザなセリフだったと気づいて赤面した。


　うおお、超ちよう恥はずかしいぞ……！　でも、コレは思いついたら言っちゃうだろ！


「…………」


　案の定、妹尾は凍こおりついたように無反応だ。


　それくらいなら指さして笑ってくれ！　耐たえきれない……！


　爆ばく発はつしろ、オレ！


　そうして身み悶もだえせんばかりの勢いで恥ずかしさをこらえていたオレは、彼女が紙コップをベンチに置いたので我に返った。目の前のカフェオレは、まだ七分目ほど残っている。


　そのまま視線を上に戻もどして、ぎょっとした。


「妹、尾……？」


　彼女の瞳ひとみから、ぽろりと涙なみだが落ちたのだ。


「ごめんなさい、瀬木くん……」


　口元を押おさえ、妹尾は嗚お咽えつを嚙かみ殺して肩かたを震ふるわせた。両手にはめたウールの手て袋ぶくろに、涙がみるみる吸い込まれていく。


「え、い、いや、あ……？」


　彼女はすぐに俯いたが、その様子は明らかにおかしい。前を通り過ぎる人々が、オレに野や次じ馬うま的な視線を投げかけていく。


「わたし……瀬木くんに嫌きらわれたかったんです」


「え……？」


「優やさしくされるのが辛つらいから、いっそ嫌われてしまいたいって思ったんです。この前はあんなこと言いましたけど、違うんです。これ以上、自分の気持ちを誤ご魔ま化かしきれません。文化祭のときからずっと、なんとかしなきゃって思ってたんです」


　そう言うと、妹尾は顔を上げた。涙できらきら光る瞳をこちらに向け、こみ上げる想おもいに衝つかれたように口を開く。


「わたし、瀬木くんのことが好き」


　息を呑のんで見守っていると、彼女はやがて、恥ずかしさに負けた様子で目を逸そらした。


「……です」


　所在なげに、そう付け足して。


「妹尾……」


「言ってください、嫌いになったって。わたし、瀬木くんを裏切って、大事なスタンプカードを隠かくしたんですよ？」


「でも、ちゃんと先生に出してくれたじゃないか」


「だけど、リーダーとして瀬木くんは相当困ったはずです。あなたにそんな思いをさせたんですよ、わたし」


　すっと膝を進めて、妹尾はオレの近くに手をつく。二人の間にあるカフェオレが、大きく揺ゆれて、ちゃぽんと跳はねた。


「だから言ってください。『おまえなんか嫌いだ』って。じゃないとわたし、苦しくて仕方ないんです。今みたいに優しくされてると、もっと一緒にいたいって思ってしまうから。でも、それは叶かなわない望みだから」


　妹尾がまばたきするたび、長いまつげの先から大おお粒つぶの涙が零こぼれる。


「恵比寿さんがあんなこと言ってくれたから、試験勉強も頑がん張ばってみました。でも、少しくらい成績が上がっただけじゃ、恵比寿さんや瑞本さんには到とう底てい追いつけません。それは努力ではどうにもならない天性の『才能の差』です」


　そう言って、彼女はコートの膝の辺りを握にぎりしめる。


「もし、わたしがヴィーナスにふさわしい女の子だったら、こんなお願いしなくて済むのに。真正面から向き合って、『わたしを好きになって』って言えるのに」


　顔を上げた彼女は、喘あえぐような表情でオレを見つめた。


「お願いです、瀬木くん。わたしを嫌いになってください」


　すがるようなその瞳を見つめて、オレはようやく彼女のしたことの意味を理解した。


「そんな……」


　じゃあ、この娘こは、オレに嫌われるためだけに、あんなことをしたのか。先生の部屋で手紙を書きかえて、男湯に忍び込んでカードを盗んで、夜中に人知れず部屋を抜ぬけ出し、先生のところまでカードを届けたりして。


「大変だっただろ、一人で……」


　そんな思いまでして、オレに嫌われようとしたのか。


　――ありがとうございます。大事にしますね。


　オレがあげたちっぽけなお土産みやげを、あんなにうれしそうに受け取ったキミが、オレに嫌われるために必死で頑張ったというのか。





[image: ]


　オレが絽美とうまくいくように、毎朝彼女の家まで行って同じグループに誘さそったり、何かとオレたちを取り持ってくれたり。挙句の果てに、自分自身はオレに嫌われるよう、嫌いやがらせを考えたり。それも、オレのポイントを減らさないような形で。


「なんで……そんなことをするんだよ……」


「すみません」


　責められるのは覚かく悟ごの上だったらしく、妹尾は潔いさぎよく頭を下げた。そんな彼女を見て、胸の奥おくが引き絞しぼられるような気持ちになる。


「キミがそんなことするから……」


　全身を突つき上げるような想いに動かされ、オレは彼女を抱だき寄せた。


「オレはキミのことを嫌いになれないじゃないか」


　バシャッと音がして、足元に紙コップが転がった。片足が熱いし、周りの人がオレたちを見ている。けれども、そんなことはどうでもいい。


　ごめん、絽美。


「瀬木、くん……？」


　許してくれ、こんなはずじゃなかったんだ。でも……。





　オレ、この娘のことが好きだ。




現在の成道の☆ランク→【上の下】







あとがき




　こんにちは、長なが岡おかマキ子こです。拙せつ作さくをお手に取っていただき、ありがとうございます。


　本文からお読みくださった方は、たぶん今、ラストの展開に「どうなんのさ、これ！」と私の胸むな倉ぐらをつかみたい気持ちかとお察しします。すいません、殴なぐらないでください！　歌か舞ぶ伎き役者ではありませんが、顔だけは……！　次回、すべて決着しますので。


　そうです、『中チユーの下ゲ！』は次の五巻で完結します。まさか成なる道みちとこんなに長い付き合いになるとは、二年前の私には想像もつかなかったことです……。


　と感かん慨がいにふける暇ひまもなく、四巻は大変でした。何が大変だったかというと、テーマが修学旅行だったことです。私自身の修学旅行先が北海道でしたし、それ以外の旅行でも何度か行ったことがあるので北海道には馴な染じみがあるのですが、実際に書こうとするとわからない＆覚えてないの連続で……。やむをえず、今回現地に赴おもむくことになりました。


　スケジュールの都合により、ちょうど風邪かぜで絶不調な中でしたが、まだ十一月の終わり、そんなに「北の国から」的なことにはなっていないだろうと思ったのです。が！


　函はこ館だてに降り立った瞬間、視界を埋うめ尽つくす粉雪を前にして、レミオロメンの歌がサビだけ無限にリフレインしました。


「毎日こんなんなんですか……？」


「いや、今日は特別。あたしらもびっくりしてるよ。今年は雪が早いね」


「……！」


　タクシー運転手のおじさんとの会話で、ただでさえ寒さでひきつりがちな頰ほおが痙けい攣れん。


　そして、本州の友達からのメールが追い打ちをかけます。


「そっち、今日から吹雪ふぶきヤバいらしいね。ニュースで見たよ！　そんな装備で大丈夫か？」


　大丈夫でも、問題なくも、ない。


　とりあえずホテルに直行し、持っていた服を全部着て一番いい装備に自力で変更。おかげで寒さは退治できましたが、雪は益ます々ますひどくなるばかりです。


　ちょっと想像してください。いい歳としをした女が一人、粉雪まみれのダウンコートに帽子にマスクで激しく咳せきこみながら凍結路面をよろよろ歩き、誰もいない観光地でマニアックな場所に向けてカメラのシャッターを切る様さまを。


　おまえは一体何と闘たたかっているんだ。なぜ今この季節に、一人で、北海道なんだ。


「沖縄にすればよかった……」


　身内や友人からも散々言われたことを、うわごとのように呟つぶやきました。


〈二日間の取材旅行の戦せん績せき〉


　・雪道で派手に転倒すること　三回。


　・観光客がいなさすぎて地元住民と思われること　四回。


　・入った飲食店でお店の人に温かい物をサービスされること　二回。


　北海道の皆様、その節は各地で不審な行動を繰り返し、大変失礼いたしました。こんな私を通報するどころか温かくもてなしてくださった北の人々の心はやはりデッカイドーです。おかげ様で、四巻の舞台を「北海道に似た架か空くうの土地」にしなくて済みました。


　さらに、今巻でも大変お世話になりましたイラストのごまえさん、担当さんに、エア「白い恋人」を献けん上じようしつつお礼を申し上げます。


　次巻はいよいよカップル試験の投票日がやってくる、『中の下！』最終巻です。成道の決断、そして各キャラの熱き奮闘の結末をお見届けくださいませ！　発刊予定は六月です。


　また、現在新作の方も準備中です。『中の下！』と同じようなノリで読める現代学園ラブコメになると思いますので、そちらの方にもご期待いただければと存じます。


　それではラスト一巻、全力投球で頑がん張ばります。また五巻でお会いできますように！


　二〇一〇年十二月




長岡マキ子　
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著者


長岡マキ子


●ながおかまきこ








中チユーの下ゲ！


ランク４.下の下に落ちぶれたオレ





長なが岡おかマキ子こ
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